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イラ スト デー タ の ダウ ン ロ ー ド 

本 書 の 購入 特典 の イラ スト デー タ は 、 本 書 の サポ ー ト ペー 
詳し く は p.17 を ご 確認 く 
本 書 の サポ ー ト ペー ジ : https://isbn.sber.jp/97383/ 


2 で 配布 し て いま す 。 


本 書 に 関す る お 問い 合わ せ 

この 度 は 小 福 書 籍 を ご 購入 いた だ き 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 小 社 で は 本 書 の 内 容 に 関す る ご 質問 を 受け 付け て 
お り ま す 。 本 書 を 読み 進め て いた だ きま す 中 で ご 不明 な 箇所 が ご ざい まし た ら お 問い 合わ せく だ さい 。 な お 、 お 問 
い 合わ せ に 関し て 下記 の ガイ ドラ イン を 設け て お り ます 。 臣 れ 入り ます が 、 ご 質問 の 際 は 最初 に 下記 ガイ ドラ イン 
を ご 確認 くだ さい 。 


ご 質問 の 際 の 注意 点 

・ ご 質問 は メー ル 、 ま た は 郵便 な ど 、 必 ず 文 書 に て お 願い いた し ます 。 お 電話 で は 承っ て お り ま せん 。 

・ ご 質問 は 本 書 の 記述 に 関す る こと の み と さ せ て いた だ いて お り ま す 。 従 いま し て 、 〇 〇 ペー ジ の 〇 〇 行 目 と いう 
よう に 記述 科 所 を は っ きり と お 書き 治 え く だ さい 。 記 述 箇所 が 明記 され て いな い 場 合 、 ご 質問 を 承 け 結 われ な い | 
こと が ご ざい ます 。 

・ 小 社 出版 物 の 著作 権 は 著者 に 帰属 いた し ます 。 従 いま し て 、 ご 臣 問 に 関す る 回 答 も 基本 的 に 著者 に 確認 の 上 回 答 
いた し て お り ま す 。 こ れ に 伴い 返信 は 数 日 な いし それ 以上 か か る 場合 が ど ざい ます 。 あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


ご 質問 送付 先 
ご 質問 に つい て は 下記 の いずれ か の 方 法 を ご 利用 く 
Web ペー ジ よ り 
上 記 の サポ ー ト ペー ジ 内 に ある 「 こ の 商品 に 関す る 問い 合わ せ は こち ら 」 を クリ ッ ク す る と 、 メ ー ル フォ ー ム が 開 
きま す 。 要 綱 に 従っ て 質問 内 容 を 記入 の 上 、 送 ン を 押し て くだ さい 。 
郵送 
郵送 の 場合 は 下記 まで お 願い いた し ます 。 
7106-0032 


東京 都 港 区 六本木 2-4-5 
SB クリ エイ ティ ブ 読者 サポ ー ト 係 


MAEDA SI CLIP STUDIO PAINT PRO 1.8.2 Windows HR /macOS ft. Photoshop CC 2018 Windows KE /macOS RECIENTE & 
行っ て いま す 。 パ バー ジョン や 束 境 に よっ て は 動作 が 異な る 可能 性 が あり ます 。 

画 本 番 内 に 記載 され て いる 会 社名 、 商 品名 、 製 品名 な ど は 一 般 に 各社 の 登録 商標 また は 商標 で す 。 本 千 中 で は き 、 や マー ク は 明記 し て 
お り ませ ん 。 

罰 番 の 出版 に ち た っ て は 正確 な 記述 に 努め まし た が 、 本番 の 内 容 に 基づく 通用 結果 に つい て 、 者 者 お よび SB クリ エイ ティ ズブ 株 式 会 社 
は 一 切 の 責任 を 鋼 い か ね ます の で ご 了承 くだ さい 。 


(©2018 Tsuyomaru, Shie Nanahara, Mokuri, Le Yamamura 
FRONTLRMRLORMELY CHET, PRE- MARMOL SMEGT IC, KED-WERUSMERMTRT UN 
昔 す る こと は 禁じ られ て おり ま す 。 


は じ め に 


この た び ぴ は 『「 フ ァ ン タ ジ ー キ ャ ラ ] 描き 方 教室 デジ タル で 描く ! 世界 を 魅せ る キャ 
ラ の 技術 』 を 手 に 取っ て いた だ き 、 あ り が と う ご ざ いま す 。 


本 書 は 、 プ ロ と し て 活動 され て いる イラ スト レー ター4 人 が 、 ラ フ か ら 完成 まで を メ 
イキ ング 形式 で 解説 する イラ スト 技法 書 で す 。 章 ご と に ファ ンタ ジー キャ ラ の 職業 や 種 
族 を 主題 に し つつ 、4 人 の 描き 方 の 基本 、 デ ザイ ン の 発想 法 、 表 現 の 技法 、 デ ジタル な 
らち では の テク ニッ ク を お り ま ぜ て 紹介 し ます 。 


CLIP STUDIO PAINT や Photoshop な どの デジ タル ツー ル で イラ スト を 描い た こと が 
ある 方 を 対象 に し て いま す 。 デ ジタル ツー ル の 基礎 知識 や 基本 操作 の 解説 は で きる だ け 
省略 し 、「 何 を 考え 、 ど の よう な 発想 で 、 ど の よう に 描い て いて る か 」 と いっ た 解説 に ペー 
ジ を 割 きま し た 。 


本 書 は どの 章 か ら 続 み 始め て も 構い ませ ん 。 気 に な っ た イラ スト か ら 読 ん で みて くだ さ 
い 。4 人 の イラ スト レー ター さん の 発想 と 技法 が 詰まっ て いま す 。 い ろ い ろ な 描き 方 や 


考え 方 を 楽し ん で くだ さい 。 


本 書 が みな さま の 創作 活動 の 刺激 や 手助け 、 新 た な 表現 方 法 の 発見 に つなが れ ば 幸い で す 。 
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BE illustration by o4 A, 


S+ illustration by tL È 


ドラ ゴン illustration by 山村 れ え 


RA illustration by 山村 れ え 


作画 工程 の 概要 


本 書 で は 4 名 の イラ スト レー ター の 作品 を 順 を 追っ て 解説 し て いま す 。 そ れ ぞ れ イ ラス トレ ー タ ー の 制作 環 
境 も 手順 の 流れ も 異な り ま す 。 参 考 に し て 本 書 を お 読み くだ さい 。(50 SM) 


[Character 2 sth Character 382] 
DEAL TSUYOMARU PROFILER p172 3m 


制作 環境 基本 的 な 作業 パタ ー ン 


OS : Windows 

Soft : CLIP STUDIO PAINT PRO / a 
Photoshop CS6 

Tablet : Intuos Pro L 


[Characters $+ Characteré #4] 
七 原 し え SHIE NANAHARA PROFILE» parson 


制作 環境 基本 的 な 作業 パタ ー ン 

0S: Windows 

Soft : CLIP STUDIO PAINT EX a 
Tablet : Cintiq 27QHD touch 


[Character 1 #A Character3 魔法 使い ] 
も くり mokuri Prorer sis 


制作 環境 基本 的 な 作業 パターン 

OS : Windows: 

Soft : CLIP STUDIO PAINT EX a 
Tablet : Intuos Pro L 


[Character 7 A Characters ドラ ゴン ] 
山村 れ え LE YAMAMURA PROFLE p178 om 
制作 環境 基本 的 な 作業 バターン 


OS : Windows i | | | 


Soft : Photoshop CC 
Tablet : Cintig Companion 


本 書 の 内 容 

4 名 の イラ スト レー ター が 代表 的 な ファ ンタ ジー キャ ラ を テー マ に 、 そ れ ぞ れ の 描き 方 の 基本 、 デザ イン の 発想 法 、 
表現 の 技法 、 デ ジタル な ら で は の テク ニッ ク を お り ま ぜ て 解説 し ます 。 章 ご と に テク ニッ クベ ペー ジ を 設け 、 作 品 を 
描く うえ で ポイ ント と な る テク ニッ ク に フォ ー カ ス を 当て て 解説 し て いま す 。 

また 、 イ ラス トレ ー タ ー の デジ タル 制作 環境 に つい て は p.15 に まとめ て いま す 。 こ ちら も 参考 に し て くだ さい 。 
本 書 中 で 紹介 する ショ ー ト カッ ト は Windows の キー 表記 で す 。macOS を ご 利用 の 方 は [cm] SE, [ale] > 
に 読み 替え て くだ さい 。 


本 書 の ペー ジ 構 成 

イラ スト の 工程 ・ 概 要 ペ ー ジ 
イラ スト の 全体 像 や 、 メ イキ ン 
グ の お お ま か な 概 要 を まとめ て 
いま す 。 


IRRE 
メイ キン グ ペ ー ジ 
ラフ か ら 仕上 げ ま で 制作 過程 を 
手順 に 沿っ て 解説 し ます 。 


fo し ば ル アッ プ す る た め の ー 一 ーー 
D sisiran 


29. 待 に 役立つ 知識 や ーー 
OD 


テク ニッ クベ ペー ジ 
発想 法 や デザ イン の 考え 方 な 
ど 、 テ ー マ に まつ ね る 重要 テク 
ニッ ク を し っ か り と 解説 し ま 
+ 


特典 イラ スト デー タ の 
ダウ ン ロ ー ド 

本 書 で は 、 各 イラ スト レー ター 
が 描い た イラ スト デー タ を 、 サ 
ポー トペ ー ジ で 配布 し て いま 
す 。 ダ ウン ロー ド は サポー ト 
ジ の 【[ ダ ウン ロー ド ] の リ 
シク か ら た どれ ます 。 ご 利用 の 
際 は 必ず 「 は じ め に お 読み くだ 
さい tet) を ご 確認 くだ さい 。 
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Making) #537 Making?) me 


(Makings) エフ ェクト を か ける Makinge, @oMBe LTH ES 


>a 


Making 


メイ キン グ 


Ol キャ ラ の 下 描き を 描く 


動き を 成 じ きせ せ る キャ ラ の ポー ズ と 構図 を 
考え ながら 、 人 物 の アタ リ を ラフ レイ ヤー 
に 描き ます 語 。 さ ら に 新規 レイ ヤー を 作成 
L そこ に キャ ラ の 要素 を 描き 込み 下 描き 
に し ます 調 。 

BRCOROT-VCHSBACRAT 
る アイ テム と いえ る の で 、 弓 が 活き る ボー 
ズ を 考え まし た 。 ファンタジー の 狂人 らし 
さ を 強 調 す る た め に 、 飛 びな が ら 洋 弓 を 
MSR-ZACLTHATEL PPAR 
味 に 描く こと で 女の子 の か わい らし きも プ 
ラス しま ます. また 、 女 性 の 顔 や 衣装 が 見 
える よう に 弓 の 先 を 画面 の 右 下 に 向け た 


02 キャ ラ の 配色 を 決め る 


ある 程度 下 描き が まとまっ た ら 色 を 塗っ て 
イメ ー ジ を 固め ます 。 狩 人 の 服 の 色 は 緑 と 
茶色 の 配色 で ナチ ュ ラル な 印象 に デザ イン 
し まし た 調 。 デザ イン が 固まっ た ら レ イヤ ー 
は 結合 し て ひと つ に まとめ て いま す 。 


視線 は 的 を 見 る ょ うに ーー 


洋 弓 は 和紀 より 引き が 少な く 、- 
矢 を 引い た 手 は 症 の 付近 に な る 
(本 は 本 の 後ろ まで ひく )。 


03 背景 の 下 描 き を 描く 


RADIAJN 木 や 葉っぱ が 茂っ 
た 礎 を 背景 に し ます 詳 。 こ こ で は 、 背 景 
用 に 一 番 奥 、 中 距離 、 近 距離 と レイ ヤー 
を 分 け て いま す 。(p.31 の POINT 参照) 
飛ん で いる 人 物 に 合わ せ て 、 木 の 上 か ら 
飛び 降り な が ら 
た 。 葉 っ ぱ だ け で は 全体 的 に 緑 が 多 く メ 
YAU BKB I, TERR 


POINT 


Q> っ ば を 自然 に 見 せる コッ 
同じ 形 の 葉 が 並ぶ と コピ ベ 感 が 強く な り ま す 。 角 鹿 を a er 


ル エ ッ ト を 多様 に する と 自然 な 葉 っ | 


AL mo 

(0- バー ス を 合わ せ て 樹木 を 描く 

樹木 は 、 人 物 の 動き に 合わ せ て 設定 し た 価 潤 の パー 
ス 線 に 合わ せ て 描い て いま す 。 ま ず 、 図 の 赤 線 の よう 
に 木 の アタ リ と し て 円 柱 を 描き ます 。 次 に 枝分かれ を 
追加 し な が ら 下 描き を し ます 。 円柱 を 徐々 に 削る イメ ー 
ジ で いび つ な 形 に し て いく と 自然 な 木 の 輪 部 に で きま 
+ 


04 線画 を 描い て 、 
下塗り を する 

[NER] プラ シ で 線画 を 描き ます 回 。 紀 
部 分 は 、 ぶ れ が な いき れい な 線 に し た い 
oT, [BE] ツー ルー [曲線 ] を 使っ て 
描い て いま す 。 [曲線 ] ツー ル を 使っ で 線 
を 描く と き に 不透明 度 を 下げ て お く と 、[ 鉛 
ER) で 描い た 線 と の 違和感 が な く な り ま 
線画 は 各所 に 隙間 が で き て し まう の で 、 
wre [WR] YL CHCA [BE 
りつ ぶし ] ツー ル で 、 パ ー ツ を 色 ご と に 上 
YAUTLERTER 
背景 も 同様 に 線画 を 描き 、 下 塗り を し まし 
た 。 


(URD 4G FE R : https://assets.clip-studio.com/ja- 
Jp/detaiid=1702962 © [曲線 ] ツー ル で きれ いな 曲線 を 描く 
E FUN CER EEREM ONES, [HR] ツー 
ル が お すす めで す 。 揚 作 に 慣れ る と 効 放 が 上 が り ます 。 


05 瞳 を 描く 


黒目 に 色 だ け を 塗っ て ある 状態 周 に 、[G ペン ] プラ シ を 使っ て 薄い 青 で 鞍 を 当り ます 主 。 新規 レイ ヤー を 作成 し て [オー 
バー レイ ] モー ド に し ます 。[ 四 角 水 彩 ] プラ シ を 使っ て 、 薄 い 水色 で 黒目 の 部 分 に 虹彩 と ハイ ライ ト を 描き ます 両 。 
URL MAK i htps://assetscip-studlo.com/ja-jp/detal”id=1481¢78 


y_ PONT 
赤み の 入れ 方 で 印象 を 変え る 


ABER SER maong 
BORDILDRCRAEAN?, BIC EROS TERE LICRAEAR, O 
は 赤み を 入れ な いと ナチュ ラル な 大 人 の 印 FIL OOVLRALARSE, TPR. 
集 に な る MO LTHAMMOCRDEDRCTAS 
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06 白目 を 描き 込む 


白目 用 に 新規 レイ ヤー を 作り 、 [四角 水彩 ] 
プラ シ を 使っ て 、 白 色 で 白目 部 分 を 塗り 
つぶ し ます 画 。 白目 を 塗っ た レイ ヤー の [ 透 
明 ピ クセ ル を ロッ ク ] (p.46) に チェ ッ ク を 
入れ 、 影 を 塗り ます 。 影 の 色 に は 青み が 
か っ た グレ ー を 使用 し ます 画 。 


07 アイ ライ ン を 入れ る 
アイ ライ ン を 入れ る こと で 目力 が 出 て 、 遠 
目 か ら 見 て も ほっ きり し た 顔立ち に な り ま 
Sm. [四角 水彩 ] プラ シ と [マー カー 水 
彩 】 プ ブラ シ で 描い て いま す 皿 。 


(URL FH KR: https.//assets chp-studio.com 
la-jp/detaiid=1546177 


08 髪 の 色 を 調整 する 


髪 は [マー カー 水彩 ] プラ シ で 全体 を ざっ 
くり 塗り 、 次 に 影 の 落ち る 部 分 を [マー 
カー] プラ シ で 大 ま か に 塗り ます 。 毛 束 な 
どの 細か い 描 写 は [四角 水彩 ] プラ シ で 
Me, tt PTI eS 
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09 革 の 質感 を 描く 


影 と シワ と ハイ ライ ト の 表現 に 気 を 配る と 、 
革 の 質感 が 出せ ます 。 

まず 、 下 地図 の 色 より 濃い 色 で 影 を 挫 き ま 
す 。 革 素材 は 厚み が ある た め 、 あ まり 細 
か い シ ワ は で きま せん 。 ここ で は 大 き 目 の 
シワ が 入る よう に 影 を 塗り ます 較 。 

さら に 、 影 と 下地 の 境目 を 、 ペ ー ス の 茶 
色 を 明る くし た 色 で 塗り ます 圏 。 影 と 下地 
の 境目 に で きる ハイ ライ ト を 描く こと で 、 
光沢 の ある 革 を 表現 で きま す 。 


10 光 の 反射 を 描く 


キャ ラ の 服 や 弓 な ども 質感 を 意識 し て 塗っ 
て いま す 国 。 そ れ か ら 、 光 の 反射 を 描き 
込み ます 。 光 を 反射 する 部 分 の 名 は 周囲 


の 色 の 影響 を 受け や すい の で 、 下 塗り し 
た だ け の 背景 レイ ヤー も 表示 し て 色 を 考え 
や すく し て いま す 。 

服 に は シワ に 沿っ た 光 の 反射 、 矢 じ り に 
は 鉄 の 質感 を 感じ きせ る 強い ハイ ライ ト 、 
弓 の フチ に は 木 の 形 を 感じ させ る 光 の 反 


射 な ど 、 場 所 ご と に 素材 や 形状 を 意識 し 
た 光 の 反射 を 描き 込ん で いま す 圏 。 
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1 光 の 色 味 を 増やす 


森 の 中 で 緑色 と 茶色 の 服 を 着 た キャ ラ な 
の で 、 全 体 的 に 色 味 が 単調 に な り が ち で 
す 。 そ こ で 、 光 の 色 味 を 増やし て 魚や か 
に し ます 。 

レイ ヤー を 新規 作成 し 、 毅 の 季 や や 記 の 光 


12 葉っぱ の 影 を 描く 


葉っぱ の 影 を 描く 前 に 、 新規 レイ ヤー を 作 
成 し [ オ ー バ パー レイ] モー ド に 設定 し て 、 
歴 と パスト あたり を ほぼ 黒 に 近い グレ ー で 
BoThEMHTHELTD, 次 の 手順 
で 、 ク リッ ピン グ し 直接 虹 色 の グラ デー ショ 
ン を か ける の で 特に この 色 と いう 指定 は あ 
VERA, 

それ か ら 、 キ ャ ラ レ イ ヤー の 上 に 新規 で 叉 
レイ ヤー を 作成 し 、[ 下 の レイ ヤー で クリ ッ 
ピング] を オン に し ます 。[ 葉 っ ぱ 郡 隊 ] 
プラ シ と 、【[ 林 の 葉 束 景 用 ] プラ シ を 組み 
合わ せ て 影 を 描き ます 固 。 複 数 の ラジ 
を 混ぜ る こと で 、 影 に も 奥行 き を 出し て い 
ます 


URL a っ FNN + https://assets cclip-studio.com/ja-jp/detair?id =1890099 
URL の 東和 時 用 ブラシ : https//assets.ciip-studiocom/a-Jp/detail?id=1572902 


13 影 の 色 味 を 増やす 


STEP 12 で 挫 い た 影 に グラ デー ショ ン を 
か け て 鮮やか な 影 に し ます 。 多様 な 色 味 
が 感じ られ る 光 に し た いと き は 、 影 に も 色 
を 足す こと が ポイ ント で す 。 
葉っぱ ぽ の 影 レイ ヤー の [透明 ビク セル を 
ロッ ク ] を オン に し て か ら [グラ デー ショ 
ン ] ツー ルー [M] BEERLET. E 
の 矢印 の 方 向 に 線 を 引っ 張る と 影 の 部 分 
を 穫 色 の グラ デー ショ ン に で きま す 較 。 グ 
ョ ン を か けた 業 っ ぱ の 影 レ イヤ ー 
を [RR] E-KCLT, BRETT 
て 明度 を 上 げ 白 っ ぽく する な ど 色 調 補正 を 
し ます 。 色 相 で グラ デー ショ ン の 色 の 並び 
を 調整 し 、 ほ ど よ い 色 味 に 調整 し ます 。 さ 
ら に メニ ュー [フィ ルター] 一 [ぼかし] 
> [ガウ ス ぼ か し ] を か け て な じ ま せ て ま 
bkt 
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MEMO 


B 


[7 ay) ツー ル の コツ 

引い た 線 の 下 琴 が 燥 いと グラ デー ショ ン の サイ クル が 征 く な り 、 旭 
問 が 長い と グラ デー ショ ン の サイ クル が 長く な り ます 。 ま た ドラ ッ ク & 
ドロ ッ プ す る 角度 で グラ デー ショ ン の 角度 も 変わ り ます 。 


14 背景 を 描き 込む 


背景 も キャ ラ と 同様 の 手順 で 描き 込ん で い 
きま す 。「 下 塗り を する 一 影 を つけ る 上 
か ら 描き 込む 一 葉っぱ の 影 を 入れ る 」 と い 
う 流 れ で す 。 

葉っぱ の 種類 ど と に 色 を 少し ずつ 変え て 塗 
り 進 め ま す 。 園 は 調整 邊 階 な の で 暗い 色 
で す が 、 人物 の 服 の 色 味 に 合わ せ て 、 背 
景 の 葉 の 色 も 明る く < 調整 し な が ら 影 を 着 移 
し ます 。 手前 の 植物 は 描き 込み を 多く し 、 
丁寧 に 塗り ます 。 奥 に な る に つれ 、 描 き 
込み も 塗り も ざっ くり と 簡略 化し て いき ま 


す 。 徐 々 に 簡略 化し て 、 薬 関連 の プラ シ 
で 描い た 葉 の シル エッ ト と な じ ま せ る こと 
T BRERTERLTUETEN 

本 の 幹 は [ざく ぎり 描 ] プラ シ と [地面 


tex AB] プラ シ を 使っ て 描き 込ん で いま 
= 


URL ぎく きり 指 : httos://essets.clip-studio.com/ja-jp/detall?id=1620099 
URD 3600 tox AX: https://assets.clip-studio.com/ja-jp/detail7id=1696748, 


Sy. PONT 


距離 感 で レイ ヤー を 分 ける 

BROL4 VSS HA THMLTB KLE 
で 、 描 き 込 み が 考え や すく な り ま す 。 

一 番手 前 の 近 距 離 レイ ヤー は 、 細 か く 描き 込み 、 
人 物 と 同様 に 虹 の 光 も し っ か り と 描き 入れ て いま 
す 。 今回 の イラ スト は BS サイ ズ に 設定 し て いる 
た め 、 中 距離 の レイ ヤー は 原 す で 表示 し た 時 に 
目 で 見 える 大 き さ を 考慮 し て 、 手 前 に ある 葉 の 半 
数 程度 は 細か く 描き 、 奥 の 葉 を プラ シ で 描画 す 
る な ど 遠 近 を 意識 し て 描き ます 。 遠 距離 レイ ヤー 
の 葉 は プラ シ の み で 描画 し て いま す 。 

また 、[ ス クリ ー ン ] モード の レイ ヤー を 挟み 奥 に 
いく ほど か すま せる こと で 蝶 離 感 を 出し て いま す 。 


15 木漏れ日 を 描く 


本 る の 透 き 間 か ら 降 り 注ぐ 光 の 筋 を 、 一 
番 上 に 作っ た 新規 レイ ヤー に 描き ます 席 。 
さら に 遠近 感 を 出す た め に 中 算 離 レイ 
ヤー と スク リー ン レ イヤ ー の 間 に も 新規 レ 
イヤ ー を 作っ て 描画 し まし た 。 四 距離 の の 光 
の 筋 は 、 幅 を 細か くし て 描く と 、 光 に も 奥 
行き が で ます 還 。 


Ay PONT 

光 の 筋 の 描き 方 
1 
描画 名 は 何で も よい で す 。[ エ アブ 
ラ シ ] で 光 を 入れ た いと ころ に 措 
EANET. BRE (Fo POINT 
BR) ER [Ya 
THOMEARRT. 太 き を 変え 
て 、 ラ ンダ ム に 給 く と 自 状 な 印象 に 
PS 


2 
[BRE] ツー ルー [BR] を 使っ 
HOMERS EC ANET, 


ー ワ ィ ルター] EOL) 
ー [移動 ば か し ] を か け ます 埋 
め 橋 に ぶれ た よう に ば か し ます 。 


4 
(貴明 ビタ セル を ロッ ク ] を オン に し 、 
er: ay) ツー ルー (3) 
と き 、 店 と 平行 に 
ラ デ ー シ ョ ン を か ける 
と きれ い に な り ま す 。 これ を [ME 
GHD] LAR EL FE 
FERHREMELEN, 


を か け ます 


AY PONT 
透明 色 で 消す 
透明 色 は 3 つ あ る カラ ー 表 示 の うち 市 松 模様 に な っ て いる も の で 、 透 明 色 
を 選択 し て か ら プ ラ シ で 塗る と 、 色 が 塗っ て ある 箇所 が 透明 に な り ま す 。 こ 
の 透明 色 は エア プラ シ ・ 律 ・ ペ ン な ど さ ま ざま な ツー ル で 使用 で きま す 。 ツ ー 
ル の 設定 に よっ て 局 和 感 の な い 消し 方 が で きる た め 、 描 き 込ん だ あと の 修 
正 で 重宝 し ます 。 
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16 全体 を 調整 し て 
仕上 げ る 
2 種類 の テク スチ ャ を うっ すら と 載せ て 、 
イラ スト 全体 の 色 味 と 質感 を 増し ます (if 
し い 方 法 は 、Character 3 (p72) で 説 
MLET). EA, REMERA 
ヤー に ぼかし を か け て 、 全 体 の 束 近 感 も 
調整 し ます 国 。 さ ら に 新規 レイ ヤー を 作っ て 
[オー バー レイ ] モー ド に し て 矢尻 の 先 に 
も 色 を 足し まし た 。 最 後に 弦 を 描き 入れ て 
完成 で す 国 。 


>% 


魅力 的 な ポー ズ と 構図 の 考え 方 


キャ ラク ター デザ イン と 、 ポ ー ズ ・ 構 図 を 分 け て 考え る こと で 、 多 力 的 な ポー ズ ・ 構 図 に 決め や すく で きま す . 
ここ で は 作業 の 流れ と ボイン ト を 解説 し ます 。 


キャ ラク ター デザ イン と ポー ズ の 考え 方 

いき な り 複 維 な ポー ズ を し た キャ ラ を 摘 き 始め る と 、 キ ャ ラ の デザ イン に 気 を 
取ら れ す ぎ て ポー ズ が 決ま り に くく な り が ち で す 。 そ うい っ た と き は 、 キ ャ ラ 
の デザ イン を 先 に 考え て お き 、 そ れ か ら ポ ボー ズ を 考え る 方 法 が お すす めで す , 


5 BERTIZ 
て で 、 キャラ が 映え る ポー 
ズ を いく < っ か きえ て みる 


FA iJ 
N ド A 
N 
Iie 
4 Wercunsnren 
TASLEREL, #73 
\ oryvensa 


SSA 


ボー ズ を 決め た 5 ら 画面 に 配置 し て 人 物 の サイ ズ や 
WBERYS, ここ で 、 再度 キャ ラ の デザ イン を 
RET. DEPURMCShe HREM 
た り 変更 し た り し て プラ ッシュ アッ プ し つつ 吾 え る 。 


衣装 を その まま ポー ジン グ す る と 、 ポ リュ ー HVLLAOMHSEBLAUS LIUN 
LAO PARIS デザ イン に し 、 ヘア スタ イル も 変更 


選び の ポイ ント 
世界 観 を 伝え や すい 構図 

キャ ラ の 交 力 だ け で は な く イラ スト 全体 の 世界 観 を 伝え た い 場合 は 、 奥 行き の ある 背景 に 対し て キャ ラ を 消失 点 か 
ら 外 し た と ころ に レイ アウ ト し まし ょ う 。 視線 の 動き が キャ ラ だ け に 集中 せ ず 画 面 全 1 


いき わた り ま す 。 


キャ ラ の 魅力 を 伝え や すい 構図 
画面 いっ ぱい に 人 物 を 配置 し て レイ アウ ト す る と キャ ラ の 多 力 を 伝え や すく で きま す 。 特 に 条 力 的 に 見 せ た い 部 分 
だ け を 画面 内 に 配置 する と 、 情 報 量 が 小 り 自然 と 人 物 に 視線 が 流れ ます 。 背 景 も シン プル な も の が よい と 思い ます 。 


FEIERT 
Character 2 


Making 


メイ キン グ 


メモ を 作っ て 
Ol 要素 を 考え る 
この 章 で は 「 武 闘 家 」 と いう テー マ と と も 
に 「 格 闘 」「 中 華 フ ァ ン タ ジ ー」 と いう モ 
チー フ を 取り 上 げ 、 こ れ ら を も と に イメ ー 
ジ を 膨らませ ます 。「 格 闘 な ら 、 か っ こい 
い 筋 肉 を 描き た いな ぁ ]「 中 華 の イメ ー ジ 
は 赤色 や 音色 だ な 」「 チ ャ イナ ドレ ス の 女 
の 子 が いい な 」 な ど 、 パ ッ と 頭 に 浮か た 
だ 要素 を 「 総 に 詰め 込み た い リ スト 」 と し 
で で じじ ます ず 。 メモ が 溜まっ た ら 「 絵 
め 込 みた い リ スト 」 を も と に ラフ に 描い て 
み ま し ょ う 園 。 一度 リス ト を 作っ て か ら 描き 
始め る と 、 迷 っ て 手 が 止 まる と いっ た こと 
を 少な く で きま す 。 


02 ラフ を 描く 


男女 の キャ ラ が 共闘 し て いる シー ン に ま と 
め ま し た 。 最 初 語 の ラフ を 描き まし た が 、 
動き に 物足りな さ を 感じ た の で 調 の ラフ を 
描き 直し て いま す 。 回 で は 、 男 性 キャ ラ の 


アク ショ ン を 派手 に し つつ 、 背 景 に は 桜 を 
配置 し 花びら も 散ら し て 、 画 面 の 色 の 華 や 
か さと 動き を 増し まし た 。 こ こ で は 圏 の ラ 
フ に 決め まし た 。 


“Cy. ront 
Q ラフ の 段階 で 動き を 意識 する 
花びら 以外 に も 、 十 や 寄 、 火 花 や 飛 洲 な ど 、 


ラス ト を 華やか に する コツ の ひと つ で す 。 
こう し た あし らい は キャ ラ の 立つ 場所 に 匂い 
PRAM WTEESALT. D7 EMT 
少し 物足りな いと 感じ た と き や 、 動 き を 加え 
た いと き に 利用 し まし ょ う 。 
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ey. PONT 


構図 の 選び 方 


a 


き は 、 レ イヤ ー 全 体 の 透明 度 を 下げ て か ら 新規 
レイ ヤー を 作り 、 メ イン キャ ラ を 簡単 な 図形 に し て み ま し ょ う 。 シ ル エッ ト や 
ポーズ が つか みや すく な る の で 、 ど ちら が よい か 判断 し や すく な り ます 。 


03 キャ ラ に 明暗 を 
つけ る 

ラフ が まとまっ て きた ら 明 晴 を つけ ます 。 
まず 作業 し や すい よう に ラフ レイ ヤー を 複 
数 の レイ ヤー に 切り 分 け まし ょ う 。[ 投 げ な 
DER] ツー ル で 、 キ ャ ラ (B-t), BW 
モブ と 背景 (建物 ) を それ ぞ れ 囲ん で コ 
ピー し た あと 、 新 規 レイ ヤー に ペー スト し 
ET, 次 に キャ ラ レ イ ヤー の 上 に 新規 レイ 
ヤー を 作成 し 、[ 乗 算 ] モー ド に し て 明暗 
を つけ ます 。 ま た 、 明暗 を つけ る と き に は 、 
光源 を 設定 する こと が 基本 で す 詞 。 


agew 
V PHARE 

か な り 早 い 段階 で キャ ラ に 影 を つけ 始め て 
いる よう に 感じ る か も し れ ま せん 。 ラ ラフ の 彼 


04 背景 の 下地 を 描く 


背景 に 中 華 を 感じ る 建物 や 模様 を 追加 し 
ます 画 。 モ チー フ に 合わ せ た 色 で 下地 を 
描き 込ん で いま す 。 

中 華 フ ァ ン タ ジ ー の テイ スト を 出す た め 
に 、 中 同 の 建物 や 模様 を 資料 に し つつ ア 
レン ジ を 加え て いま す 。 ア レン ジ と いっ て 
も あま り 難 し く 考 えな く て も 大 丈夫 で す 。 
PIRE, RCRA ER ARR 


そう する こと で [PMBIN EERE 
を 感じ る 」 と いう 雰囲気 が 作れ ます 。 


Ree LCR 


POINT 


レイ ヤー を 分 ける 基準 
厚 塗 り の 場合 は レイ ヤー を 分 けず ! 


BORYFSESIAVEEA, 今回 の イラ スト で 


は や っ て いま せん が 、 キ ャ ラ の 装飾 品 や 横 様 も レ 
イヤ ー を 分 け て お く と 便利 で す 。 た だ し レイ ヤー 
を 増やし すぎ る と PC に よっ て は 処理 が 重く な る 
の で や りす ぎ に も 注意 が 必要 で す 。 


MMO 資料 を 観察 する 


EB 特に モチ ー フ が は っ きり し て いる と き は 、 ABEL GRIST EH 


KITH, 意外 と 思い 込み が ある も の で す 。 


し 、 許 諸 さ れ て な 


い イ ラス ト や 写真 を その まま トレ ー ス し た り テ クス チャ 素材 に 使う と 
者 人 析 害 に な り ま す 。 あく まで も 参考 に と ど め て くだ さい 。 


3 


05 キャ ラ の シル エッ ト 
を わか りや すく する 

キャ ラ の シル エッ ト を 見 や すく する た め 
に 、 最 初 に 塗っ て いた 赤色 を 色調 補正 を 
使っ て モノ ク X の ステ ッ プ で 


ク 日 に し で いま す 。 こ うし た 作業 が 面倒 な 
場合 ほ 最初 か ら モ ノ ク ロ で 描い て も いい で 
Leis 


Gan メイ ン キ ャ ラ の 

色 を 調整 する 
キャ ラ の レイ ヤー の 上 に 、 新 規 レイ ヤー を 作 
り 、[ オ ー バ パー レイ] モー ド に し で 色 を 加え て 
いき ます | 
背景 の 建物 が ホ で あっ た り 、 桜 が ビ ピンク で 
あっ た り と 赤 味 が 強い の で 、 守 ヤラ が 背 業 に 
MOAT, 同化 し な いよ うな 色 味 を 考え ます 。 
色 味 は 後々 調整 で きる の で 、 思 いき っ た 色 
を 置い て みて も よい で し ょ う 。 


ー レ イ ] & (RB) の 使い 方 
[オー バー レイ ] モー ド の レイ ヤー に 色 を つ 
ける と 、 下 の レイ ヤー の 色 味 を 活か し つつ 明 
る い 部 分 は より 明る く 、 暗 い 部 分 は より 暗く 、 
REVO DCRR CSET. 下地 に 
色 を 仮 置き する 使い や すい 手法 で す 。 


[乗算 ] モー ド の レイ ヤー も よく 使い ます 。 下 
の レイ ヤー の 色 味 を 活か し つつ 色 が 重なる 部 
分 を 暗く で きる の で 影 つ け に 重宝 し ます 。 


レイ ヤー の 合成 モー ド に は 様々 な 種類 が あり 
ます 。 実際 に 使っ て みて 効果 を 確認 し て み ま 
し ょ う 。 


[オー パー レイ (明るい 部 分 は より [RR] Orr 227903 
NEL, BOBALLI) 音 せ る イメ ー ジ 
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07 クリ ッ ピ ング マス ク を 

使っ て 色 味 を 調整 する 

色 味 が 少し 騒が し い の で 、 全 体 的 に 黄色 
味 を 温 ぜ て 統一 感 を 持た せま す 回 。 


ヤー を クリ ッ ピ ング し て も 捕 い ませ ん 。 こ こ 
で は クリ ッ ピ ング を 使用 し まし た 。 こ の 手 
法 は 、 こ の あと の 工程 で も 度々 出 て きま す 。 


Spy. Pont 
Q べた 塗り レイ ヤー で 色 味 を 調整 する 


1 3 


対象 の レイ ヤー (A) の 上 に 、 新規 レイ ヤー (B) 新規 レイ ヤー (B) 全体 を 塗る りつ っ ぷ し た レイ ヤー (B) の レイ ヤー バレ ッ 
を 作成 する ト の サム ネイ ル の 部 分 を 右 ク リッ クー [FO 


レイ ヤー で クリ ッ ピ ング ] BER 


RU @ 7 


ARLGSTOLAT- (A) の 形 に 合わ せ (B) の レイ ヤー の 合成 モ 最後 に ふた つの レイ ヤー を [ 下 の レ イヤ ー と 
て クリ ッ ピン グ が 行わ れる レイ ] EEE TAME OMI HA) で 結合 し 、 ひ と つの レイ ヤー に まとめ 
x る 


08 背景 を 少し 描き 込む 


全体 の イメ ー ジ を つか みや すく する た め 
に 、 背景 を も う 少 し 形 が わか る 程度 に 描き 
込み ます 男 。 背景 は 最後 に ぼかす の で 、 
細か な 描き 込み は 行い ませ ん 。 


IO 2 只 に ある 格子 や 1 Ow 
調 な ど に ディ テー ル を も た せる 邊 
に 摘ん で いる 


a 


キャ ラ の 
09 ラフ を 整え る 

キャ ラ の ラフ を 整え て いき ます 。 完成 まで 
の 塗り を 10 と する と 、 こ の 段階 は 4 ぐら い 
の 自 階 で す 。 こ こ で は 見 や すく する た め 、 
背景 を 非 表示 に し て いま す 。[ 水 形 ] ツー 
WO [BAKE] プラ シ を 使っ て 、 面 を 
塗り な が ら 不 要 な 線 を 塗り つぶ し て いく イ 
メー ジ で 形 を 勅 え て いま す 暫 。 き っ ちり と 
し た 線画 を 描か ず ラ フ の 線 を も と に 形 を 欠 
えて いく 厚 塗 り で は よく 使う 塗り 方 で す 。 


PONT 


V 塗り な が ら 不要 な 線 を 整理 する 


ボー ル の ラフ の 線 を 目安 に し て 塗る こと を 考え て み 
まし ょ う 。 まず ラフ の 線 の 中 か ら 円 を きれ い に 描け 
る 気持 ちの よい 部 分 を 探し 出し て 塗り つぶ し ます 。 


塗り つぶ ぷ し か ら は み 出 し て いる 部 分 を [消しゴム] 
ツー ル で 消し て 形 を 整え て た ら 完成 で す 。 厚 浅 り は 


若 土 の よう に 、 つ け 足 し た り 削 っ た り し て 描く と イメ ー 
ジ す る と よい で し ょ う 。 ま た 、 右 図 下 の よ うに LH 
WAR] プラ シ な ど を 使っ て 、 明 る い 色 を 少 じ ずっ 
載せ て いく こと で 立体 感 を 表現 する こと も 厚 塗り の 


明る い 名 を 少し ずつ 重ね て いく こと で 立体 馬 を 現す る 


ラフ で 失い た 線 か ら 、 一 番 よ いと 思う 内 だ け を 残し て 消す 


基本 で す 。 


10 構図 全体 と 、 体 の パー ツ を 調整 する 


Oso 
[消し ゴム ] ッ ー 


現在 の 構図 固 だ と 、 男 性 の 左 の 所 t り 拳 が 完全 に 隠れ て し まっ て いま す 。 も っ た いな い の で 挙 が 見 える よ 
老 の 位置 や 形 を 調整 し ます | 
ル や プラ シ で 部 分 的 に 描き 直し て 、 パ ラン ス を 整え て いま す 。 


1 男性 の 腕 に 少し だ け 髪 を 被せ る こと で 、 男 性 と 女性 2 女性 の 髪 の 動き も 、 ラ フ の 
の 位置 の 前 後 感 を 出す と きよ り も リズ ミカ ル に する 
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p 全体 を 塗り 進め な が 
ら 服 の シワ を 整え る 

下 導き の 線 が ほとん ど 消え る 程度 に 全体 
を 塗っ て いき ます 。 完成 まで の 全体 の 塗り 
を 10 と する と 、6 ぐら い の 段 階 で す 
身体 の 筋肉 の 膨らみ な ど を 意識 し な が ら 、 
服 の 布 の シワ も ある 程度 描き 込ん で いま 
す 。 布 が 身体 の 動き に よっ て 引っ 張ら れる 
MFERMTSCCEAITH, FS 
女性 の 頭 の 形 も 修正 し まし た 副 。 


また 装飾 品 や 模様 は 、 の ちほ ど STEP 16 
(p.46) で 別 レ イヤ ー で 描き 込む の で 、 
いっ た ん 塗り 演 し て いま す (EEE 
の レイ ヤー を 分 け て いた 場合 は その まま で 
構い ませ ん )。 


Sey. ront 

Q 身体 の ボリ ュー ム と 服 の シワ の 関係 
服 の シワ は 、 身 体 の 向き や ね じ れ 、 動 き に 沿っ て 
現れ ます 。 身 体 の ライ ン を 必ず 意識 し て 、 布 が ど 
の よう に 肌 や 物 に 接し て いる か 考え て み ま し ょ う 。 
例え ば 、 体 格 が よい 男性 が T シ ャ ツ を 着 て いた 場 
合 、 胸 元 は 肌 と 布 が し っ か り と 接し て いて 、 大 き 
な シワ は で き に くい で す が 、 腹 まわ り は へ こん で 
いる た め 、 布 は スト ン と 落ち 、 大 き な シ ワ が で き 
や すく な り ます 。 


た だ 漠然 と シワ の 線 を 描く の で は な く 布 の 下 に は 
どん な 形 の も の が ある か を 意識 する だ け で も 変わ 
り ま す 。 布 の 下 に 空間 が ある か な いか で も シワ に 
は 変化 が お きま すし 、 引 っ 張ら れる 部 分 が あれ ば 
そこ か ら 張 っ た 直線 の シワ が 出 た り も し ます 。 


シワ の 表現 の ボイン ト は 、 布 の 盛り 上 が りや く ぼ 
み を どう 描く か に な り ます 。 [KI OFPES TS 
ぼ み を 表現 する こと で リア ル な シワ を 描く こと が 
TEET, 基本 的 に 、 ど の よう な 表現 で も 「 シ ワ 」 
だ と 人 は 認識 し ます が 、 布 の 厚み や 種類 な ど に 
よっ て シワ の 出 方 は 変わ り ま す 。 シ ワ の 世界 は と 
て も 深く 面白 いで す 。 身 近 に ある 布 (M) を 日 々 
観 寮 する な ど し て 、 積 極 的 に 練習 を する こと で よ 
リリ アル な 表現 が で きる よう に な り ま す 。 


STE, -ELERIN 
DERLTNY 


KE a Mat T 


EORR Tov HED 
た ゆめ 、 シ ワ が で き に くい 


12 髪の毛 を 描き 込む 


藤 の 毛 は 一 番 晴 い 色 か ら 、 徐 々 に 明る い 
色 で 形 を 作っ て いき ます 周 。 今 回 は 、 ま 
ず 暗 い 色 、 次 は 各色 の 明度 を カラ ー ス ラ 
イダ ー で プラ ス 30 一 40、 さ ら に 明る い 名 
は プラ ス 30 一 40 と 上 げ て 役 階 的 に 塗っ て 
いき まし た (どのくらい 明 度 を 上 げ る か は 
絵 の シ チュ エー ショ ン や 好み な ど で 異 な り 
ます )。 


髪の毛 を 描く 際 に は 、 身 体 が 向かう 方 向 
と 、 髪の毛 が 流れ る 方 向 に 注意 し まし ょ 


今回 は 色 1(R25 G40 B30)—2 (R60 G90 G70) —3 (RIS G150 B110) の 順に 塗っ 
tee 東屋 を つけ て 、 素 の 色 を 浴 る と き に 素 ご と に 明暗 着 を つけ て 奥行 ま を つけ る 


+ POINT 急 に 立ち 止ま り 振り 
ゾ 右 で 体 の 動き を 表現 する 返っ た と き は 髪 が ひ 

る が える 
BORRE BRCUITAHVEHA. $ 
は 体 の 動き に 影響 され や すい パー ツ で す 。 
髪 に 動き を つけ る だ け で 、 休 全体 の 動き に un 
BAHRUET. NERWENDRE. B eg 
DEICHEMEDNESTERT, BI, aiias 
RECUPLSTETHAMUETHSL No 
ン の 表現 も 可能 で す 。 


29. em 
V BORO 
FOROR 492h00 
RE ます 自分 の 1 fo fe A 
FROR FRY — VSO z 
き 込 み も 意識 し て 、 好 み の 描き 
込み を 探し し みる と よい で し ょ う 。 
線 の 情報 を 少な くし 、 思 い ある 程度 の 東 の 線 が 整理 線 の 情報 が 多く 、 毛 の 一 本 
切り まとめ た も の 。 ボ ポッ プ な れ て 描か れ て お り ス ッ キ リ し 一 本 を 感じ させ る 表現 。 
イラ スト で よく 見 られ る た 印象 
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13 顔 を 描き 込む 


イラ スト を 見 る 人 の 視線 が も っ と も 集まる 
ORTH, MEVTOAOL (まぶた ) 
の 部 分 だ け で な く 、 HOF GRRE) 
の 部分 も うま く 使う と 表情 が 作り や すく な 
VET. EK, ADYAAPNAZL ED 
入れ 方 に よっ て も 、 表 情 を 大 きく 変え る こ 
と が で きま す 画 m 


目 の ま わり を 描き 込み 、 
at. KU 
的 な 表情 に な る 


MEMO 顔 の パー ツ は 表情 の 要 
特に 目 や 口元 は キャ ラ の 表情 が 鍵 革 に 出る 部 分 な の で し っ か り 描 い 
て いき まし ょ う 。 


14 各部 を 調整 する 


描き 進め る と 、 次 第 に また 気 に な る 部 分 
が 出 て きま す 。 あ る 程度 描き 込ん だ あと に 
大 きく 修正 する の は 大 変 な の で 、[ 投 げ な 
DER] ツー ル を 使っ て 修正 し た い パ ー 
VERABELLETE 

形 の 変形 、 角 度 を 修正 する と き は [投げ 
な わ 選 択 ] で 囲っ た あと G+ HED) 
を 押し て 変形 する こと で 調整 を 行っ て いま 


[投げ な わ 選 択 ] で スカ ー 
PERERRLT MI 
mm 
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15 服 の 色 を 変更 する 


キャ ラ の 服 の 塗り 込み を 行い ます 。 シ ワ の | 
拉 き 込み 国 と 、 服 の 色 を 変更 し ます 。 画 
面 が 暗い の で キャ ラ の 明度 を 上 げ まし た 。 
レイ ヤー を 複製 し て 合成 モー ド を [スク リー 
ン ]、 不 透明 度 を 35% に 変更 て 結合 し ま 
すそ の あと 、 全 体 の 色 味 を 調整 し つつ 、 
女性 の スカ ー ト を 青 に する こと で 画面 が 締 
EIE RS 


16 服 の 装飾 を 描く 


新規 レイ ヤー を 作り 、 服 や 鞭 の 装飾 を 描 
いて いき ます 圏 。 

金 の 模様 を 描く と き は レイ ヤー の GARE 
クセ ル を ロッ ク ] 機能 を 使う と 便利 で す 。 


PONT 
QD [洋明 ビク セル を ロッ ク ] 機能 の 使い 方 

レイ ヤー パレ ッ ト に ある 白色 の 鍵 マ ー ク 較 [透明 ビク セル を ロッ 
ク ] を オン に し た レイ ヤー は 、 透 明 部 分 に 色 を 塗る こと が で き 
ませ ん 。 透明 都 分 は 保護 され ます 。 す で に 描画 し た 部 分 に し か 
色 が 載ら ちな い の で 、 色 が は み 出 す 心配 も あり ませ ん 。 [透明 ビ 
クセ ル を ロッ ク ] は 非常 に 便利 な 機能 な の で 覚え て お いて 損 は 
あり ませ ん 。 

また 、[ 透 明 ビ ピク セル を ロッ ク ] は 、 準 られ た オプ ジェ クト だ け 


で は な く [図形 ] YI CARICA. Mit , : 
BEORREN ESETT BER AN RAS 
anno Ara 


は み 出 すこ と も な く 、 そ の 科 画 部 分 だ け 
を サ っ と 塗る こと が 可能 で す 。 


2 通明 ピク セル を ロッ ク し 、 色 を 載せ る 
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」7 チャ イナ ボタ ン を 
描く 
時 性 と 女性 の 上 着 に チャ イナ ポタ ン を 描き 
ます 。 現状 は 何 も つ いて いな い 状 態 で す 
E. 男性 に は シン プル な も の を 、 女 性 に 
は 少し 装飾 が 凝っ た も の を 取り 付け ます 。 


新規 レイ ヤー に チャ イナ ボタ ン を ひと つ 描 
きま す 園 。 こ れ を コピ ー& ペ ー ス ト し て 、 
終 に 等 間隔 で 配置 し まし た 。 こ の まま 
違和感 が 強い の で 、 メ ニュ ー の [ih 
R] 一 [変形 ] 一 [メッ シュ 変形 ] を 使 
い 身 体 の テラ イン に 沿っ て チャ イナ ポタ ン を 
変形 を せ て な じ ま せ まし ょ う 園 。 女 性 の チャ 
イナ ボタン も 同じ 要領 で 描き ます 賠 。 


18 花 柄 を 描く 


華やか さ を 増す た め に 、 女 性 の チャ イナ ド 
レス の 式 色 部 分 に 花 病 を 追加 し ます 圏 。 
まず 5 種類 程度 の 花 の まとまり を ひと つの 
新規 レイ ヤー に 描き 、 基 本 模様 と し ます 。 
それ の 複製 と 移動 ・ 変 形 を 繰り 返す こと 
で 服 の 花 柄 を 仕立 て ます 。STEP 17 と 同 
様 に 、 複 製 し た 花 病 は 身体 の ライ ン を 意 
識 し て 細か く 変形 する と 自然 に な り ま す 。 


ey Pont 1 
Q 花 の 模様 の 描き 方 

1 花 柄 の 基本 模様 と な る 花 の まとまり ひと つの 大 き さ を 
決め て アタ リ を 描き ます 。 

2 位置 に 偏り が な いよ うに 花 を いく つか 描き ます 。 

3 葉 の よう な 模様 を 追加 し ます 。 

4 さ | か い 描き 込み や 装飾 を 加え て 完成 で す 。 
※ こ こ で は 葉 の よう な 模様 で まとめ まし た が 、 
も っ と 単純 に 線 を ひと つ 加 える だ け で も 基本 模様 


形 を 加え た り 、 
きま す 。 2 
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Jọ Tete Lire 
布地 に 模様 を 描く 
花 柄 か ら は み 出 て いる 部 分 は [消しゴム] 
ツー ル で きれ い に 消し ます 。 こ の まま だ と 
花 柄 が 目立ち すぎ る た め 花 病 レ イヤ ー の 
不透明 度 を 50% に し ます 男 。 こ れ で 花 柄 
が 服 に な じみ ます 。 


次 に STEP 07 で も 使用 し た クリ ッ ピ ング 
の 方 法 で 新規 レイ ヤー を 作り [オー バー レ 
A] モー ド に し て 黄色 で ベタ 塗り し た レイ 
ヤー を 載せ て 、 体 の 色 味 を 少し な じ ま せま 
し た 園 。 同 じ 要領 で 赤い 布地 部 分 の 模様 
用 に も 新規 レイ ヤー を 作成 し ます 。 絢 画 を 
主体 と し た 花 と ツタ の 模様 を 描い て 、 そ れ 
を STEP 17 と 同様 に 複製 ・ 移 動 ・ 変 形 
を 繰り 返し ます 。 線 画 模様 が 完成 し た ら ひ 
と つの レイ ヤー に まとめ て か ら 【 オ ー パ バー 
LA] モー ド し ます 。 こ うす る こと で 、 生 
地 と 同色 に な じ ま せ て いま す 皿 。 


オー バー レイ ] モー ド に する こと で 、 も 
と も と の シワ も 残る 


20 全体 を 見 直し 、 
調整 を する 
イラ スト 全体 の 密度 が 上 が っ た ら 、 も う 一 
度 客 観 的 に 全体 の チェ ッ ク を し ます 。 こ こ 
CAA OF DRDO 
AMUTOELEME, Boch 
を すっ と 見 て る 表情 が いい と 思っ た の で 、 
思い 切っ て 描き 直し まし た 


描き 直す こと も 考え よう 
わか ら な く な っ て くる と 、 ど ん ど 


BRET LESLEY 
ます 。 そ ん な と き は 措 き 直す の 
が 一 番 で す 。 


PERL, 
アゴ の ライ ン が スッ キリ 見 える よう に 
BEDLRKLIE 
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2] キャ ラ の 立体 感 を 
整え る 
ラフ に 明暗 を つけ た STEP 03 と 同様 に 、 
キャ ラ の レイ ヤー の 上 に レイ ヤー を 新規 作 
RL, RR] モー ド に し て 、 キ ャ ラ の 肌 の 
影 を [ 筆 ] ツー ル で 塗り 重ね て より 強め る 
な ど 調 整 を し 、 レ イヤ ー を 結合 し ます 調 。 
その の ち る め の 色 で 肌 の 明る い 部 分 


を 塗り 、 立 体感 を 出し て いき ます 園 。 次 に 
長 の 獲 を も う 一 度 塗り こみ ます 。 先 ほど よ 
り 明度 を 高く し て 色 を 置き 、 画 面 の パラン 
ス を 整え て いき ます 調 。 

仕上 げに 髪 の 宅 の 色 味 を な じ ま せ る た め 、 
クリ ッ ピ ング マス ク で 水色 を 回 の 事 に か け 
27. 


う が 、 全 体 の 色 味 の 調整 が し 
、 こ こ で 、 キ ャ ラ に 関す る レイ 
ヤー は すべ て 結合 し ます 。 模 様 レイ ヤー 
つい て も 、 結 合 後に キャ ラ の 上 に 新規 レイ 
ヤー を [オー パー レイ ] モー ド に し て 、 肌 
じみ や すい 赤色 や 音色 な どの 色 味 で 
引き 締め ます 。 服 な ども 、 パ ラン ス を 取る 
た め に 同色 で 塗っ て 構い ませ ん 。 


こう や っ て 何 度 も 塗っ て は 調整 を 線 り 返し 、 
立体 感 を 強め て いき ます 。 こ れ で キャ ラ は 
ほぼ 完成 で す 。 
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22 背景 を 塗る 


ここ か ら は 背景 の 塗り 込み で す 。 キ ャ ラ に 
よっ て ほとん ど 隠 れ て し まい ます の で 、 カ 
を 抜き つつ も 、 建 物 の 存在 感 を 出す よう に 
し て いき まし ょ う 。 


現状 は ぎっ くり と 何 が ある か が わか る よう 
に 手 を 入れ て いま す が 、 こ こ か ら 二 階 の 
部 分 に 橋 を 描き ます 園 。 こ うい っ た 形 の 
梱 や 窓 は 中 華 系 の 建物 で よく 見 か け ま す 
ね 。 一 枠 分 描い て 、 コ ピー& ペ ー ス ト で 棚 
を 増やし て いま す 。 

扉 の 部 分 に も 装 節 を 施し ます 一男 園 。 恋 
SHERROD RTH SESE TO, 


MEMO 背景 で 注意 し た いこ と 
立体 を 感じ きせ る よう に 石段 の 
友 差 や 柱 に 陰影 を つけ ます 。 ま 


Bomimelcen ey 
ELT DSR ROR! 
1 せ で て 奥行 き を 表現 し た 
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23 桜 を 描く 


桜 は 一 番 暗い 色 で 塗り つぶ し て 、 桜 の シ 
ル エ ッ ト に し ます 圏 。 次 に 、 木 の 幹 と 枝 
zT. 少し 暗め の 中 サイ ズ の 筆 
で 、 桜 を トン トン トン と 増やし て いき ます 
EB. COLE, REECSORA HT 
いる イメ ー ジ を 忘れ ず に 描く と よい で す 。 
階 目 の 明 る さ で 、 桜 を 増やし 


最後 に 一 番 明 る い 色 で 桜 を 塗り 重ね ます 。 
も っ と も 光 が 当たる 部 分 の み で 笑い ませ ん 
の で 多く 塗る 必要 は あり ませ ん 同 。 


Pont 
Yo デッサン と 同じ 要領 で 描く 

億 い 部 分 か ら 次 に 明る い 部 分 、 一 番 明る 

い 部 分 と 少し ずっ 上 塗り し て いき ます 。 明 

る い 部 分 か ら 描く より 、 効 率 的 な 描き 方 で 

+ 


RABY CRIMEA. CHS URES 


ama ump Ea 
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24 モブ を 描く 


モブ キャ ラ も 背景 の 一 部 で す 。 顔 な ど ポ 
ヤ っ と し た 形 で 構い ませ ん 。 詩 役 ま り 目 立 
た な いよ うに 背景 と 同じ く 、 あ まり 描き 込 
まな ごと が 下 要 で す 。 ま すず 、 配 置 の 確 
認 と ポー ズ の 決定 を し ます 園 。 次 に や や 
トー ン は 落と し 、 全 体 的 に 灰色 が 混じっ た 
よう な 色合い で 塗り 進め ます 環 。 こ うす る 
こと で メイ ン の キャ ラ よ り 目 立つ と と は な く 
な り ま す 。 顔 は 影 な ど で 表現 
表情 を 感じ る くら い に と ど め ます 団 。 


25 背景 を ぼかす 


現状 は 背景 全体 に ビン ト が あっ て いる よう な 状態 園 な の 
これ を ぼかし ます 。 背景 を ば ぼかす と と で キャ ラ と の 


ー の [フィ ルター] 一 [ほか し ] 一 [ガウ ス ぼ ぽか 
し ] BAT, HRC 15%, REET 10% の 強 さ で 


(EPLEDVATEL PLEGE, —BFORR GF 
物 ) の み レ イヤ ー を 複製 し 、[ ス クリ ー ン ] モー ド に し て 
不作 明度 を 40% に し て 結合 し ます 。 さ ら に メニ ュー の [ 編 
集 ] > [ERME] か ら 、 和 彩 度 の 調整 で マイ ナス 20% 
に し て 背景 全体 の トー ン を 整え ます 。 


26 身体 を [投げ な わ 選 
択 ] で 修正 する 

再度 、 キ ャ ラ の 描き 込み を し ます 。 女 性 の 
胸 や 、 ス カー ト に 隠れ た 足 な ど に 、[ オ ー 
パー レイ ] モー ド に し た レイ ヤー で も う 一 
度 影 
か い 部 分 の 修正 を 行い は み 出 し の 調整 を 
し 、 全 体 を 何 度 も 縮小 し て 確認 を 行い ま 
す 。 ここ で 女性 の 足 の 位置 を 修正 する こと 
に し まし た 。 再 度 、 女 性 の 身体 の ライ ン を 
確認 する た め に 、 水 色 で 線 を 引き ます 国 。 
自分 で 引い た 水色 の 線 を 確認 し な が ら 、 
変形 し た い 部 分 を [投げ な わ 選 択 ] ツー 
ル で 選択 し て [tl+[shiR +1) で 、 変 形 
させ ます 。 こ こ で は 、 培 和 感 が あま り 出 な 
い 程 度 ず らし 、 納 得 い く 状態 に 変形 し まし 
た 。 


MMO レイ ヤー を 複製 し 修正 する 

B 失敗 し て も 元 の 状態 に 戻れ る よう 
KAT ERBLT, EIT 
作業 する と 安心 で 


27 花びら を 描く 


デフ ォ ル ト の (WR) プラ シ で 、 
ら が 大 小 ラン ダム に 舞う よう に 、 一 色 で 画 
面 に 散ら し ます 団 。 そ の あと 、[ 透 明 ピ ク 
セル を ロッ ク ] し 、 水 彩 プ テ 花びら 
の 明暗 を 描き 立体 的 に 仕上 げ ます 國 。 最 
後に 、 桜 に 動き を みせ る た め 、 メ ニュ ー の 
[フィ ルター] 一 [ぼかし ] 一 [移動 ぼかし] 
を 使い ます 園 。 


複製 し て 量産 する 

花びら は キャ ラ の 後ろ に も 必要 

な の で 、 手 前 に 描い た 花びら の 

レイ ヤー を 複製 し て 後ろ に も っ て 
短小 し て 再 利用 し ます 。 
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28 光 の 情報 を 追加 する 


背景 や キャ ラ に 光 を 描き 入れ て いき まし ょ 
う 。[ ス クタ クリーン ] モー ド の レイ ヤー を 新 
規 に 作成 し 、 そ こ に 描き 入れ ます 。 こ こ で 
重要 な の は 、 例 えば 地面 か ら の 反射 光 を 
意識 し て 、 キ ャ ラ が 引き 立つ よう に 明る く 
な る 部 分 を 探 出 地 こ ご と で す 。 ま た 桜の 森 
か ら 洩れ る 光 な ども 地面 に 描き ます 園 。 


ey. von 
スタ クリーン レイ ヤー の 落果 
[スク タク リーン] レイ ヤー は [RR] レイ ヤー の 
逆 で 、 そ の 下 に ある レイ ヤー に 対し て 、 塗 れ ば 
塗る ほど 塗っ た 簡 所 が 明る く な り ます 。 効果 の 
強 さ は 、 レ イヤ ー の 不透明 度 を 調整 すれ ば 変 
えら れ ま す 。 


29 ピン ト を キャ ラ に 
合わ せる 
ピン ト は キャ ラ の 顔 に 合わ せ た い の で 、 
手前 に 向かっ て き て いる 足 を ぼかし て 遠近 
感 を 出し ます 。[ 投 げ な わ 選択 ] ツー ル で 
REESTERLEN %=a- [フィ ルター] 
= [ぼかし ] で ぼかし ます 回 。 


oma tr ic 

fer. FOIE LDIRE 
同じ 名 で [スタ リー 
に 線 を 引い た も の 


30 色調 を 調整 し て 
完成 させ る 
ここ まで は CLIP STUDIO PAINT を 使っ 
て きま し た が 、 仕 上 げに は Photoshop を 
使い ます 。 ま ず は 、 す べ て を 統合 し た レ 


イヤ ー に 対し て グラ デー ショ ン を か け ま す 。 
メニ ュー [レイ ヤー] 一 [レイ ヤー スタ イ 
ル ] 一 [グラ ン オ ー バ パー レイ ] を 


使っ て 、 上 と 下 に や や 強め の 色 を か け 、 キ ャ 
ラ の いる 中 央 を 明る め の 色 に 設定 し まし た 
a. 


次 に 


ニュ ー [イメ ー ジ ] 一 [色調 補正 ] 

> [ADERI] SHAT, BEDE 
色 を 中 心 に 黒色 に や や 赤み を 入れ まし た 」 
この 機能 は 多用 する と せっ か く 塗 っ て き 
色 が 飛ん で し まう の で 使い すぎ な いよ うに 
注意 し て くだ さい | 
最後 に 画面 に ふわ っ と し た 光 の 印象 に す 
る 加工 を し ます 。 こ れ は 、 光 が 強い と ころ 
や 、 回 な ど が か か っ た と ころ で 応用 で きる 
方 法 で す 。 レ イヤ ー を 複製 し て 、[ ス クリ ー 
ン ] モー ド で 不透明 度 30%% に し ます 。 次 
ュー【[ フ ィ ル ター] 一 [ぼかし ] [E 
か し (ガウ ス )] で ぼかし を 強く か ける と 
完成 で す 園 。 


PONT 

BOSSA MME IS 
Photoshop D [Bom&ir] 機能 は 、[ ス 
ボ ポイ ト ] ツー ル で 選択 し た 色 を 別 の 色 に 変 
換 す る 機能 で す 。CLIP STUDIO PAINT は 、 
レイ ヤー を 結合 し た あと に この 処理 が で き 
な いた め 、Photoshop を 使い ます 。CLIP 
STUDIO PAINT で も 、 色 主 補 正 な ど は で き 
ます が 、 細 か な 補正 が 強み な Photoshop 
を 使っ て いま す 。 


SS 


Technique 


筋肉 の 描き 方 


筋肉 を し っ か り 描く と き に 意識 し て お きた い 基本 を 解説 し ます 。 人 体 の 構造 を 理解 する こと が 筋肉 を リア ル に 
描く 近道 で す 。 ま た 、 筋 肉 の 描写 は 、 光 の 当たる 方 向 と それ に よる 陰影 の つけ か た も 大 切 で す 。 


筋 内 の ボリ ュー ム を 意識 し て 描く 
筋肉 を 目立た せ た い 場合 と 、 そ う で 無い 場合 で は 描き 方 が 変わ り ま す 。 線 画 か ら 完 成 ま で 比較 し て み ま し ょ う 。 


筋肉 が 少な い 筋肉 が 多い 


1 線画 

筋肉 が 少な い 腕 は 筋 向 の 盛り 上 が り が 少な 
く 、 ど ちら か と いう と 筋肉 の 山 は 緩やか で 
す 。 一 方 、 筋肉 が 多い 腕 は 筋肉 の 山 が ハッ 
キリ と し て いて 全体 的 に 太く な り ま す 。 

た だ し 手首 は 、 ど ちら も そこ まで 太く は あ 
り ませ ん 。 


2. 描き 込み 少な め 

線画 に 沿っ て 色 を 塗り ます 。 筋 肉 が 多め の 
MOB, COTE LAME SE 
る よう に 線画 が な い 部 分 に も 影 な ど で 色 を 
塗っ て いき ます 。 


3. 描 き 込 み 6 割 程度 

今度 は 線画 の 線 を 塗り な じ ま せ 、 色 を 置い 
て いき ます 。 こ の 時 点 で 、 筋 肉 の 形 を し っ 
か り と 作っ て お きま す 。 そ れ ぞ れ の 胸板 の 


4. 描 き 込み 10 割 


すす 。 腕 に 血管 や 筋 を 浮き 上 が ら せ る と 、 た 
くま し さ を よ り 感 じ さ せる 表現 に な り ま す 。 


SA 


マッ チョ に 描く と き の ポ イン ト 
より マッ チョ な 体型 を 描く な ら ば 、 大 きく 膨らむ 筋肉 と 、 筋 肉 が 引き 締まる 箇所 を 誇張 し て 


いく と よい で し ょ う 。 例 え | 
と いっ た 表現 で す 。 


Ex 14 


影 で 肉 厚 に 表現 する 
果 の 表現 に よっ て も 筋肉 の ボリ ュー ム 感 が 変わ り ま す 。 じ つか と 際 影 を 
影 を 塗る と き は 、 光 の 向き と 筋肉 の 


形 を 意識 し まし ょ う 。 


六 の 向き を 設定 する | 
enwensrru 


| AM U 22 To 
Memes DCE TRE RAKE RBLTRE SI OT 
ai, MRERNTE 


Leen 


| FP Reiter 
W Character 3 


アイ デア を 広げ て いせ か 


フェ クト の 描 


Making Overview 


Makings キャ ラ の 下 季 の 完成 Making6 ttti 


Making 


メイ キン グ 


01 設定 を 考え る M as, rorevomummetacus 


魔法 使い の 設定 を 考え ます 記 。 描 きた い 
も の を 先 に まとめ て お く と 、1 枚 の キャ ン 
パス に どの くら い の 要 素 を 詰め 込む か イ 
メー ジ が し や すく な る の で 、 構 図 や ボー ズ 
が 決め や すく な り ま す 。 今 回 は ば っ と 見 で 
魔法 使い だ と 認識 し て も ら え る よう に 、 一 
般 的 な 魔女 の 色 で ある 黒 を ペー ス に し つ 
つ 色 数 の 少な い 服装 に し ます 。 定番 の つ 
ば の 広い と ん が り 帽 子 も か ぶら せま し た 。 
一 般 的 な 魔女 の 服 と いう と 大 きめ の ロー 
プ が 思い 浮か び ま す が 、 か わい らし い 印 
象 を 強調 する た め に 丈 が 短め で フリ ル 付 
き の ド レス に し て いま す 。 


wee RTS 
sonim 


WIECEoTBeME 


Spy. von 
Q 衣装 デザ イン は 基本 か ら ア レン ジ す る 


まず は 、 基本 スタ イル を イメ peramorinre 
の 衣装 に 見 える よう どこ を が ム を 着せ で あげ ます 。 ロ ー ブ で は 野間 っ た く メ プラス し ます 。 今回 は あく まで 「 シ ンプ ル 」 に 
か 、 決め て お きま す リハ リ が な い の で ビス チェ に 。 ポ リュ ー ム の あ 。 し た い の で 控え ド タ ン や アク セ サ 
SOAR A KET REM Se る スカ ー ト は ひざ ぎ 丈 に する こと で 落ち 着き の あ 
EASUME, TYH EBT る フェ ミニ ン な 印 名 に まとめ ます 。 いて まり フェ 


自分 の イメ ー ジ する キャ ラ の タイ プ に 合う アイ テ デザ イン の 仕上 げに 


な 印象 に 仕上 げ まし た 。 


60 


構図 を 決め て 

02 ラフ を 描く 

設定 が まとまっ た と ころ で 整理 し な が ら 
キャ ラ の ラフ を 描き ます 。 魔 法 使 い が ほ う 
SR OTLICFPA TUS MRIS TET 
ぬ め に 、3 点 送 視 図法 の パー ス を 使っ た ア 
オリ の 構図 に し まし た 。 こ こ で は パー スグ 
リッ ド を 表示 し て か ら キ ャ ラ の ラフ を 描い 
Ust, 


パー ス に 正確 に 描き ます ぎ な い | 

バー スグ リッ ド は あく まで も ラフ を 
CLADE HUTT, TITR 
ALTUZARRA TIER 


CLO RM RICK Ko TLE 
いま す 。 そこ で や や アオ リ 気 味 に 
WUT, PLOBMBEIERR 
RRERLTOAT. 


03 キャ ラ の 配色 を 
決め る 

ラフ を 描き 進め た ら 、 何 と な く 形 が 見 えて 
きた と ころ で 色 を 塗り ます 了 園 。 青 景 が 服 と 
似 た 配色 に な ら ない よう に 、 こ こ で し っ か 
り と キャ ラ の 配色 を 設計 し て お きま す 。 キ ャ | 
ラ を 目立た せる た め に 重要 な 作業 で す 。 
色 が 決ま っ た ら 、 線 を 細か く 搭 き 込み な が 
ら 色 を 塗り 重ね て 余分 な 線 は 整理 し ます 
B, 少々 手間 で す が 、 こ の 段階 で きれ い 
に 整理 し て お け ば 線画 を 描く と き に 楽 が で 
きま す 。 


6 


04 背景 の ラフ を 描く 


設定 画 に 描い て いた 魔 導 書 か ら 図書 館 が 
思い 浮か びました 。 青 景 は ドー ム 型 の 図 
書館 に し ます 。 建物 の 壁 を 曲線 に する こと 
で 、 直 線 の と きよ り も 奥行 き が 表現 で きま 
TE, 広い 空間 を 表現 し た いと き に 便利 
で す 。 こ こ で は パー スグ リッ ド を 利用 し て 、 
壁 を 曲線 に し 、 天 井 を ドー ム 型 に し まし た 
固 。 


05 SROBRE 
ラフ に 追加 する 

大 ま か な 背 景 も 決ま っ た と ころ で 、 残 っ た 
スペ ー ス に 猫 や 鳥 、 本 な どの 小物 を 配置 
Läti, この と き 、 つ いや り が ち に な る 
の が 、 小 物 が それ ぞ れ 重 な ら な いよ うに 
と 意図 せ ず 規則 的 に 配置 し て し まう こと と 、 
サイ ズ を 規則 的 に 揃え て し まう こと の 2 A 
で す 。 規則 的 に 配置 され て いる と 不 自然 


また 、 物 体 の 重なる と ころ に 影 を 落と すこ 
と で 、 空 間 の 立体 感 も プラ ス す る こと が で 
きま す 。 


“Cy. ront 
1?) 遠近 を 意識 する 通い = 小さ い 
図 は 、 画 面 の 手前 か ら 奥 に 向かっ て 鳥 が 飛ん で いる イラ スト 

で す 。 物体 は 、 画 面 の 手前 側 に 近づく ほど 大 きく な り 、 適 く 
な る ほど 小 き さく な り ま ず 。 手前 の 鳥 は 大 きく 、 奥 の 鳥 は 小さ く 
描い て いま す 。 

さら に 物体 同士 の 間隔 は 画面 の 手前 側 に 近づく ほど 広く な 
UGB EER VET FOR RCL PC 
WASTER THETA, BUC CELI ete 
る の で 間隔 を 狭く し て 密集 させ て いま す 。 


近い = 大 きい 


06 ラフ を 調整 する 


配色 を 調整 し な が ら 育 景 に 装飾 を 描き 込 
み 、 画 面 を 華やか に し ます 。 背景 の 上 半 
分 の 青色 が 強 す ぎ て メイ ン の キャ ラ と か 
ぷっ て いた の で 薄め の 青 に 変更 し まし た 
回 、 これ で ラフ は 終わ り で す 


UES. F7 OBR CHAE TH 
メー ジ を 周 め て お く と 、 あ と の 作業 
で チ が 止ま る こと な く 、 Wacht 
り 、 自 分 が イメ ー ジ し て いた テー マ 
か ら . ぷ れる こと な く イラ スト を 完成 
に 持っ て いく と と が で きま 


07 線画 を 描く 


新規 レイ ヤー を 作成 し RR] モー ド 
に し 「 鉛 筆 R」 を 使っ て 線画 を 描き ます 。 
目元 な どの 顔 ま わり や 手足 の ライ ン は その 
まま 使う の で 、 ほ か の 部 分 より な る べく き 
れい に 線 を 取り ます 調 。 


URL 9898.8: htins://assets clip-studio.comv/ia-io/ 
detail?id=1702962 


xy. Pont 
ELET Ai iS CITE 

BHT, BOSOLRAVEU THETA, AR 
の よう に 色 が 薄い 髪 の と き に 毛 先 ま で し っ か り と 款 を 
WSL, EAHALbFETLENET, SHORE 
DEHBWEREF SLE THER ORR ERIE 
UC, PARMA ESL IILTOES, 

ちな み に 塗 り の と き に は 、 陰 影 を イメ ー ジ し た 暗い 色 
で 拉 先 の 流れ を 意識 し て 下地 を 潜り ます 。 そ の あと 、 
明る い 色 (TITRA) で 毛 先 の 流れ を 意識 し て ハイ 
ライ ト を 描く と 宮 明 感 の ある 髪 に 仕上 が り ま す 。 


08 影 の タッ チ を 描く 


線画 で アナ ログ 感 を 表現 し た い の で 、 影 
が 強く 落ち る と ころ に は 軽く タッ チ (HD 
を 入れ て お きま す 本 。 こ こ で 注意 し た いこ 
と は 、 ア ナ ロ グ 感 を 表現 する つも り で 、 交 
が 当たる 箇所 に タッ チ を 描く と 影 の よう 
見 えて し まい 、 光 の 方 向 の つじ つま が 合わ 
な く な る 点 で す 。 

キャ ラ の 線画 が 描け た ら 背景 の 線画 を 描 
きま す 遼 。 こ れ で 線画 は 完成 で す 。 


fi it | 背景 の 線画 


09 キャ ラ の 下地 を 塗る 


線画 を 描き 終え た ら 、 キ ャ ラ の 下地 を 塗 
り ま す 。 ラ フ の レイ ヤー を 表示 し て 、 ス ポ 
イト を 使っ て ラフ と 同じ 色 を 拾っ て 下地 を 
塗っ て いき まし ょ う 正 。 

ラフ で は 淡く 塗っ て いま し た が 、 い ざ ペ タ 
塗り を し て みる と 、 イ メー ジ し て いた 印象 と 
異な る こと も あり ます 。 こ の ステ ッ プ で 色 
味 や 配色 を 調整 し まし ょ う 。 

影 は 、 本 来 の 色 よ り も 暗く 表現 する た め 、 
影 を 念頭 に 置い た 配色 に し な いと 仕上 が 
り が 暗め に な り ま す 。 

Zorn. MIP OBB MRBEE 
の 色 を 含め て 考え 、 大体 の 色 を スポ イト 
で 理 べ 少し 導 め に 滑 可 し で いま す 。 


10 背景 を 塗る 


キャ ラ の 下塗り が 完成 し た あと は 先 に 背 
ROBLELET. BHTBN—YOL 
イヤ ー の 上 に [新規 レイ ヤー] を 作成 し 
ます 。[ 下 の レイ ヤー ビング] 
チェ ッ ク を 入れ 、「 マ ー カ ー 水 彩 ]「 四 
AKEJ を 使用 し 色 を 塗り ます 。 と ここ 
で の 下地 は 明る い 部 分 か ら 摘 き 主 ( 基 
本 的 な 塗り 方 は 下記 POINT 参照 ) FE 
いて 影 を 塗り 、 奥 行き を 表現 し ます 賠 。 
ハイ ライ ト を 入れ て 、 光 が 当たる 方 向 を は っ 
きり させ つつ ツヤ 感 を 表現 し ます 語 。 細か 
い 装 飾 を 描い て 完成 で す 調 。 


下 の レ イヤ ー で の. ゅ ピッ グ 


URL マー カー ポ 彩 htps:77assets prstudio om 
jarip/detail?id=1546177 


URL AKF + https://assets.clip-studio.com/]a- 
Jo/detalitid=1481478 


Spy. PONT 
Q クリ ッ ピ ング を 使っ て 着色 する 
1 レイ ヤー を [乗算] モー ド に し 、 プ ブラ シ サ イズ を 細 
め に し た [ME] ツー ル で 線画 を 描き ます 。 あ と の 手 
順 で 鈴 筆 の 線 は 消え る の で 、 外 部 さえ 共 族 に 取れ て 
いれ ば 他 の 線 は 大 ま か で 構い ませ ん 。 
線画 を 描い た ら 、 線 画 の レイ ヤー の 下 に レイ ヤー を 
新規 作成 し 、[ 当 りつ ぶし ] ツー ル で 下塗り を し ます 。 
3 下塗り し た レイ ヤー の 上 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、[ ク 
リッ ピン グ ] し ます 。 光源 は 左 斜め 上 に 設定 し 、 影 を ざっ 
YERYET, TOLE, WE CHUARBORE 
下地 の 色 に 近い プルー 系 の 色 に 変更 し て お きま す 。 こ 
うす る こと で 塗り つぶ し 回 数 を 少な くす る こと が で き 、 
線 が イラ スト に な じみ ます 。 
1 線画 の レイ ヤー の 上 に レイ ヤー を 作成 し 、 さ ら に 塗 
り 込 み ま す 。 こ こ で は 物体 の 質感 や 影 を 細か く 描き ま 
す 。 角 部 分 に 白 な ど で ハ イラ イト を 入れ て お く と メリ ハ 
リ が つま 、 凹 凸 の 立体 感 が 出 ます 。 あま り 入 
れ す ぎ る と 真っ 白 に な っ て し まう の で 、 ど こ が 一 番 光 
が 当たる か 光源 を 意識 し な が ら 描 きま す 。 


11 背景 の パー ツ を 作る 


背景 に ある ドー ム の 花 柄 を 描き ます 。 細 か 
VE ET RUKE 
M GRY Eo TRY OBR CEOS 
smesti 

今回 は 、 ド ー ム の 形 に し た と き を 想定 し 、 
中 央 を 暗め に 塗り ます 。 ま た 、 要 と 花 柄 を 
合体 させ た あと に あま り 加 筆 を し な いで 済 
む よ う 、 金 束 に し っ か り 陰 影 を 描い て お き 
ます 。 陰影 を 描く と き に レイ ヤー が 分 か れ Oo 自作 の 素材 を 作っ て お こう 


物 の 模様 な ど 繰り 返さ れる 装飾 は 、 
で いる ほう が 壮 き や まい の で 、 レ イヤ ー Im 

PICS a 先 に バーツ を 作っ て お いて 流用 する 
結合 せ ず に 分 けた まま に し ます 。 ほう が 効率 的 で す 。 時 間 の ある と き 


に 摘 兵 を 描い て スト ッ ク し て お きま す 。 
な か で も 花 柄 は 使い 勝手 が よい の で 
特に お すす めで す 。 


ey カー プ が ある 人 の 人 
12 2 y ツ を 変形 し て 代 し た い エリ ア の 中 心 に アタ リ 
貼り 付け る と し て 曲線 を 一 本 引く 。 RE 

する イラ メト の i を 

Rev, LAT Le ee 


か ら 、 メ ニュ ー [編集 ] 一 [変形 ] 一 [メッ や すい 
シュ 変形 ] で 形 を 合わ せ て 貼り 付け て い 
sti. 


Yontansır, BE 
する た め の 格子 の 数 を と 
頃 と も に 設定 する 


格子 点 を 多く する こと で 、 カ ー ブ や 角 打 つ ラ イン な ど 、 WMS ER 
ERBLOTSTRE 


格子 吉 を アタ リ 衝 に 沿っ て 実務 きせ る 
66 


13 貼っ た パー ツ を 整え る 


変形 し て パー ツ を 貼り 付け た あと に ひと 手 
間 加 える と 、 背 景 と の 一 体感 が 増し し コピ 
べ 感 が 減り ます 。 こ こ で は 、 金 緑 に 立体 
感 を 出す た め に 、 フ チ に 厚み を 描き 入れ 
thet, 


表現 の 幅 を 広げ よう 
SEEM Reo. E 
Bottelier te 
ど 、 小 きい バーツ で も 描き 分 けが 
で き て 表現 の 幅 が 増え る と 、 HCO 
も 楽し く な り ます 。 


Spy. Pom 
Q 奥行 き の 描 き 足 し 方 
素材 を メッ シュ 変形 し た あと に 、 
奥行 き を 出す た め に フチ の 厚み 
を 描き ます 。 ほ ん の わずか で す 
が 赤く し た 部 分 が 追加 し た 奥行 
き で す 。 フ チ の 厚み の 色 は 背景 
の 色 や 影 の 映り 込み も 踏ま えて 
決め る と よい で し ょ う 。 


]4 本 棚 を 描く 


背景 の 本 疾 に も ぎっ し り と 本 を 詰め 込み ま 
ELLS 

1 ある 程度 色 の パパ ター ン を 決め て 、 本 の 
下地 を 描き ます 。 ジ リー ズ 物 は 揃え だ り 。 
一 肛 だ け 色 を 変え た り と 単調 に な ら な いよ 
うに リズ ム を 作っ で 並べ る と 本 棚 ら し く な り 
ます 。 

より 明る め の 色 で 背 表紙 を 描き ます 。 

: 上 か ら 見 える 本 文 用 紙 を 描き 込み ます 。 
背 を 少し 丸み の ある ライ ン に する と 洋書 ら 
し さ が 出 ます 。 
4 金 の 装飾 を 描き 込ん で 高級 感 を 出し た 
ら 完成 で す 。 


SY SEECHERAS 2 奥行 き を 出す た め の 厚 み を 結 く 3 背景 の 色 叶 に 合わ せる 


~ELOMCMAR ODT EEIS 


mw m ü u 
の 


Fr OBIE TARE Lot EBS, 


15 キャ ラ を 描き 込む 


Fe FOFHBEMEAATUSES, 3 
や ハイ ライ ト を 意識 し て 少し ずっ ディテール 
を 上 げ て いき な が ら 塗 り を まとめ て いま す 
BS, Ato BY Hid Character 1 MAL 
同様 で す 。 影 は [RE] モー ド の レイ ヤー 
で 、 ハ イラ イト は [オー バー レイ ] の レイ ヤー 
THEA COSTE, EL, RAIN 
イラ イト を 入れ すぎ る と 視線 が 散る の で や 
りす ぎ に は 注意 で す 。 


下地 か ら 少 し ずつ 名 を 沙 っ た も の 。 座り の 仕上 げ と し て 、 よ り 温 く 色 を 
METER SEHEN 


ey. vom 

9 フリ ル の 基本 パタ ー ン 

女性 の 衣装 に デザ イン され る フリ ル は さま ざま な あし らい が あり 、 角 度 に よっ て 見 え 方 が 異な り ま す 。 基 本 の 表現 は 以下 の 4 点 。 
今回 の イラ スト で は 、 ス カー ト の 部 分 は 斜め 下 フ リル と 真横 フリ ル を 組み 合わ せ て デザ イン し て いま す 。 


者 め よ リル 
UBERAHTSTUSH, raue 
MORE RES Rae WRI FRO 
ad 的 な 三角 形 に 見 える 
Emun A 


2 DEI UERR 
ROGURACLO CUMS 
BBE YFG 


mazon 
EOHORASERNMA, IHE 
ROBES 


魔法 陣 の 

10 バー ツ を 作る 
鹿 法 陣 の パー ツ を 作成 し ます 。 ラ フ に は 正 
円 の 魔法 陣 を 描い て いま し た が 、 も う 少 し 
イン パク ト が ほし く な っ た の で 、 複 維 な デ 
=“ ERLELK. 魔法 陣 で も 奥行 き 
を 表現 する た め に 、3 つの 魔法 陣 を 別 レ 
APH THE TE BB 


Ess, RVMCTHEROME 
陣 に 中 心 点 を っ つけ て お く と わか りや ø 
すく な る 法 


魔法 陣 に 
17 エフ ェクト を か ける 

魔法 陣 は 発光 する 表現 に し ます 。 ま ず 魔 
法 陣 の 各 レ イヤ ー を 複製 し 、2 枚 に し ます 。 
1 枚 は 色 を 白 に 変更 し て [スク リー ン ] モー 
ド に し ます 。 も う 1 枚 は 発光 させ た い 色 に 
変更 し て [オー バー レイ ] モー ド に し て か ら 、 
メニ ュー [フィ ルター] > [ぼかし ] > [ ガ 
ウス ぼかし ] で [ぼかす 範囲 ] を 「30」 
~ (40) に し ます 。 こ れ で 光り 揮 く 描写 が 
で きま す 。 
魔法 陣 で 顔 や 衣装 が 隠れ て し まわ な いよ 
うに 、 画 面 や や 下 に 配置 し まし た | 


432 PERRE SOMAD 
RA OMMLTRELES 


レイ ヤー の 順番 。 [オー バレ 
イレ イヤ ー の 上 に [スク リー 
ン ] レイ ヤー を 重ね る 


18 キャ ラ を 目立た せる 


キャ ラ と 背景 が まとまっ た と ころ で 仕上 げ 
を 始め ます 。 キ ャ ラ と 背景 の トー ン が 近 す 
SUB, Hr IHAUKELOTHRO 
SER LET, 


‘Cy. PONT 


Wo グラデ ーション で 光 を 表現 する 
ショ ン を 使っ て 、 背 景 を 明る くし ま 
す 。 背景 の レイ ヤー の 前 に 新規 レイ ヤー を 作 
ます 。 TARE 
を 「30」 まで 下げ て か ら . で ある 左上 
側 を 白 、 右 下 側 を 通明 に し た グラ デー ショ ン 
を 描き ます 。 こ れ で 光源 か ら の 明る さ で 白く 
な っ た 背景 を 表現 し て いま す 。 


a 


19 魔法 の 杖 に 
効果 を つけ る 


新規 レイ ヤー を [加算 (発光 )] モー ド に 
し て 、 エ アプ ラ シ の [に じみ スプ レー] を 
使っ て 、 廃 法 の 杖 の 先 に 光 の 粒 を 散ら し ま 
し た 事 。[ 加 算 (発光 )] モ ー 
た 色 が 明る く な る の で 、 簡 単に 発光 表現 
が で きま す 。 
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太陽 の 光 の 粒 を 
20 Byb 
イラ スト 全体 に エフ ェクト を か け て 、 光 の 
粒 を 散り ば め ま す 。 新 規 レイ ヤー を 作成 、 
[加算 (発光 )] モー ド に し て [エア プラ シ ] 
の [Roh] や [に じみ スプ レー] を 使っ 
て 、 光 の 粒 を 描き ます 較 。 


2] 明る さ を 調整 する 


きら に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、[ オ ー バ ー 
レイ ] に 設定 し て ハイ ライ ト 部 分 に [エア 
ブラシ] Eo, WSSeMBLETM, 


エア プラ シ の レイ ヤー 


22 テク スチ ャ で 
色 味 と 質感 を 増す 


イラ スト の 風合い に 少し 物足りな さ を 感 じ 
た の で 、 テ クス チャ を 貼り 付け て イラ スト 
全体 の 色 味 と 質感 を 増し ます 。 

テク スチ ャ は 2 枚 準備 し まし た 。 カ ケ - 
が 括 け る ブラ シ を 使っ て 梁 り 重ね た も の 本 
と 、 植物 の 写真 を 合成 し て 作っ た も の 届 で 
to この 2 枚 を それ ぞ れ 新規 レイ ヤー に 
貼り 付け て 、[ オ ー バ パー レイ] モー ド に し て 
不透明 度 を 10 15 程度 に し て 重ね ます 。 
作っ た レイ ヤー は 一 番 上 に 配置 し ます 。 


テク スチ ャ を 載せ た 状態 で す 還 。 色 味 と 
質感 を 増す こと が で きま し た が 、 テ クス チャ 
を 載せ る と 画面 全体 の 色 が 薄く な り ま す 。 
今回 の イラ スト で は 、 あ まり 彩 度 の 高い 色 
を 使っ て いな いた め 頭 著 で す 。 こ こ を 次 の 
ステ ッ プ で 解決 し ます 。 
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23 コン トラ スト と 明る さ を 調整 す る 
コン トラ スト を 上 げ て 明る さ を 少 し 下げ る こと で 、 全 体 に メリ ハリ を つけ て 加 え ます 。 メニュー 


[レイ ヤー] 一 [新規 色調 補正 レイ ヤー] 一 [明る さ ・ コ ント ラス ト ] を 選択 し ます 。 明 
る き は 「- 10) ~ T- 20」 に 。 コ ント ラス ト を 「10」 一 「20」 の 問 に 設定 し ます 想 。 明 
る さ を - 10 に し た ら コ ント ラス ト も 10 に する と パラ ンス が いい で す 。 イ ラス ト の 色 味 な ど 
に も より ます が 、 気 持ち 明る め に し た いと き は 、 コ ント ラス の 値 を 1 3 程度 、 大 きめ に 
設定 する と よい で し ょ う 。 数 値 を 大 きく し すぎ る と 色 が 飛ん で し まう の で 要 注 意 で す 。 そ れ 
で も 画面 が 薄く 感じ る 場合 は メニ ュー [レイ ヤー] [新規 色調 補正 レイ ヤー] > [トー 
ンカ ー プ ] で 調整 する 方 法 も あり ます 。 こ れ で 調整 が 終わ っ た ら 完成 で す 屋 。 
に 


Nw a 


Technique 


衣装 デザ イン の 考え 方 


衣装 デザ イン は 、 イ ラス ト の 世界 観 を 決め る 要素 の ひと つ で す 。 デ ザイ ン に 悩む と き は 、 言 葉 か ら デ ザイ ン を 
連想 する 方 法 が お すす めで す 。 


アク ティ ブ 
KOREA PAMEN TE ET 
FA を 8 合わ せま 


yj 


ベビ ー ド レス の よう に フリ ル や キャ ザー が 多い 


0 


セク シー 
ビス チェ や タイ トス カー ト の よう に 体 の ライ ン が 路 出 は 抑え 田尾 的 な 唱 懇 や スー ツ の よう に か っ 
MRShSTITLENHEHERT, ちり と し た アイ テム を 組み 合わ せま すず 


フェ ミ エレ ガン ト | 


キュ ー ト と エレ が ント の 中 半 に 位置 する スタ ン デコルテ を 見 せる オフ ショ ル ダ ー や 、 ド レス の 
ダー ド な 組み 合わ せ 。 ウ エス トラ イン が わか る スカ ー ト の よう な ドレ ー プ や ポリ ュー ム が ある ア 
トッ プス に 、 ひ ぎ 下 の ふん わり し た スカ ー ト を イ テ ム を 組み 合わ せま す 。 

旨み 合わ せる と 、 大 人 の 可愛 らし い 印象 に 。 


SSA 


テイ スト を 現 わ す 言 葉 を 追加 し て デザ イン を 発展 させ る 


アク ティ ブ x 中華 セク シー アー ミー クー ル x マ リン 
、 チャ イナ ポタ ン 、 ひ し 形 な ど ERMOLETT, MNHMENT AERERORONLREE ラー 
を 研 り 込む こと で 中 葵 な 人 記章 や ポタ ン を 組み 込む こと で アー の 特徴 で ある ライ ン を 入れ る こと で マリ ン テ イ 


イス ト に 仕上 げ ま し た 。 スト に 。 本名 を 鬼 加 する こと で より 華やか な 還 
REIT, 


キュ ー ト メ x ア リス フ ン * プ レッ ピー エレ ガン トメ * メ ナチュラル 
更 庄 に 登場 する 人 物 の 災 装 カラ ー や 特徴 約 モ を 。 スク ー ル 着用 の よう な チェ ッ ク や エン プレ ム な — PVP, KORLEOMEAL-UTE 
チー フ な ど を 取り 入れ る こと で メル ヘ シ テイ ス ど を 取り 入れ る こと で プレ ッ ピー チイ メト に 。 信和 を 取り 入れ る こと で ナチ ュ ラル デイ スト に 、 


Hee 


キャ ラ の 老化 を 表現 する 
Character 4 


Making Overview 


(Making!) ラフ を 描く Making?) 一 部 を 線画 に 


Making’) 名 を は っ きり きせ る Making4) #RERSEDS 


(Making) wee ti i< Mokino BEL LTE 


アカ 


Making 


メイ キン グ 


Ol ラフ を 練る 


今回 の テー マ は 「 賢 者 」 で す 。 賢者 は 、 
HE LoPVEBAR BRABANT ICR 
ELK, FOMMELTRAMECE OA 
子 を 描く こと に し ます 。 

この 構想 で Characler 2 武 間宮 と 同じ よ 
うに 「 絵 に 詰め 込み た いも の リス ト 」 を 
考え て 、 BUCMULITIETT. E 
者 と 二 人 の 弟子 を バラ ンス よく 配下 し まし 
た 。 ま と まり の よい 構図 で キャ ラ の 一 人 ひ 
と り の 個性 が 感じ られ る ポー ズ に で き て い 
ます 

し か し この ラフ は 失敗 で す 。 今 回 の テー マ 
に 合っ て いな いか ら で す 。 賢者 と 弟子 の 
印象 や サイ ズ 感 が 近 す ぎ た こ と や 、 構 図 
の パラ ンス が 均一 過ぎ た た め に 、 賢 者 が 
主役 に は 見 えな く な っ て いま す 。 テ ー マ が 
「 師 匠 と 弟子 の 日 常 】 で あれ ば イメ ー ジ 
に 近い ラフ に な り ま す 。 


人 物 の サイ ズ を 配置 が 均一 な た め 攻 者 が 主役 に 見え な い 


する こと が 大 切 で す 。 情 報 の 確認 に は 「 一 
日 ラフ を 寝かせ る 」「 友 人 な ど に 見 せ て 意 
見 を も ら う 」 と いう 方 法 も お すす めで す 。 


MMO ラフ の 色 の 選び 方 
構図 を 情報 し た と き に 人 物 の シ 
ル エ ッ ト が つか みや すい よう に 、 
キャ ラ に は 人 の 生 に な じみ や す 
い 色 で ある 暗め の 赤 を 使っ て い 
ます 。 背 早 の 色 味 に も よる の で 


常に 同じ 色 と いう わけ で は な く 、 
また 最終 的 に は ラフ の 名 は ほぼ 
残り ませ ん が 、 目立ち すぎ な い 
色 を 使っ た ほう が イメ ー ジ を つか 
みや すく で きま す 。 


“Cy. Pant 

Q ERE MLICBE DTS 
主役 を わか りや すく する 方 法 は 、 キ ャ 
ラ の 大 きき だけ で は あり ませ ん 。 TE 


F, 舞台 や ライ ブ な ど で も 、 主 役 は 
草 や か な 衣装 を まとい 、 騰 役 (バッ 
クダ ン サ ー) は 控え め な 衣装 を 身 に 
つけ る こと が 多い で す 。 一 目 で 主役 
が 誰か わか る よう に 違い を 作る こと 
で 、 鶴 た 人 が 混乱 し な いよ うに で きま 


02 ラフ を 描く 


STEP 01 を 踏ま えて 一 か ら 描き 直し た ラフ 
が 調 で す 。 主 役 で ある 賢者 を 一 番手 前 
大 きく 配置 し 、 賢 者 越し に サ プ キャ ラ で あ 
る 弟子 の 少年 が 見 える と いう 構図 に 変更 し 
まし た 。 主 役 で ある 賢者 の ディ テー ル も し っ 
か り と 拭き 込む こと で 、 さ ら に わか りや す 
く で きま す 。 


OS 
Y 定番 の イメ ー ジ を 使う 


男 に 描い て いた と ん が り 恒 子 は 、 廃 法 使い 
の 記号 と し て 認識 され や すい の で 削除 し まし 
た 。 こ の よう に モチ ー フ に よっ て は 、 な ん ら 
か の 印象 を 強く 与え て し まう も の が あり ます 。 
その イメ ー ジ を 逆 に 利用 し て も 良い で し ょ う 。 
臣 者 が 持っ て いる 杖 が 公 で あれ ば 老 講 士 に 
見 えま すし 、 巨 大 な 閥 で あれ ば 老 戦 士 に 見 
える か も し れ ま せん 。 


03 線画 を 描く 


Character 2 で は 線画 を 描か いき 
な り 厚 塗り する 方 法 を 紹介 し まし た 。 今回 
は 、 キ ャ ラ 部 分 は 線画 を 描い て それ か ら 
厚 塗り する 方 法 を 解説 し ます 。 

線画 か ら 厚 塗り と いっ て も アニ メ 塗 りほ ど 
きっ ちり と し た 線画 を 描く わけ で は あり ま 
せん 。「 線 で アタ リ を 取る 」 と いう イメ ー ジ 
の ほう が 近い か も し れ ま せん 。 線 と 線 が つ 
な が っ て いな い 部 分 も ある ざっ くり と し た 
MMCWSSLABL PREUTSE 
ま ざ ま な 手法 が ある の で 、 参 考 に し て みて 
くだ さい 。 


04 キャ ラ の 下地 を 塗る 


で き あがっ た 線画 の 下 に 新規 レイ ヤー を 
作成 し 、 キ ャ ラ の 部 分 を 暗い 赤色 の ベタ 
で 塗っ て いき ます 較 。 塗 り 終え た ら [ 遂 明 
ビク セル の ロッ ク ] (p46) を オン に し て 、 
べ タ 第 り し た 箇所 以外 に は み 出 な いよ うに 
し ます 。 下地 を 塗っ て 、 さ ら に 塗り 重ね て 
いく と き の 基 本 で す 。 


05 キャ ラ に 色 を 重ね る 


キャ ラ の 下地 を 塗っ た ら 、 そ こ か ら 色 を 重 
ね て いき ます 。 ま ず は イメ ー ジ に 近い 色 を 
仮 置き し て いき 、 全 体 の 色 味 を 決め て い 
SET, FORA BURST 
し て 、 そ の 上 に 明る い 部 分 か ら 不透明 度 


60% 程 度 の [水彩 ] プラ シ で 少し ずつ 色 
を 塗っ て いま す 回 。 


を 印象 づけ ます 。 明 る く 活発 な キャ ラ に 
手 な 色 の 衣装 を 着せ た り 、 小 委 色 の 員 に し 
た り し ます 。 反 対 に お と な し か っ た り 年 配 の 
キャ ラ に は 落ち 着い た 色 の 衣装 を 着せ た り 、 
色 自 の 肌 に し た り し ます 。 さ ら に 、 住 ん で い 
る 地域 の 設定 や 種族 な ど 、 描 く キ ャ ラ の バッ 
クボ ー ン も 想像 し て 配色 を し ます 。 
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06 立体 感 が 出る よう に 
色 を 重ね る 
手 の ま わり や 膝 な ど 光 が 当たる 倍 所 へ さ 
ら に 色 を 載せ て いま ます 。 こ こ で も 不 送 明 
度 60% 程 度 の [水彩 ] ブラシ で 明る い 部 
分 か ら 少し ずつ 色 を 塗り 重ね て いま す 調 
B. 


AEORSVSPMLGEBOT AIA HEAD. 
色 を 重ね る た びに 透明 度 が な く な る た め 明る く な る 


Sy. om 


T 導入 し や すい 厚 塗り の 方 法 


ここ で 紹介 し て いる 厚 塗り の 手法 の ほか に 
も 、 さ ま ざ ま な 塗 り 方 が あり ます 。 例 えば 、 
原画 を 描き 、 ベ タ 塗 り し て 徐々 に 陰影 を つけ 
る 方 法 も あり ます 。 厚 塗り を 導入 し や すい 方 
法 で す 。 


Q @ 


絆 面 を まっ ちり 整え る 下地 の 色 を 当り つぶ し 
CRATE 

i @ A 

ABT IYET, 3 


画 と な じ ま せ て いく 


07 色 を は っ きり させ る 


色 を 塗っ た レイ ヤー を 複製 し て [ソフ トラ 
イト ] モー ド に し 、 不 透明 度 を 55% に し て 
か ら 結 合 し ます 画 。 こ うす る こと で 、 簡 単 
に 色 を は っ きり させ る こと が で きま す 。 


08 線画 と 塗り の レイ ヤー 
を 結合 する 

線画 の レイ ヤー と 潜り の レイ ヤー を 結合 
し ます 。 線画 は 少し だ け 不 遂 明 度 を 下げ 
て 90% に する こと で 、 塗 り と な じ ま せま し 
EEL 線画 と 結合 し た あと は 、 不 送 明 度 
60% の [透明 水彩 ] 7777, Mer 
じ ま せな が ら 色 を 塗り 進め ます 男 。 こ の と 
き 、 線 の 色 が 主張 し すぎ な いよ うに 注意 し 
ます 

厚 法 り は 線画 に と ら わ れず に 描く こと が で 
SES, HAEBOSPRPHOY IE 
E 描写 の な か で は っ きり させ た い 部 分 
の 線画 は 残し ます 。 線 画 を どの 程度 区 じ で 
どの よう に 活か し て 描く か が 軍 要 で す 。 た 
だ 、 線 を 残し すぎ て 違和感 が 生じ る の で 線 
と 塗り は し っ か り と な じ ま せま す 。 塗り な が 
ら 、 不要 な 線 は を 消し て いっ て も よい で し ょ 
う 。 こ うし た 処理 を 自由 に で きる 点 は 厚 深 
りな ら で は で す 。 
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LOLPMSULASEARE ASAT RELA TREMETI 


09 手 を 描き 込む 


体型 に も より ます が 、 人 は 老化 する に つれ 
皮膚 が 薄く な り 、 シ ワ が 増え て 血管 が 浮き 


上 が り 、 骨 ば っ て きま す 主 。 高齢 者 を 描く 
こと を 意識 し て 、 全 体 に 個 を 感じ き 革 る よ 
うに 色 を 落と し て いき ます 。 

N 


10 シミ や シワ を 
描き 込む 

老化 し た 肌 の 表現 に は シミ が 欠か せま せ 
ん 。 肌 の 最後 の 仕上 げ と し て 描き 込む と 
よい で し ょ う 。 手 の ジミ を 描 ぐ と きま は 、 
ツル っ と し た 塗り に せ ず 、 筆 の タッ チ を 
ROBT CEMA YE CH 779 
血管 は 一 定 の 方 向 で は な く 、 あ ら ゆ る 方 
向 に 浮き 出 て いま す 。 等 の スト ロー ク を 挫 
や 斜め に する こと で 、 高 醒 者 な ら で は の 
皮膚 感 を 表現 する こと が で きま す 。 


11 服 を 描き 込む 


賢者 の 版 を 描き 込み ます 賠 。 Mac 
いた シワ を 手がかり に し つつ 布 の 柔らか 
さき を 表 現し な が ら 塗 り 進 め ま す 。 や や 服 
が 赤 す ぎ た の で 、 最 後に 色 味 を 調整 し ま 
す 。 緑色 に 潜り つぶ し た レイ ヤー を 作っ て 
[オー パー レイ ] モー ド で 不透明 度 25% 
に し て 載せ て いま す 。 

KERADMEROT, Kitts 


BIE HAW RoTHSMELBAALBo TH 
SemEOMBHOTE TE 


AY POINT 
OD Rov oR 


1 2 
amene gravez Samco CREM 
BERDLILBITBEY 

ワ の 感じ が 表現 で きる 


4 
寺 や を 全体 的 に な じ ま せる ERBE (troth 
BRA oTi, SOR 
jera 
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12 賢者 が 座る 木 を 描く 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、 RENESKTEMERT, ETI いっ た ん こげ 茶 に 近い 茶色 で 木 の ラ イン に 沿っ て 深 り ます 画 。 
その あと 、 明 る め の 茶 色 で 全体 の 流れ に 沿っ て ラン ダム に 線 を 入れ て いき ます 画 。 こ の 線 は 、 少 し 太目 で 構い ませ ん 。 
や や 細め の プラ シ で 画 よ り 明る い 茶 色 の 短い 線 を 入れ て いき ます 画 


少し だ け 細 め に し て 明る いも で ラテ 
ンダ に を 措 き 入れ る 


潤い も で 塗り っ ぶす 。 CHO 
RUB CHS 


SURO CHC MOMS 
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13 少年 を 描く 


主役 の 覧 者 を 目立た せる た め 、 人 少年 は 措 
き 込み し すぎ な いよ うに 注意 し ます 。 臣 者 


より 更に いる こと を 意識 し て ぼかし 気味 に 
する と 遠近 感 が 出 ます 庫 。 


ey. Pont 
鉱石 の 描き 方 
少年 の 持つ 鉱石 は 、 透 明 感 の ある 赤 紫 の 鉱石 に し ます 。 光 を 反射 し て 交 く 鉱石 の 持 き 方 を 紹介 し ます 。 


1 新規 レイ ヤー に 鉱石 の シル エッ ト を 一 で 将 く 2 描い た シル エッ ト に 面 を 描き 込む 3 明る いも で 面 を さら に 描き 込む 。 こ の と き に 全 


体 で は な く 光 が 当たる 部 分 の み を 描く 


4 新 坦 レイ ヤー を [オー バー レイ] に 政 定 。 ビ ピン 5 鉱石 の レイ ヤー の 上 に 、 新 規 レ イヤ ー (WLR 6 RECAST EOE, し 志度 を 落と し 
クタ る に し コン トラ スト を つけ 、 レ イヤ ー を 結合 する & MM] ERS, 
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14 背景 を 描く 


背景 を 導い て いき ます 。 最 初 の 段階 は 太 
目 の 生 で 描き 、 少 し ずつ 形 を 整え な が ら 、 
徐々 に イメ ー ジ に 近づけ て いき ます 男 。 
草 が た だ 生い茂っ て いる だ け だ と イラ スト 
を 見 る 人 が 想像 を 膨らませ る こと が で き な 
OOT, 石碑 や 鉱石 な ど を 痢 き 加 え 、 フ ァ 
El. 
ここ まで 描い た と ころ で 、 い っ た ん 背景 の 
塗り を 止め て お きま す 。 


客観 的 に 見 直 そ う 

と きど き キ ャ ン パ バス の 倍率 を 下げ 
た り し て 、 全 体 を 確認 する よう に 
し まし ょ う 。 


15 キャ ラ の 色 と 影 を 強め る 


背景 の 要素 が まとまっ て きた と ころ で 、 キ ャ ラ の 色 や 影 
の 印象 を 強め て いき ます 。 キ ャ ラ の 上 に 新規 レイ ヤー を 
作成 し [オー バー レイ ] モー ド 、 不 透明 度 40% に し て 、 
茶色 ベタ で 浴 り ます 。 賢 者 を 描い た レイ ヤー で クリ ッ ピ 
ング を 使用 し 、 キ ャ ラ の 色 味 を 濃く し ます (Mrs, 
次 に キャ ラ を 描い た レイ ヤー の 上 に 新規 の レイ ヤー を 作 


メリ ハリ を つけ る た め 、 ハ イラ イト を 笠 く 


YY por 
Q 反射 光 を 取り 入れ る 


立体 感 を 表現 する と き は 影 の 描写 だ け で な く 、 反射 光 も 描い て 
光 で は な く 間 接 的 に 当 
っ て 、 よ り 重量 感 や 存在 感 が 増し ます 。 


み ま し ょ う 。 反 射 光 は 、 物 に 直接 
た る 光 で す 。 BAL 
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HORERLTERLS 


成 し 、[ 乗 算 ] モー ド に 設定 。 青 や 緑 な ど で 影 を 落と し 
ます 圏 、 こ の まま だ と メリ ハリ が な い 印 象 に な っ て いる 
の で 、 キ ャ ラ に ハイ ライ ト を 描き 入れ て いき ます 困 。 さ ら 
に や や 黄色 味 が 入っ た 明る い 色 を キャ ラ の 鼻筋 や 髪 の 
毛 の トッ プ 、 ズ ポン な ど に 入れ ます 園 。 全体 を な じ ま せ 
る な ど し て 、 さ ら に 描き 込み を 進め まし た 国 。 


AMLANARALTBRBELIER 


16 背景 を 調整 する 


キャ ラ の 色 味 や 影 が まとまっ て きた と ころ 
で 背景 に 戻っ て さら に 描き 込み ます 。 こ の 
よう に キャ ラ と 背景 を 行っ た り 来 た り し な が 
らち バラ ンス を 取っ て いき ます 。 背 景 の 密度 
が 足り な い 気 が し た の で 、 筐 石 を 増やし ま 
さら に 木 や 石碑 に 縁 で コケ を 描 
|、 上 か ら 差 し 込む 光 や 鉱石 の 


き 込 ん 
発光 を 追加 し て 空気 感 を 束 え て いま す 。 最 
後に 手前 左下 に 曹 を か ぶせ る こと で 、 喘 


近 感 を 増し まし た | 


Cy. ron 
V 淡い 光 を 描く 

新規 レイ ヤー を 作成 し 、[ 牧 い 焼き (加算 )] 
モー ド に 設定 し て 光 を 描き 込み ます 。 水 形 プ 
ラ シ を 使っ て 、 上 か ら 差し 込む 光 の スジ や 、 
鉱石 の まわ り に 広がる 光 を 描き まし た 。 プ ラ 
シタ ッ チ を 活か し つつ 、 や き し く 入れ て いき 
ます 。 あま り 濃く 入れ る と 目立ち すぎ て し まう 
の で 、 空 気 感 を 感じ きせ る 程度 に と ど め ま し ょ 
3. で き あ が っ た ら 背景 レイ ヤー に 結合 し ま 
+. 
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17 水 の 玉 を 描く 


幻想 的 な 印象 を 増し た か っ た の で 、 府 法 
を 感じ させ る 水 の 玉 を 多数 描く こと に し ま 
し た 。 新規 レイ ヤー を 2 枚 作っ て 上 の レイ 
ヤー に 自 の 細い 線 で 水 の 玉 の 輪郭 を 描き 
ます 。 次 に 下 の レイ ヤー に 不透明 度 を 20 
へ 30% に 下げ た プラ シ で 自 を うっ すら 浴 
り ま す 園 。 こ の と き に 完全 に 全体 を 塗り つ 
ぶさ きず ある 程度 、 下 の 色 が 透け る 程度 
に フン ワリ と 塗る こと が ポイ ント で す 。 


に で きま す 。 最 後に 、 不 送 明 度 の 低い 筆 で 、 
一 番 強 い 光 を 入れ ます 。 上 の 方 法 を 線 り 
返し 、 手 前 や 奥 に 水 の 玉 を 浮か ば せま し 
最後 に 位置 の 調整 な ど を 行い 、 水 の 
玉 は 完成 で す 回 。 水 の 玉 は 大 小さ ま ざ ま 
な サイ ズ に し 、 ラ ンダ ム に 配置 する こと で 
奥行 き を 表現 で きま す 。 ま た 、 キ ャ ラ の 顔 
な ど に 被 ら な いよ うに し ます 。 


“OD oo ュ ッ 


水 の 玉 を 描く と き の コツ を 紹介 し ます 。 


1 
Peikczen, EM 


2 


通明 の 玉 を 感じ させ る よ 
で は な くっ ぶれ た 形 を イ SCRMLT, GCEM 
AA SLURL EES BUSECAL, WRA 


動き が 感じ られ や すく な り 
ます 


送り て 見 える と ころ を 挫け 
Auer. 


4 
BREJA MART 


AGRORMAIC, WR 


の 色 を 混ぜ て 映り 込み を BmemcRuze Ü 
表現 し ます 。 kazom 柏屋 が 増し ます 。 
TOSTIS, KOE 


が レン ズ に な っ て いる こと 
を 理江 し て し ずれ た 部 
ROBERT, 
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18 全体 を 整え る 


手前 の 草 や 奥 の 背景 に フィ ルター で ほぼ か 
し を か け て 、 視 線 が キャ ラ に 集まる よう に 
し ます 。 終 わっ た ら 、 す べ て の レイ ヤー を 
結合 し て 、1 枚 に まとめ ます 。 

全体 の 調整 し ます 。 幻想 的 な 印象 


を 強め る た め に 、 新 規 レイ ヤー を [オー 
バー レイ ] モー ド に し て 紫 で 全体 を 秦 り ま 
+E. 


その あと 、 レ イヤ ー を 複製 し 、 メ ニュ ー [フィ 
ルター] > [ぼかし] 一 [ガウ ス ぽ か し ] 
を 強め の 設定 に し て 全体 を ぽか し ます 。 そ 
の レイ ヤー を [スク リー ン ] モード に 変更 し 、 
TAREE 20 ~ 30% に 設定 する と 全体 
の 光 が 季 めか く 広 が っ た 画面 に な り ます 。 

最後 の 調整 で や や 明る く な りす ぎ た 部 分 
を 抑え る た め 、 レ イヤ ー を 右 ク リッ ク し て 
[新規 色調 補正 レイ ヤー] か ら [色相 ・ 
BE RE) を 選択 し 、 彩 度 の 数 値 を 下 
ERO TE 


SAA 


Technique 


老化 の 表現 


老化 の 表現 と いえ ば 、 真 っ 先 に 思い 浮か ぶ の が シワ で す 。 も ちろ ん シワ は わか りや すい 記号 で す が 、 シ ワ だ け 
が あっ て も 老人 に は 見 えま せん 。 こ こ で は 老化 の 表現 の ポイ ント を まとめ ます 。 


骨 や 筋 が 目立つ シワ が 増え る i 
HARE TET. AD 目元 や 口元 、 首 な ど は 皮 

節々 や 筋 が 目立っ て きま 月 が 導く シワ が 入り や す 

ず 。 ま た 、 友 膚 が 導く な の DENTI. AARE 

る た め 血 管 が 盛り 上 が っ LOTHE RAOT 

て 見 えま す 。 る み を 描く 要領 で シワ を 


描き まし ょ う 。 


CEET oem 2021777 
murb, RE, itta 


まく 出 で いる こと も ある I et 
皮膚 が た る む 毛 量 が 減る 
肌 に 張り が な く な る と 、 重 力 に よっ て 皮膚 男女 と も に 毛 量 が 減る た 
が だ る で きま すず 。 ど の よう に 皮膚 が た る め 、 ペ アス タイ ル も 頭 の | 
むか を よく 観 守 する こと が 大 切 で す 。 形 が 影響 じ ま ず 。 男 性 は 
お で こ が 広 く な っ た り 、 
ED migeces, 
MELEE RAKE 
BOFERSCL RR \ 
< ビレ ワ % で きる 
— KEUERURSEM. 7 17 4 
se スタ イル は ボブ か ショ ー ト に す : 
AIR BANENE 
肌 の 質感 唇 に ツヤ が な く な る 
肌 か ら は ツヤ が 失わ れ ま MERR BEST 


T, ELOSC TATE 
Er, SOCRY SH 
り ます 。 こ うい っ た 表現 
も 定番 で す 。 


ASAP ACERML ER 
wel, UATE OURE 
DCRR ER ERTS 
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が 増え ネツ ヤ が な く な り ま 
Fo 唇 に 張り が な く な る と 
Bomar, DOE 
わり に ヨレ が で きま す 。 


LBHMCES, Many 
ワ と の バラ ンス を 見 つつ 人 と 
nomics: Tee 


SA 


仕草 Temaer nn 
内 が 落ち で いる こと で うつ わき 
REEDE, HMA BAD が ち に な る 


月 が 内 大 き に な る 


基本 的 に 演 中 が 丸く な る 。 Mi 
ら 上 が る 人 も いる 


eo 


球 え る た め 、 何 か に つか まっ た 
り 、 入 で サポ ー ト する よう に な る 


後ろ 次 

年 老い て も 太っ て いな けれ ば 内 
MORMCTHECAS ARIE 
OU SCAD, a 
SMC YET. 


Barasor, TIER 
その まま 下 に うつ むく 杖 態 に な る 


横 か ら 見 た 歩く 姿 
BEST CKO. BP 
BASENET,. Bias) 
振れ な いた め 前 の ほう で や や 
振る 程度 に 。 


RICA TO 
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aa 


aking Overview 


WW 
PER 


N X 
LENIN 
TNA NA 


Making?) イメ ー ジ する 名 を つけ る 


(Making) meia 


[Maunas] teL, を っ ける Maknge) ARDeE ERS 


[薄い 鉛筆 ] 757 (設定 は ペン 先 9 サイ 
ズ 、 手 プレ 補正 20) を 使っ て 画面 全体 の 
イメ ー ジ を ざっ と 描き 出し ます 画 。 

日 本 妃 を 振り か ざす 女の子 と 、 女 の 子 が 
HRT SRT MAB BM SME ELT 
くる 「 不 気味 な ビッ クリ 箱 の 百 衝 夜行 」 の 


ー ズ まで 考え て いま す が 、 背 
後 の 妖 怪 の デザ イン 詳細 は この 段階 で は 
決め ず に 大 ま か な シ ル エ ッ ト と 配置 の み に 
と ど め て いま す 。 


Cy. von 
全て 提 の 流れ を 整理 する 

納金 比 (1:1.618) は 人 が 美しい と 感じ る 比率 の こと で 、 
例え ば 植物 や 生物 な どの 形 や 梅 造 に も 、 こ の 比率 が 当 
て は まる こと も ある と 言わ れ て いま す 。 こ の 黄金 比 を 使っ 
て 描い た 螺旋 を 黄金 氏 放 許 と 呼び ます 。 


SHOAFAHTHMMRESHLATEL COME 
に 合わ せ て キャ ラ の ポー ズ や キャ ラ 周 り の 要素 を 配置 し 
まし た 。 こ れ に よっ て キャ ラ を 中 心 に 螺 放 に 治っ て イラ ス 
全体 に 動き が 出 で いる よう に 見 えま す 。 画面 に 対す る 
イラ スト の 密度 が か な り 高い の で す が 、 策 金 比 に よっ て 
画面 に 動き が 出 て いる の で あま り 生 たい: 
いな いと 思い ます 。 橋 図 に 悩む と き は こう いっ た ガイ ド を 
利用 し て みて も よい で し ょ う 。 


黄金 氏族 の 画像 は CLIP STUDIO ASSETS で 様々 な も 
の が 配布 され て いま す 。 ま た 、『「 フ ァ ン タ ジ 
MEARE) (Hk 者 ) に は ダウ ン ロ 
て 黄金 比 プ ラ シ が つい て いま す 。 


回 の を に し て 拉 の 流 れ や の 


o2 イメ ー ジ する 色 を 
つけ る 
今回 の イラ スト の テー マカ ラー や 彩 度 ・ 明 暗 
の イメ ー ジ を 決め ます 。 イ メー ジ の 色 を ぎっ 
と 置い て み ま す 固 。 ここ で は 線画 と は 別に 
新規 で 着 萌 レイ ヤー を 設け て 作業 し ます 。 


女の子 の 色 だ け 大 体 決め まし た が 、 デ ザイ 
ン の 決ま っ て いな い 妖 怪 は ポイ ント に な り そ 
うな 色 の み を 置き まま し た 。 た だ し 、 着 彩 時 に 
面白 い 色 の 組み 合わ せ を 思い つく こと も あ 
る の で 、 そ の と き は そちら を 優先 する こと に 
し て いま す 。 あ まり ラフ 段階 の 色 に こだわ ら 
ず 、 あ と は 着 導 段 階 で 画面 全体 の バラ ンス 
を 見 な が ら 色 を 決め て いま す 。 

後ほど 位置 を 調整 する 可能 性 も 考え て 、 こ 
の 段階 で 色 ご と (登場 する 要素 ごと) に 、 レ 
イヤ ー を 分 け て いま す 。 


POINT 
肌 と 白目 の 色 か ら 決 め る 

抽 と 白目 の 色 か ら 決 め る と 、 全 体 の 明る さ ・ 彩 

度 を 考え や すく な り ます 。 詞 は 、 肌 と 白目 を 明 

る め と 暗め に 設定 し て か ら 着 彩 し た 例 で す 。 全 


ら に 色 の トー ン を 変え て みる と 、 話 の よう な バ 
リエ ーション が 作れ ます 。 


回 
世 の ト ー ン が 異な る と と の よう に 印 京 が ガラ リ と 変わ る 


MSS (明度 ) と 鮮やか さ (BR) DAVOM, MLETENSSLE 
度 が 異な る だ け で 、 キ ャ ラ の 印象 が だ いぶ 変わ る 


キャ ラ の 下 描き を 
03 yg 


ラフ を 元 に 下 描き を 描き ます 。 こ の 段階 で 
完成 イメ ー ジ に 近づけ ます 。 

今回 の よう に 線画 の 描き 込み が 多い イラ ス 
ト で は 、 何 を どの よう に 描く か 曖昧 な まま 
で 進め て し まう と 線画 段階 で 時 間 が か か っ 
て し まい ます 。 下 描き で し っ か り と 棒 図 の 
詰め を 行う こと で あと の 作業 が スム ー ズ に 
な り ます 。 

まず は キャ ラ の 下 描き を 作成 し ます 。 キ ャ 
ラ 用 に 新規 レイ ヤー を 作り 、 ラ フ 時 に は 描 
き 込 め て いな か っ た ディ テー ル も し っ か り 
EMSRS LL 


04 背景 の 下 描き を 描く 


メイ ン キ ャ ラ 以 外 の 下 描き を 描き ます 右 。 
後ほど 位置 を 調整 する 可能 性 も 考え て キャ 
FRE NM BRO ADDIS AyD 
Ka, Shenae FRY LAY 
を 分 け て 描い て いま す 。 妖怪 は 数 が 多い 
の で 括 怪 用 の レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作成 
し 、 そ こ に 各 括 怪 の 全部 の レイ ヤー を 入 
れ て いま す 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の プロ ッ ク ご 」 
と に 色分け を し て わか りや すく し て いま す 。 
その 際 、 梁 り 色 は 完成 時 の 色 の イメ ー ジ 
に 近い トー ン を 選ん た で いま す 。 こ の イラ ス 
ト は 「 不 気味 な ビッ クリ 箱 」 の イメ ー ジ な 
の で 、 お どろ お どろ し い 顔 つき の 妖怪 を 
多め に し 、 そ の ほか の アク セン ト と し て 手 
前 に ダル マ と 金魚 の 提灯 を 追加 し て いま 
すこ れ で 下 描き 完了 で す 。 ラ フ の 一 番 
上 に 描い て いた 紙 吹 雪 は 、 イ ラス ト の 最 
終 共 階 で エフ ェクト と し て 捕 き 込み ます 。 
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‘Cy. Font 

デザ イン の 引き 出し の 増やし 方 
今回 の 妖怪 を 摘 く に あたっ て は 、 図 の よう な イメ ー ジ デ 
ザイ ン を あら か じ め 作成 し て いま す 。 見 て わか る 通り 「 仮 
面 」 が モチ ー フ と な っ て いま す 。 使 わな か っ た デザ イン 
は 溜め て お いて 、 別 な 機会 使用 し た り し ます 。 


この よう な モチ ー フ を 何 も 見 ず に いき な り 描こ うと し て も 、 
な か な か うま くい きま せん 。 

OT, 日 どろ か ら 常 に 観察 し た り ス ケッ チ し た り し て デザ 
イン の 引き 出し を 増やし て お く こと を お すす めし ます 。 私 
は 和風 柄 や 和風 の モチ ー フ が 好き な の で 、 博 物 館 や お 
祭り に 行っ た と き に は 、 絵 、 着 物 、 深 衣 、 お 面 、 小 物 
に あり と あら ゆる 実物 を よく 観 宗 し 、 写 真 に 撮っ た リス 
ケッ チ す る よう に し て いま す 。 さ ら に 和 の モチ ー フ は 、 正 
月 、 成 人 式 、 雛 祭 な どの 日 常 の イベ ント で も 、 正 子 板 、 
振 柚 、 ひ な 人 形 と いう よう に あふ ぶれ て いる の で 、 基線 に 
残れ た デザ イン は ひたすら 集め て いま す 。 


Ce 
ぶっ きき 


rast 
cite 


好き だ と 思っ た テー マ に 関連 する も の と の 出会い を と こ 
と ん 追求 し て いく と 、 そ の 過程 で その 人 だ け の イラ スト 
の 個性 が 生ま れ て くる と 思い ます 。 


= 
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(Wh) SEPTIC TRBE MAS 


05 キャ ラ の 線画 を 描く 


EX 


y 


下 描 き を も と に 線画 を 描き ます 。 BA 
キャ ラ の 線画 は 1 枚 の レイ ヤー に まとめ ま 
す が 、 今回 は バー ツ が 多く 最終 的 に 配置 
の 徴 調整 を 行う 可能 性 が ある の で 、 清 書 
は 4 枚 の レイ ヤー に 分 け ます 。 

ラフ で 使用 し た [薄い 鉛筆 ] プラ シ ( ペ 
ン 先 9 サイ ズ 、 手 プレ 補正 20) を その ま 
ま 使 用 し 、 ま ず は キャ ラ か ら 描 き 始め ます 。 
BBR: ROY THERSEMNERNG 
に 、 そ の 他 は 細め に 線 を 引き ます 図 。 


is 


06 キャ ラ の 下地 を 塗る 


キャ ラ の 線画 に 下地 を 塗り ます 圏 。 下 地 
用 の レイ ヤー を 新規 作成 し て 、[ 塗 りつ ぶ 
L] ツー ル の [囲っ て 塗る ] を 使っ て 線画 
の 中 を ベタ 塗り し て いき ます 。 そ の 際 、 塗 
りつ ぶす レイ ヤー を [参照 レイ ヤー] に 設 
EL, [囲っ て 塗る ] を 選択 する と き に [ 複 
数 参照 ] に チェ ッ ク を 入れ 、[ 参 照 レイ ヤー] 
の アイ コン を クリ ッ ク し て 塗り まし ょ う 男 。 


Baur Demut 
ヤー の アイ コン を クリ ッ ク 


raise 
Desa) 


AY PONT 
参照 レイ ヤー を 活用 する 
複数 の 線画 レイ ヤー が あり 、 そ れ ぞ れ の 
レイ ヤー を 塗り つぶ す と き に 参照 レイ 
ヤー] の 機能 を 活用 する と 、 参 照 先 の レ 
イヤ ー だ け を 塗り つぶ せま す 。 ま た 、 上 の 
手順 の よう に [囲っ て 塗る ] を 使っ て 、 必 
要 な 箇所 だ け 囲 えば 自動 的 に 梁 り つぶ せ 
る た め 、 効 率 よく 作業 が で きま す 。 


POINT 
カラ ー セ ッ ト を 活用 する 

作っ た 色 は カラ ー セ ッ ト に 登録 し て お く と 

便利 で す 。 カ ラー セッ ト を 作っ て お け ば 、 


カラ ー セ ッ ト 」 な どの カラ ー セ ッ ト を 作成 し 
て お いて 、 色 を まとめ て 管理 し て お く と 便 
利 で す 。 

1 メニ ュー [ウィ ンド ウ ] 一 [カラ ー セ ッ ト ] 
を 選択 し て カラ ー セ ッ ト バ レッ ト を 表示 し 
まれ 

2 [カラ ー セ ッ ト の 編集 ] ア イコ ン 困 を クリ ッ 
ク し ます 。 

3 [カラ ー セ ッ ト の 編集 ] ダイ アロ グ の [ 新 
規 設定 を 追加 ] 画 を クリ ッ ク し て 、 カラ ー 
セッ ト に 名 前 を つけ ます 。 

4 登録 場所 を 選択 し て か ら 色 を 選び 、[ 色 
の 追加 ] 男 を クリ ッ ク する と 登録 で きま 
F (Gn キー を 押し な が ら 登録 場所 を ク 
リッ ク し て も 登録 で きま す )。 


repose oj 


自分 で 新規 設 ま する こと も 可能 


Rm カラード ント 


OS er ~ 
ね セッ ト war =) 
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07 背景 の 線画 を 描く 


キャ ラ に 重なる 部 分 の 線画 を 描き ます 。 W 
提灯 、 ダ ル マ は STEP 05、06 と 同じ 方 法 
で 描い て いま す が 、 お 札 や 背中 の 旗 の 棒 
は 別 レ イヤ ー を 作成 し て 、 レ イヤ ー プ ロバ 
ティ の DARME] D [フチ] を 設定 し て 
motori, 境界 効果 で 線画 と 下地 
を 一 度 に 描く 方 法 に つい て は 下 の POINT 
を 参照 し て くだ さい 。 

続い て 背後 の 妖怪 や 、 背 景 の 炎 と 雲 な ど 
の 線画 を 描き 入れ て 下地 を 塗れ ば 、 す べ 
CORBET MORI AT CHB, 


< PONT 
Q 細か い パ ー ツ を 描く と き に 
境界 効果 を 使う 


境界 効果 は キャ ラ の 線画 の あご ひも と 
服 の 肩 ひも な ど を 描く と き に も 使用 し て 
いま す 。 細い ひも な ど 描き 込み の 少な 
い 栓 部 線 つき の 小さ な パー ツ を 描く 際 に 
境界 効果 を 使用 する と 、 線 画 と 下地 の 
座り が 一 度 に で き て 非常 に 効率 的 で す 。 
K) 


(Technique 境界 効果 で 効率 的 に : 
(p.132) も 参考 に し て くだ さい 。 


パー ツ ご と に 
08 名 を っ ける 

下地 に 色 を つけ ます 。 色 は カラ ー パ レッ ト 
か ら 選 ん で も ラフ か ら 捨 っ て も 構い ませ ん 。 
あと で 色 を 向 調 整 し た り 色 ご と に 色 む ら を 
追加 し や すく する た め に 、 で きる だ け 細か 
く バ パー ツ 分 けし な が ら 色 を 塗っ て いき ます 。 
線画 で 作成 し た 下地 の レイ ヤー の 上 に 着 
彩 用 の レイ ヤー を 新規 作成 し 、[ 下 の レイ 
ヤー に クリ ッ ピ ング ] を オン に し て 1 枚 ず 
つ ク リッ ピン グ し な が ら 色 を つけ て いき ま 
す 田 。 細 か い 模 様 や 旗 の 文字 は 、 背 景 
も 含め て すべ て の 色 つ けが 終わ っ て か ら 、 
最後 に 描き 入れ ます 。 
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09 BEANS 


と の 段階 で 全体 に 影 を 入れ ます 。 着 彩 レイ 
ヤー の 一 番 上 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、[ 生 
算 ] モー ド に し て この レイ ヤー も クリ ッ ピ ング 
し ます 。 影 は ペー ツ ご と で な く この 1 枚 の レ 
イヤ ー に すべ て 描き 込み ます 較 。 


Ay PONT 

影 の 表現 方 法 
境目 に メリ ハリ が つい た 影 を 簡単 に 描く 
方 法 を 紹介 し ます 。 影 の レイ ヤー の レイ 
ヤー プロ パテ ィ か ら [WR] — ARD 
R] を クリ ッ ク し 、 さ ら に [水彩 境界 ] を 
ARLETE, 設定 は 好み で 構い ませ ん 
が 、 今 回 は 少し 太め の 境界 を 作成 する の 
で 園 の 設定 に し まし た 。 
わか りや すい よう に 青い 線 で 補 の 生地 の 
回 凸 を ブロ ッ ク 分 けし て み ま し た 圏 。 
服 は この よう に た くさ ん の 回 凸 ペー ツ の 組 
み 合 わせ か ら 成 り 立っ て いる と 考え る と 、 
立体 的 な 影 が つけ や すく な り ま す 。 
この 青い 線 に 沿っ て パー ツ 分 け を し た よう 
に 影 を 描く と 園 、 比 較 的 簡単 に 生地 の 回 
凸 が 表現 で きま す 図 。 
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パー ツ の 重なり に 
10 gak 
全体 に 影 を 入れ た あと 、 細 か い 部 分 に 影 
を 追加 し て いき ます 圏 。 も う 1 枚 [乗算 ] 
モー ド の 影 用 レイ ヤー を 作成 し て クリ ッ ピ 
ング を 行い 、 布 が 折り た れ て 重なっ た 
部 分 に 少し ずつ 影 を 重ね て いき ます 国 園 。 
上 服 の 上 に か か る ひも の 影 も し っ か り と 描き 


EUROSTILE RABEL, そこ で 右 の よう に 影 を し っ 
BYRELE 


OLED DBVEORE LomV LEAL, YE OMG OLABTAEEE CLG IHG LENS 


11 色 ム ラ を 加え る 


今 の まま だ と 影 を 落と し た と は いえ 、 パ ボー 
ツ ご と に 単色 を 梁 っ た だ け で の っ ぺり と 平 
面 的 に 見 えて し まう た め 、 色 ムラ を 加え ま 
計 。 着 形 し た パー ツ ご と の レイ ヤー を すべ 
て [ 誠 明 ピク セル を ロッ ク ] を オン に し 、 
適当 な 色 を 選択 し て エア プラ シ で 軽く ほか 
す よ うに 色 を 載せ ます 国 。 あ まり 多く 色 を 
戦 せ すぎ る と ペー ス の 色 が わか ら な く な っ 
て し まい ます 。 こ こ で どん な 【 エ アプ ラ シ ] 
を 使用 する か 、 ど ん な 色 を 載せ る か で イラ 
スト の 印象 が だ いぶ 変わ っ て きま す 。 


12 環境 光 を 描き 込む 


キャ ラ に 環境 光 を 加え ます 。 若 彩 レイ ヤー 
の 一 番 上 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、[ 独 い 
焼き (発光 )] モー ド に し て クリ ッ ピ ング し 
om 

今回 の 光源 は 、 キ ャ ラ の 左 な な め 上 
定 し て いま す 較 。 矢印 の 向き に 光 が 当 た り 
ます 

さら に 右側 の 線 に 治っ た 人 物 輪郭 に も 反 
射 光 を 加え ます 。 青 景 に 使用 する 色 ま より 少 
し 明る め の 色 を 選択 する と 失敗 が 少な い 
と 思い ます 。 こ ちら も あま り 色 を 載せ すぎ 
る と 地 の 色 が わか ら な く な っ て し まい ます 。 
少し ウィ ンド ウ を 引い て 、 画 面 全体 を 見 な 
が ら 少し ずつ 色 を 加え て いき ます 。 


13 BORE 

BAS 
線画 の 色 に よっ て も イラ スト の 印象 が 大 き 
く 変わ り ます 。 今回 の イラ スト は 線 の くっ 
きり し た 浮世 絵 的 な 和 イ ラス ト を 目指 し て 
いる の で 、 着 彩 部 分 より も 線 を 強調 する よ 
うな 色 に 変更 し ます 。 
線画 レイ ヤー の [透明 ビク セル を ロッ ク ] 
を オン に し 、[ エ アプ ラ シ ] を 使っ て 線 が 
も う 少し は っ きり する 色 に 着 り つぶ し ます 
E, 線画 レイ ヤー の 上 に も う 1 枚 新規 レイ 
ヤー を 作成 し 、 ク リッ ピン ダグ し て 新規 レイ 
ヤー を 塗る こと で 線画 の 色 を 変え る 方 法 も 
あり ます が 、 今 回 は 全体 の レイ ヤー の 数 
が 多く 、 こ れ 以 上 増やさ な いよ うに する た 
め に この 方 法 を 用 いて いま す 。 


eta 
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14 背後 の 妖怪 に 色 を つけ る 


ラフ で は 色 を 決め て いな か っ た 背後 の 妖怪 に 色 を つけ ます 。 赤 系 ・ ペ ー ジ ュ 系 ・ 緑 系 の 3 色 が 基本 に な っ て いま す 国 。 
赤 一 ペー ジュ の 同系 色 で まとめ つつ 、 差 し 色 と し て 緑色 を 入れ まし た 。 そ れ 以 外 の 色 も 少し 入れ て いま す が あ くま で ほん 
の 少し で す 。 

あと は キャ ラ の 色 つ け と 同じ 工程 の 繰り 返し で す 。 影 を 加え た の ち 色 ムラ を 追加 し 、 環 境 光 で 整え て 線画 を 調整 し ます 園 。 
手前 に キャ ラ を 置い た まま 、 色 や テイ スト の 乗 醒 が な いよ う 気 を つけ て 作業 を 行い ます 。 
mw e ` T F ん 4 


手前 の 小物 と 

5 背後 の 雲 に 色 を つけ る 
続い て 手前 の 小物 に 色 を つけ ます 。 キ ャ ラ 
の 色 つ け と 同じ 手順 (STEP 08) で 進め 
ます 
青 後 の 雲 は 、 こ ちら は 下地 を 塗っ て か ら 
上 に 雲 の うねり 模様 を 描き 入れ る だ け で 

。 雲 の 着 彩 レイ ヤー を 作成 し 、 暗 め の 
ペー ジュ 色 で 塗り つぶ し ます 。 次 に レイ 
ヤー を 新規 作成 し て 雲 の 着 彩 レイ ヤー に ク 
リッ ピン グ し 、 雲 の うねり 模様 を 描き 込み 
ます 。 雲 に は 影 レ イヤ ー は 作成 し ませ ん 。 
今回 の 背景 は 装飾 の 一 部 と 考え て いる の 
で 、 立 体感 は あま り 出 さき な いよ うに し ます 
= 


16 服 の 模様 を 描く 


上 服 の 袖 に ある 目玉 模様 を 描き ます 。 CLIP 
STUDIO PAINT の [特殊 定規 ] を 使っ て 
きれ いな 円 の テク スチ ャ 画像 を 作り 、 若 
物 の 着 彩 レイ ヤー の 上 に 作っ た 新規 レイ 
ヤー に 貼り 付け て 、 ク リッ ピン グ を オン 
に し て か ら [メッ シュ 変形 ] 機能 で 袖 の 
形 に 合わ せま す 。 両 袖 で 同じ 模様 に する 
た め に テク スチ ャ 画像 を 作り まし た 。 BE 
は 左 袖 に テク スチ ャ 画像 を 載せ た と ころ で 
す 。 右 袖 に も 載せ た あと に 、 服 の 形 に 合わ 
せ て 変形 し ます 。 


+ PONT 
Y 目玉 模様 の テク スチ ャ を 作る 


まず 目玉 模様 用 に 新規 画像 ファ イル を 作り ま 
す 。 次 に [定規] ツー ルー [特殊 定規 ] を 
選び 、 ツ ー ル プロ パテ ィ の [特殊 定規 ] を [ 同 
OF] に し ます 國 。 円 の 中 心から ペン を ド 
ラッ グ す る と 同心 円 定規 が 引け ます 。 引 いた 
定規 を 変形 し た り 移 動 し た い 場 合 は [操作] 
ツー ルー [オプ ジェ クト ] を 使い ます 。 あ と 
は レイ ヤー に 目玉 模様 を 描く だ け で す 。 定規 
の 線 に 沿っ て フリ ー ハ ンド で きれ いな 円 が 描 
け ま す 回 。 今 回 は 定規 で 円 を 描い た あと 内 
側 を 塗り つぶ し まし た 國 。 こ れ で 月 玉 模様 テ 
クス チャ の 完成 で す 。 


+ po 
服 の 形 に 合わ せ て 変形 する 


の 形状 に 合わ せ て 部 分 的 に 縮小 し た り 部 
分 和 的 に 拡 天 し た り で きま す 。 ET, RL 
イヤ ー を 選択 し て か ら メ ニュ ー [編集 ] 一 
[変形 ] 一 [メッ シュ 変形 ] を 選び ます 。 
較 の よう に 格子 が 表示 され る の で 、 神 の 
膨らみ や 角度 、 さ ら に は 布 の 動き に 合わ 
せ て 格子 の 位置 を 移動 する と よい で し ょ う 
EL も っ と 綱 か く 変形 し た い 場 合 は 、 ツ ー 
ルプ ロ パ ティ の 【 横 格子 点数 ] (MEF A 
数 ] を 増やし ます 。 今 回 は シン プル な 図 
形 を 1 枚 布 に 載せ る だ け で し た が 、 複 術 
な ひだ や 布 を 何 枚 も 重ね た 版 な ど で 変 形 
する 場合 は より 組 か い 作業 が 必要 で す 。 


106 


17 細部 を 描き 込む 


服 の 模様 や 各部 の 細か い 模 様 な ど を 描き 
込み ます 。 こ こ が 一 番 楽 し いと ころ で す 。 
この イラ スト を 描く た め に 準備 し て いた ア 
イデ ア を 全部 出し 尽く し て いま す 。 

旗 に 文字 と 模様 を 入れ 、 服 に 細か い 装 飾 
を 追加 し まし た 。 旗 の 書体 は 、 武 蔵 シ ス 
テム さん が 無料 配布 し て いる 和 毛筆 フォ ント 
を 使用 し て いま す 。 そ の ほか キャ ラ と 背後 
の 重なる 部 分 に 影 を 追加 し 、 気 に な る 部 
分 を 調整 し ます 。 キ ャ ラ と 妖怪 の 章 に 少し 
境目 を 入れ る た め 、 キ ャ ラ の レイ ヤー 
の 最後 尾 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、[ オ ー 
パー レイ ] モー ド に し て キャ ラ の 輪郭 を 描 
きま し た 弄 。 


URL WINNIE Tb 
Nttos//opentype,jp/freemouhitufont.htm 


紙 吹雪 の 

19 エフ ェクト を 描く 
最後 に 全 レ イヤ ー の 一 番 上 に 紙 吹雪 を 描 
きま す 。 宙 を 舞う 紙 吹 雪 は 空間 の 奥行 き 
や イラ スト の 動き を 見 せる 補助 的 役割 も 果 
た し ます 。 
ERD MERE _PG0234] プラ シ で 描 
SEHE, HRM STEP 01 で 説明 し た 
貸金 螺旋 に 沿っ て 描き 込み ます 。 そ の 後 レ 
イヤ ー の [透明 ピク セル を ロッ ク ] を オン 
に し 、 光 の 当たる 部 分 は 明る く 、 キ ャ ラ な 
どの 影 と な る 部 分 は 暗く 、 と 明暗 が 出る よ 
う ブ ラ シ で 紙 の 1 枚 1 枚 の 色 の 調整 を 行 
いま す 。 キ ャ ラ ・ 妖 怪 と 紙 吹 害 が 重なっ た 
部 分 に 影 を 忘れ ず に 描き 込み ます 。 影 の 
つけ か た は 右 の POINT を 参照 し て くだ さ 
w 
URL SRS P0234 


https://assets.clip-studio,com/ia-ip/ 
detall7i4=1570097 


私 の こだわ り ポ イン ト 

私 は オリ ジ ナ ルイ ラス ト を 描く と き は 「 見 応え を 出す 」「 い くら 見 て も 
見 移 き な い 」「 見 る た びに 新しい 発見 が ある 」 の 3 点 を 重視 し て い 
ます 


Spy. Pont 

RRBORE HS s 
抵 吹 雪 の 影 は 、 フ ィ ル ター を 使っ 』 
て 一 度 に 作る 方 法 も あり ます 。 紙 z 
REDLAT-TUNL, X=2- © 
[フィ ルター] 一 [ぼかし] 一 [ ガ 
ウス ぽか し] を 選択 し 輪郭 を ぼ か 
[ 遂 明 ピク セル を ロッ “=: 


ELT, FIYRETE # 金 
に に キャ ラ s a = 
の 色 に 塗り つぶ し た あと に キャ ラ と 
WEREBLAT-EIUIET a a 
する と 簡単 に 影 が 作れ ます 。 
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最 背面 の 
19 色 を 決め る 

最 背 面 に 背景 用 レイ ヤー を 作成 し て 、 色 を 
載せ て 画面 全体 の パラ ンス を 見 ます 。 

ラフ 当初 か ら 設定 し て いた 画面 全体 の 統 
一 感 の ある 赤 系 園 の ほか に 、 キ ャ ラ の 動 
SOA SR REELT RY -RERE 
し て 検討 し ます 。 背景 の 色 味 は 、 イ ラス ト 
の 印象 に 大 きく 影響 し ます 。 色 は 何 パ ター 
ン も 用 意 し て 試行 負 調 する と よい で し ょ う 。 
今回 は キャ ラ の 動き を 重視 じ っ つ 、 ア イボ 
リー より も キャ ラ が 背景 に な じ む 黄 系 を 選 
択 上 才 だ 。 合 わせ て 、 左 上 の 太陽 も 背 
景 か ら 浮か な いよ うに 色 を 変更 し ます 。 こ 
れ で キャ ラ の 動き が より 見 や すく な っ た と 
思い ます 


全体 の ライ ティ ング を 
20 調整 する 

キャ ラ を 中 心 に 、 向かっ て 左上 が 正面 ( 明 
る い )、 右 下 が 足 元 (暗い ) と は っ きり ね 
か る よう に 画面 に さら に メリ ハリ を つけ ま 
す 。 全体 の レイ ヤー の 最上 部 に [オー バー 
レイ ] モー ド の レイ ヤー を 作っ て 、[ エ ア 
ブラシ] で 色 を 載せ て 調整 し ます 。 
この 調整 に よっ て キャ ラ 左 手前 と 右 下 の 空 
間 が 空い て いる よう に 見 えた の で 、 さ ら に 
疾 怪 の シル エッ ト を 少し だ け 追 加 し まし た 
m. 


2] 紙 の 質感 を 追加 する 


レイ ヤー の 最上 部 に 和紙 の テク スチ ャ を 
置き 、 紙 の 質感 を 加え ます 。 合 成 モ ー ド を 
[オー ペー レイ ] に し て 和紙 テク スチ ャ を 
載せ まし た 。 少 し イラ スト が 重く 感じ られ た 


の で 不 遂 明 度 を 50% 程 度 に 下げ ます 。 最 
後に 全体 を も う 一 度 確認 し 、 MTT. 


URL 和紙 テクス チャ htps7/wwwwkbeizjp/web/ 
dowlosd/jepanese-paper/00035 html 


sey Pont 
D> 二村 を 使う と き の 注意 点 


ここ で は [BEIZ Graphics) (https://www. 
beiz.jp/) さん の 素材 を お 借り し まし た 。 


の も お すす めで す 。 日頃 か ら 外 出 時 に ス 
マ ホ の カメ ラ な ど で 色 々 な 風景 を 撮影 し て 
お く と よい と 思い ます 。 例 えば 、 木 の 表面 


土 な ど は 物 の 質感 を 出す 場合 に 使用 で き 
ます し 、 金 属 や コン クリ ー ト 、 床 も グラ ン 
ジ 素 材 に な り ます 。 


Technique 


SA 


ファ ンタ ジー 和装 の 考え 方 


既存 の 着物 を も と に し て ファ ンタ ジー の 和装 デザ イン を 考え る と き の ポ イン ト を 紹介 し ま 


アイ デア 出し の 方 法 

ファ ンタ ジー の 和装 デザ イン を 考え る 際 に 特に 悩む 
ORTEC, MAMRE EOE 
HL, 77 YRI—OMRTEAPA, Bi, RED 


に 申出 が 必要 な 場合 が 多い か ら で - いっ た と まき 
は 基本 の 着物 を 幸い て か ら 、 パ リエ ーション を 考え る 
と よい で し ょ う 。 女 性 の 基本 の 着物 を も と に 、 思 いつ 
いた 様 元 ・ 陶 元 の アイ デア を 描き 出し て み ま し た 。 ア 」 


ーー 基本 の 着物 — 


イデ ア 出 し の 参考 に し て くだ さい 。 

和 に 限ら ず 西洋 風 ・ 中 華 購 な ど 、 ど た な 場合 に も 共 
通し て 言え る 大 事 な こ と は 、 ペ ー ス と する 衣装 の 一 特 
大 事 な 部 分 を 変更 し な い ・ 期 さ な いと いう 点 で す 。 和 
の 場合 は 衣装 の 「 哲 合わ せ 」 を 左前 に する と いう こと 、 
この 部 分 を 押さ えて お け ば どん な デザ イン で も 和風 品 
作 表装 に な る と 思い ます 。 


Fit, MEER 
し て いる デザ イン 


ARDENDECKL, z 
れ を アレ ンジ する 


REOMeeRAMRER 
せる よう に アレ ンジ 


Romy eee, x 
BRR Fr 


水着 の よう な アレ ンジ で 、 
分 が リポ ン の よう 
no 


FLAMES EAE CH 
し た デザ イン に 


AMET bOORML 
て キタ クシ ー に 


aceras, Menke 
デフ ォ ル メ 


SS 


生地 を 入れ 替え て 印象 を 大 RIMM LI, PM RBDFLADEJET LY 
aae aoan? 2 


マン ト の よう に 仕立 て た 。 
BRIGBIOE MET IA 


Brise MT ウエ スト を 答 調 し た ダイト な 
CHUL AMIENS ドレ ス 風 に 構造 を 変え た 


胸元 を 大 きく 開け て 、 カ ッ プ 診 也 の 衣装 の よう な デザ 全休 的 に 布地 を 系 ちか くし 、 タイ ド で ヤク シー な 衣装 と 、 
を 見 せる デザ イン に CARR REVI peame 


m 


SA 


Technique 

ss J+ N ` ` 
ファ ンタ ジー 和装 の バリ エー ショ ン 
さま ざま な 和装 を ペー ス に 、「 戦 闘 系 」「 革 華 系 」「 巫 女系 」「 被 り 物 」 の 4 つの バリ エー ショ ン を 創作 し て み ま し た 。 


参 様 な 和 装 の 中 か ら キ ャ ラ の イメ ー ジ に 合う も の を ペー ス に 選び つつ まとめ て いま す 。 


戦闘 系 
RERHR, E 
に し て 、 動 き や す さも 重視 し た アレ ンジ 
に し て いま す 。 


豪華 系 

花 処 衣 装 や 十二単 ・ 打 掛 な ど 重厚 な 衣装 を ベー ス に 
アレ ンジ し て いま す 。 前 帯 を デザ イン し た と き は 巡 
の 形 や 装 館 を よく 見 える よう に し まし ょ う 。 


i | 


SAA 


UDIO PAINT 


illustration by 七 原 し え 


迫力 の ある 構図 で 描く 
Character 6 


saz js 


迫力 の ある イラ スト に し あげ る た め に は 、 キ ャ ラ 

の 配置 と と も に 背景 の 小物 や エフ ェクト な ど で 動 

き を つけ て いく こと も 大 切 で す 。 こ こ で は イラ ス 

トレ ー タ ー・ 七 原 し え が 、 ダ ー ク ファ ンタ 

イス ト の 戦士 を 主題 と し て 、 師 力 ある 構図 の 考え 

方 、 作 画 の 効率 化 、 エ フェ クト の テ ッ ク な ど 
し ます 。 


Making 


メイ キン グ 
迫力 の ある 構図 の 
N ラフ を 描く 


甲 貼 を 身 に つけ た 戦士 の 男性 が 木 の 上 で 
剣 を 材 え る シー ン の ラフ を 摘 き まし た 本 
ラフ の 基本 的 な 描き 方 は 、Character 5 と 
同じ で す 。 周 囲 に は カラ ス の 群れ を 飛ば し 
て 、 暗め の 印象 の ファ ンタ ジー イラ スト を 
目指 し ます 。 

また 、 ラ フ の 段階 で エフ ェクト を 入れ て い 
ます 。 エ フェ クト の 色 や 入れ 方 で イラ スト の 
印象 は 大 きく 異な り ま す 。 最 初 の ラフ の 時 


る た め に エフ ェクト を 入れ て いま す 。 一 番 
後 ーション で 作り まし た 。 


Ay Pont 

("中 心から 広がる 構 回 に する 

画面 いっ ぱい に キャ ラ を 描き つつ 、 飛 び 出し て くる よう な 動き を 出す た め | 
中 央 か ら 放射 線 状 に パース を 取る 構図 に し て 、 ガ イド を 作成 し まし た 
四方 に 向かっ て パー ツ を 置く と 、 全 体 的 な 見 え 方 に 広がり が も た ら さ れ イ ラス ト に 
追 が 出 ます 。 さ ら に 画面 中 央 を 中 心 に し た 本 円 状 に モチ ー フ (H を 配置 する 
こと で も 視線 を 中 央 に 集め て いま す 。 中 央 の 重要 な モチ ー フ (キャ ラ ) に 視線 を 
謗 放さ せ 、 四 方 へ の パー ツ で 画面 全体 の 広がり を 見 せる と いう 流れ で す 。 


POINT 
ラフ か ら レ イヤ ー を 分 ける 
ラフ は パー ツ ご と に 6 つの レイ 
け て いま す 。 キ ャ ラ レ 
イヤ ー、 キ ャ ラ の 背後 の 大 き 


BROLAY—, Fr FBS 
て いる 木 の レ イヤ ー、 骨 の 移 
か ら 本 円 状 に 渦巻く 骨 の レイ 1 
ヤー、 手 前 に 飛ぶ カラ ス の レー キャ ラ レ イヤ ー 大 まな 居 の レイ ヤー 


イヤ ー、 グ ラテ ョ ン だ け 
の 背景 レイ ヤー で す 。 ラ フ か ら Na 
レイ ヤー を 分 ける の は ラフ で 13 I 
細か く 画面 設計 する た めで す 。 Zr 4 ae ist 
レイ ヤー を 分 ける と 、 調 整 が し I 
や すく な り ます 。 a - 
weCROL TY 手間 に 捕え の レイ ヤー BRL 


n 


r, POINT 
キャ ラ の 全体 像 を 伝え る 構 


構図 を 考え る と き は 、 用 途 や 伝え た いこ と を 踏ま えて お く こ と 
も 大 切 で す 。 例 えば 、 商 業 イラ スト の 場合 「1 枚 絵 で キャ ラ 
の 全体 係 を 伝え た い 」 と いう 発注 は よく あり ます 。 

この 場合 、 初 見 で キャ ラ の 全体 像 が すべ て 伝わる よう に する 
た め に 、「 顔 の 造形 」「 髪 型 」「 服 装 」「 身 長 」「 武 器 」 な ど 
多く の 要素 を 1 枚 の 絵 で 見 える よう に し な けれ ば な り ま せん 。 


な を 目 立 だ せる 」 な ど が 基本 で す 。 理 調 に な ら な いよ うに し 
つつ 、 全体 像 を 伝え る 構図 と ポー ズ を 考え ます 。 


ORDA bas 
服装 の 全体 像 が わか る 
髪型 が わか りや すい 

ORE (小物 ) の 作り が わか りや すい 


OO エフ ェクト が キャ ラ を 邪魔 し な い 位置 3 
に 入っ て いる 

OO 首 ・ 扇 ・ 脆 ・ 胸 、 胴 の くびれ が は っ 
きり 見 える 


AERO TH hate Blt d DV IEE Ly 
服装 の 正面 が 見 えな い 

へ 靖 に エフ ェクト が か か っ て いる 

へ 武器 (小物 ) が 目立た な い 位置 に あ 


も ちろ ん 、 ご これ は 基本 の 考え 方 で す 。 例 えば 背中 に 相当 
ン パ クト の ある モチ ー フ が あれ ば 、 そ ちら を 見 せる よう な 橋 


図 に し た ほう が よさ そう で す 。 何 か ひと つ を 独 く 目立た せる た 
め に 、 他 の 部 分 を 伝わり に くく する と いう こと で す 。 さ ら に は 、 
他 の イラ スト と 並べ る と と も あっ て 、 そ れ ら と か ぶら な いよ う 
に 振り 返り や 横向 き の 衝 図 に する こと も あり ます 。 違和感 や イ 
ン パ クト 重視 の た め に 大 胆 な 格 図 に する こと も 考え られ ます 。 
特に 発注 者 の いる 商業 イラ スト で あれ ば 、 何 を 描く か だ け で 
は な く 、「 ど の よう に 使う か 」「 何 を 伝え た いか 」 を 確認 し て 
お く と 構図 の アイ デア が 浮か び ぴ や すく な る の で お すす めで す 。 


AREER RETIN T HS, 

服装 の 正面 が 見 えな い 

へ 武器 (小物 ) が 枠 か ら 切れ て いる 

へ 人 物 パ ペー ツ の あちこち が 画面 か ら 切 
れ て いる (キャ ラ 部 分 の み を 使用 し た 
広告 な ど に 加工 し に くく な る ) 


Sy. or 
キャ ラ の 構図 の 名 称 

仕事 の 依頼 な ど で は 、 キ ャ ラ を どの 
程度 描く か と いう 村 図 の 指定 が 入る こ 
と も よく あり ます 。 例 えば 、 頭 か ら つ 
ま 先 まで 切る こと な く 画 面 枠 内 に 収め 
る 「 全 身 イラ スト 」、 頭 か ら 陸 ま で を 
描く 「 ニ ー ア ッ プ 」、 頭 か ら 胸 部 (HED 
まで を 描く 「 バ スト (ウェ スト ) アッ プ 」 
な ど が 代表 的 で す 。 デ ザイ ナー が トリ 
ミン グ し や すい よう 、 少 し ひい た も の 
る と ペスト で す 。 ゲ ー ム な ど で あ 
れ ば 、 仕 様 書 に 記載 が ある こと が 多 
い の で チェ ッ ク す る と よい で し ょ う 。 


ET 


KAR ウェス ト デ アッ ズ 
ELE EE 
りか ら 上 を 中 必 に 導く 場合 


ニー アプ 
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HE 


02 線画 を 描く 


キャ ラ の ラフ レイ ヤー 記 の み を 表示 し て 、 
まず は キャ ラ の パー ツ の 線画 を 描き ます 。 
今回 の イラ スト は 画面 全体 が 暗め な の で 


[鉛筆 】 ツー ル の [薄い 鉛筆 ] 
を 使っ て いま す 。 プラ シ サ イズ は 7 前 後 で 、 
線 の 強 器 の メリ ハリ は ブラシ の 和伸 圧 で 描 
き 分 け ま す 。 強 く 力 を 入れ て 描け ば 太く 濃 
く 、 カ を 入れ ず に 描く と 細く 薄い 線 を 描く 
こと が で きま す 。 


MvO 筆 圧 の 設定 を する 

筆 圧 の デフ ォ ルト 設定 が 合わ な 
い 場 合 は 自分 で 調整 する こと が 
可能 で す 。 CLIP STUDIO PAINT 
の 委 圧 設定 は メニ ュー [774 
Je] (macOS の 場合 は メニ ュー 
[CLIP STUDIO PAINT]) — [3 
圧 検 知 レ ベル の 調節 ] を 実行 
て か ら キ ャ ン バ ス に 普段 自分 の 
第 圧 で 強 器 の つい た 線 を 引く こと 
で 、 設定 を 登録 で きま す 。 


キャ ラ と 尻尾 (背骨 ) 

03 の 下地 を 塗る 
キャ ラ と 尻尾 (背骨) は 別 の 線画 と 下 
地 で 作っ て いま す が 、 塗 り の 作業 は この 
STEP で 両方 に 対し て 行い ます 詞 。[ 塗 り 
つぶ し ] ツー ル な ど で は 塗り 残し が 出 て 
き て し まう の で 、[ 囲 い 塗り ] ツー ル を ダ 
ウン ロー ド し て 使用 し て いま す 。 装 飾 な ど 
は パー ツ の 上 に 新規 ヒレ イ ヤー を 作成 し 、 ク 
リッ ピン グ し て そちら に 描き 込み ます 。 そ 
の ほか 、 細 か い 模 様 な ど は ある 程度 イラ 
スト が 完成 し て か ら 、 全 体 の パラ ンス を 見 
つつ 描き 込ん で いく の で ここ で は いっ た ん 
保留 と し ます 。 


| 」 維 レイ ヤー を 作成 し クリ ッ 
ピン グ し て 描き 込む 


04 影 を っ つけ る 


進め る に つれ 線画 や 着 彩 な ど レ イヤ ー が 
複雑 に な る た め 、 レ イヤ ー パ レッ ト 内 で フォ 
ル ダ ー 管 理 を 行い ます 園 。 下 地 で 着 彩 パー 
ツ を クリ ッ ピ ング し て いな い の で 、 着 彩 フ ォ 
ル ダ ー を 作り 、 そ こ で 作業 し ます 。 直 接 影 
レイ ヤー (全体 影 ) を [クリ ッ ピ ング] し 、 
影 を 描き ます 園 。 こ の 際 フ ォ ル ダー の 合成 
モー ド は [通常 ] と し 、 レ イヤ ー プ ロ パ ティ 
の [境界 効果 ] を 主 の よう に 設定 し て いま 


分 囲 や ぼかし 幅 は 後 か ら 調 整 で きる の で 、 
イラ スト 全体 を 見 な が ら 雰 囲 気 に 合 っ た パ 
ラメ ー タ ー に 微 調整 し て いま ます 。 


ei | 
Da | Se 


til 


囲い 塗り ツー ル を 探す 

【 周 い 塗 り ] ツー ル は 、 ざ っ くり と 囲っ た 線画 の 中 を ほど よい 形 で 塗っ 
て くれ る ツー ル で す 。CLIP STUDIO ASSET Cla, AMSA 70 
URI] ツー ル が 公開 され て いる の で 、 自 分 に 合っ た も の を 探し て 
みる と よい で し ょ う 。 私 は K96 AO AMARC BTS Ya 
1D:1643346) を よく 利用 し て いま す 。 


ne 


05 さら に 細か い 影 を 
つけ る 
Character 5 の STEP 10 (p103) と 同 
様 に 、 さ ら に 細か い 影 を 追加 し な が ら キャ 
ラ 全 体 の 影 の 渡さ を 微 調整 し て いき ます 。 
同じ よう に も う 1 枚 レ イヤ ー を 作成 し [ 乗 
A] に し ます 。 全 体 周 レイ ヤー の 上 か ら 
クタ リッピ ング し て 「 細 部 影 」 レ イヤ ー と し 、 
細か い 影 回 を つけ て 立体 感 を 出し ます 訓 。 
この レイ ヤー に は [境界 効果 ] は 設定 し 
て いま せん 。 ひ だ の 王 番 内 まっ た 部 今や 
パー ツ と パー ツ が 重なっ た 部 分 に 重ね 浴 
り を し て 全体 の バテ ンス を 見 て いき ます 。 


MEMO IS RROAE OB 
境界 株 が 太め の 場合 は アナ ログ 


細め の 場合 は アニ メ 塗り の 


下地 を 塗っ た 

06 色 を 塗り 重ね る 
STEP 03 の 圏 で 下地 を 塗っ た レイ ヤー 
新規 レイ ヤー ([ 通 常 ] RE) を クリ ッ ピ 
LOL, SOP REKOEOL)E 
ね を し て 立体 感 を 出し て いき ます 。 単 一 の 
色 で 塗り つぶ し た パー ツ で は の っ ぺり し て 
いる の で 田 、 ま ず こ こ に 図 の 三 色 を 使用 し 
て 色 ム ラ を 追加 し ます 。 色 ムラ と し て 使う 
色 の 選択 に よっ て イラ スト 全体 の イメ ー ジ 
が 変わ っ て くる の で 、 さ ま ざ ま な 色 を 試し 
て みて くだ さい 。 こ こ で は 、 身 体 の 奥まっ 
ABNOR, EWS SBC M 
系 を 使い ます 。 こ れ ら を [エア プラ シ ] で 
MERU RISES 1 枚 新規 レイ 
ヤー を 作成 し [乗算] モー ド に 設定 し て ク 
リッ ピン グレ し 、[ エ アプ ラ シ ] THROM 
まっ た 部 分 ・ へ こん で いる 部 分 を 薄く な ぞ 
る よう に し て 身体 の 立体 感 を 出し まじ: 


120 


07 光沢 が ある 
金属 を 表現 する 
IED AYE, 金属 の 部 分 は 少し 塗り 
方 を 変え ます 。 ま ず 、 着 彩 レイ ヤー に 新規 
レイ ヤー を クリ ッ ピ ング し 、STEP 06 と 同 
じ 色 で 色 ム ラ を 載せ ます 調 。 次 に 影 を 師 
加 し ます 。 新規 レ イヤ ー を 作成 し [乗算] 
定 し て クリ ッ ピ ング し 、[ エ アブ 
ラ シ ] で 奥まっ た 部 分 ・ へ こん で いる 部 分 
を 薄く な ぞ り ま す 。 き れい な つる つる し た 
金属 で は な く 使 い 右 し た よう な 、 部 参 交 に 


最後 を 入れ ます 。 入れ る 場所 は 画 
の 青 線 で 示し た よう な 、 金属 と 金屋 の 重 な 
リ ・ 金 属 の フチ と な る 部 分 で す 。 こ こ に 光 
が 集まり ます 。 新規 レイ ヤー を 作成 し クリ ッ 
ピング し で 薄い 鉛筆 ] プラ シ で 線 
に 強敵 を つけ な が ら 輪 部 を 描く よう に -: 
を 入れ ます 園 。 今 回 は 薄め の 黄色 に し ま 
し た が 、 光 沢 の 色 に よっ て 金属 の 印象 が 
変わ っ て くる の で 他 の 色 も 試し て みる と よ 
いで し ょ う 。 


R 


08 キャ ラ を 仕上 げ る 


STEP 05 ~ 07 と 同様 に 「 色 ムラ を 描く ご 
さら に 立体 感 を つけ る 
いっ た 手順 で 全体 を 描き 込ん で いき ます 。 
パー ツ ご と に 塗っ た レイ ヤー それ ぞ れ に 対 
し て 新規 レイ ヤー を クリ ッ ピ ング し て 塗り 重 
ね ます 。 

金属 以外 の 部 分 に も 、 金 属 の 光沢 と 同じ 
色 で 、 輪 部 に 沿っ て 光 の 色 を 入れ ます 。 
入れ すぎ る と 全身 が て か て か に 見 えて し ま 
う の で 金属 部 分 より は 控え め に し ます 。 布 
部 分 に は [エア プラ シ ] な ど で 薄 く 広い 
節 団 を ぼかす よう な イメ ー ジ で 入れ る と 質 
感 の 税 い を 表現 で きま す 四 
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09 骨 部 分 を 仕上 げ る 


円 状 に な っ て いる 尻尾 (HA) DFO 
の 部 分 は キャ ラ と は フォ ル ダ ー を 分 け て い 
る の で 、 こ こ で は 別に 作業 を 行い ます 。 ま 
ず 少 し 線画 の 手直し を し た あと に 、 影 つけ 
を 行い 、 さ ら に キャ ラ 全 体 を 仕上 げた 工程 
と 同じ 作業 を 行い ます 。 骨 の 失っ て いる 部 
分 は 、 色 ムラ と 立体 感 つ け の 色 を 濃い 目 
に し て 、 骨 の 輪郭 を 強調 し て いま す 囲 、 こ 
れ で キャ ラ の 基本 着 彩 が 完了 で す 四 。 


キャ ラ の レイ ヤー を 
10 まとめ る 


背後 の 羽 を 描き 込む 前 に キャ ラ レ イ ヤー を 
まとめ ます 。 新 規 レ イヤ ー フ ォ ル ダー を 作 
REL, BEA] に 設定 に し て か ら 、 こ こま 
THOT ADORE BS + BZA 
ダー を すべ て 格納 し て 「 人 物 」 フォル ダー 
と 名 前 を つけ まし た 。 キ ャ ラ の 背後 に 描き 


込み を する 際 は 、 と の フォ ル ダ 二 の 不 天 
明度 を 少し 下げ 団 、 キ ャ ライ ラス ト を 半 透 
明 に 表示 し な が ら キ ャ ラ と の パラ ンス を 見 
つつ 作業 し ます 図 。 


m 

フォ ル ダ ー を [al 
a) モー ド に し て 
か 不通 明度 を 変 
Ere 


BMAD eB 


表示 きせ た 状態 


1 羽 の 線画 を 描く 


羽根 ラフ を 表示 させ 、 こ ちら も 不肖 明度 を 
少し 下げ て 、 そ の 上 か ら 線 画 を 描き 込み 
ラフ の 印象 が 変わ ら な いよ うに な 
る べく ラフ の シル エッ ト か ら 大 きく は み 出 
さ な いよ うに 気 を つっ け な が ら 、1 枚 ずつ 羽 
を 描い て いき ます 。1 枚 ずつ だ と 大 変 か と 
思う か も し れ ませ ん が 、 寺 ギラ の 影 に 陣 れ 
る 部 分 は 省 牙 じ で し まう の で そこ まで 手間 
で は な いと 思い ます 。 羽 と 羽 の 重なっ た 部 
分 は 線 を 太く し て 影 を 強調 する よう に し ま 
Fa. 


12 羽 の 下地 を 塗る 


線画 だ け の 表示 に する と 國 の よう に な り ま 
す 。 鳥 の 羽 に は 、 風 切 や 雨 竹 な ど 、 相 の 
骨格 に 治っ た 構造 や 生え 方 が ある の で す 
が 、 こ こ で は それ を 少し 瑞 し ます 。 大げさ 
に ポリ ュー ム 重視 ・ 見 栄え 重視 で 広がっ た 
夏 を 抽 い て いま す 。 

線画 の 下 に 下地 用 の 着 彩 レイ ヤー を 1 枚 
作成 し 、 任 意 の 色 で 塗り つぶ し ます 蔽 。 
非 表示 に し て いた キャ ラ を 表示 させ て みる 
な り ます 。 こ こ で も う ラフ の 
イメ ー ジ が 崩れ て いな いか を 確認 し ます 。 
朋 が 四方 に 広がっ た よう な 形 に な っ て いる 
こと を 再 確認 し た ら 次 の 工程 へ 進み ます 。 


Fan Lt (ダグ レー) ラフ を も と | 
Foume 


3 J 
LIR BAUR ADRES HORE L 
Tue 
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13 Betkita 


SI-RArFSHRREL, BOL 
を 行い ます 。 

下地 用 着 彩 レ イヤ ー の 上 に 新規 レイ ヤー 
を 1 枚 作成 し 、 下 地 より 明る い 色 を 背中 
部 分 ・ 要 の 先 あ た り に エア プラ シ で 少し 


続い て も う 1 枚 新規 レイ ヤー を 作り [乗算 ] 
モー ド に し 、 こ ちら も 若 彩 レイ ヤー の 上 に 
クリ ッ ピ ング し ます 。 

羽 と 羽 の 重なり を 見 な が ら 、 立 体感 が 出 
る よう に 影 を 描き 込ん で いき ます 。 先ほど 
明る い 色 を 塗り 足し た 付近 が 瓦 の 「 手 前 」、 
その 下 に 描か れ た 羽 が 「 育 後 ] に な り ま 
ELi を 入れ て 手前 と 背後 の 
明暗 の 差 で 、 羽 の 立体 感 を 出し まし た 回 。 
影 を 濃く すれ ば する ほど 立体 感 が 強まり ま 
Te 

最後 に キャ ラ を 表示 させ て みて 、 カ ラー バ 
FYAMBITOSD REL, ROWED 
BRRTERYETER, 


14 構図 の ガイ ド を 
再 表示 する 
ラフ 作成 時 に 使っ た 放射 状 に 広がる ガイ ド 


線 を 再 表示 し ます 囲 。 こ れ は 次 の STEP 
か ら 木 や カラ ス な どの 背景 を 描く に あたっ 
て の 準備 で す 。 今回 は ラフ を 手がかり に 
する と 構図 が ぶれ そう に 感じ た の で 、 キ ヤ 


15 本 の 枝 を 描く 


背景 に ある 木 や 枝 を 描き ます 。 木 の 幹 の 
ざら つき を 表現 で きそう な プラ シ を 使い ま 
今回 は CLIP STUDIO PAINT ユ ー ザ ー 
の 有志 が 作っ た プラ シ を いく つか 使用 し て 
いま す 。 ま ず メ イン に な る 幹 と 枝 を 大 ま か 
に 描き ます 園 。 次 に 先ほど の レイ ヤー の 
下 に も う 1 枚 新規 レイ ヤー を 用 意 し 、 メ イ 
ン の 幹 と 枝 よ り 奥まっ た 位置 の 枝 を 暗め の 
色 で 描き 入れ ます 較 。 さ ら に 下 に も 新規 レ 
イヤ ー を 作成 し 、 メ イン の 枝 と 同じ 色 で 枝 
の 時 に ボリ ュー ム を 出し ます 園 。 

さら に 下 に も う 1 枚 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 
木 全体 の シル エッ ト と な る 枝 を 黒 で 描き 込 
み ま す 園 。 核 ば か り で 少し 画面 が うる さそ 
うに 見 えま す が 、 背 景 を 崎 め に する の で 
そこ まで 浮い て は いな いと 思い ます 。 次 に 
Fy FARO TO SRP ROMICRERE 
少し 入れ ます 。 木 の レイ ヤー の 上 に 1 枚 
新規 レイ ヤー を 作成 し 、 ク リッ ピン グ し ま 
Te 枝 の 背後 に あたる 背景 の 色 を スポ イ 
ト で 取り 、[ エ アプ ラ シ ] o [Rod] で 
薄く 色 を 載せ て 背景 に な じ ま せ る よう に 塗 
り 、 校 が 遠く へ か すん で 広がる 様子 を 描き 
ます 。 最 後に 、 ラ フ で 使用 し て いた 背景 レ 
イヤ ー を 表示 させ 囲 、 イ メー ジ 通り で ある 
こと を 確認 し 、 木 の 描き 込み も これ で 終了 
th 


Igea 
ゾ 細か い 枝 の 描き 方 


1 木 の 核 は 二股 に 分 か れ 、 ま た 
その 先 が 二 受 に 分 か れ … と いう 
構造 が 基本 で す 。 BHAT 
ざっ と アタ リ を 取る つも り で 適当 
な ペン で 枝 の ペー ス を 描き ます 。 


し 、 木 の 節 と な る 部 分 を ペン 
CHERLES, HEAD 


き 細 か い 小枝 を 描き 込み ます 。 
二股 で す 。 三 腔 の 一 方 
は 途中 で 止ま り 、 一 方 は 長く 伸 
び 、 ま た 二股 に 分 か れ … と いう 
ニ ジン で 拭く と 、 自 然 な 感じ が 
出せ る と 思い ます 。 


16 カラ ス を 描く 


キャ ラ の 手前 に 飛ぶ カラ ス の 描き 込み を 
行い ます 。 キ ャ ラ の 牙 度 に な ら な いよ う 複 
雑 な 線 で の 描き 込み は 行い ませ ん 。 

ラフ と 同じ よう に 黒 で シル エッ ト を 描き | 
背景 色 で 使用 し て いる 一 番 明る い 色 と 同 
じ 色 で 型 の 質感 を 少し 加え る だ け で す 国 。 
最後 に キャ ラ と 背景 を 表示 させ て 間 題 が な 
FRED PADMEDAHT THE 


17 星空 を 描く 


ラフ で 使用 し て いた 背景 レイ ヤー を その ま 
ま 使用 し ます 。 新規 レイ ヤー を 背景 レイ 
ヤー に クリ ッ ピ ング し 、 ス プレ ー で 空 の 星 
を 少し 散ら し て お きま し た 。 星 レイ ヤー は 
白 で 描き 込ん だ あと で [透明 ピク セル を 
ロッ ク ] を オン に し 、 と ころ どこ ろ 青 や 赤 
な ど に 色 を 塗り 替え て か ら も う 1 枚 新規 レ 
イヤ ー を 作成 し 、 上 か ら ク リッ ピン グ 。 色 
を つけ た 星 の ま わり に [エア プラ シ ] で 
薄く 同じ 色 を 載せ て か ら 不 透明 度 を 下げ 、 
ぼん や り と 時 が 光 っ て いる 様子 を 出し まし 
+. 


REAKUTHES, MORBIIEA 
PYERUTUSLICHE 


126 


g Mies 
18 調整 する 


ここ か ら 全 体 を 見 な が ら の 細部 の 描き 込 
み 調 整 を 行い ます 。 


・ 骨 が 剣 の 背後 に な る よう レイ ヤー マス ク 


k を 追加 し まし た 圏 。 章 
指 を 描き 加え る か 償 ん だ の で す が 画 面 
が うる さく な り そ う な の で な し と し まし た 

Er FOROGORMEMEMA, JGR 
レイ ヤー を [Bee (発光 )] 
し て 盾 の 色 を は っ きり と させ まし た 

・ 宛 の ツノ 郡 分 に を 追加 し まし た 困 

・ 右 の 名 の 筋 を 追加 まし た 。 こ ちら は つ 
け 加 えた い 場 所 の 色 を スポ イト で 取り 、 
線画 の 上 か ら 直 接 描き 込み ます 男 

・ 足 まわ り の 着 彩 レイ ヤー に 新規 レイ ヤー 
を 1 枚 ク リッ ピン グレ し 、 影 と 同じ 色 を 使 
用 し [エア プラ シ ] © (Rom) で 足 の 
内 まっ た 部 分 を 暗く し て 組ん だ 足 の 後ろ 
と 手前 と の 明暗 を 強調 させ まし た 困 

・ 表 の 色 が 画面 か ら 浮い て いた た め 、 骨 
の 明る さ を 少 し 落と し まし た 國 


その ほか 、 木 に 落ち る キャ ラ の 影 や カラ ス 
の 羽 に 影 を 追加 し 、 最 後に 線画 の 色 を 束 
えて 描き 込み 終了 で す 。 
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% 
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19 背景 の 色 と な じ ま せ る 


今 まで 描い た キャ ラ な ど と 、 背 景 の 色 を 
な じ ま せ ます 。 背景 レイ ヤー 國 (BLA 
ヤー な ど を クリ ッ ピ ング し て いる ベー スレ イ 
ヤー) を 複製 し [乗算] モード に し て 、 キ ャ 
ラ の レイ ヤー フォ ル ダ ー に クリ ッ ピン グ し ま 
複製 し た レイ ヤー の 不 衝 明 度 を 調 
整 し て 、 育 景 と キャ ラ が な じ む 値 を 探し ま 
最後 に 、 顔 の 部 分 や 光 が 当 た る 部 
分 を 消し ゴム で 消す 図 に こと で 、 の っ ぺり 感 
を な くじ ます 。 羽 や 背後 の 木 に も 同様 に 背 
景 の 複製 レイ ヤー を 載せ て 調整 し ます | 
これ で 画面 全体 の 統一 感 が 上 が り ます 。 
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エフ ェクト の 

20 描き 込み 
すべ て の フォ ル ダ ー の 一 番 上 に エフ ェクト 
用 フォ ル ダ ー (G8) 設定 ) を 作成 し ま 
す 。 そ の 中 に 新規 作成 する レイ ヤー は [ 加 
算 (発光 )] モー ド で す 。 ま ず ポ イン ト と 
な る 部 分 、 つ まり キャ ラ の 目 と 盾 の 目 の 部 
D HORB BOB, PHON 
に 光 を 描き 込み ます 園 。 も う 1 枚 [加算 ( 発 
光 )] レイ ヤー を 作成 し 、 先 ほど 光 を 入れ 
た 部 分 の 周辺 に エア プラ シ で 大 きめ に 
を 錯 き 込み ます 団 。 さ ら に も う 1 枚 [加算 
(発光 )] レイ ヤー を 作成 し 、 剣 の 刃 で 
字 に 輝く 光 を 描き その レイ ヤー を 復 製 し 少 
し 縮小 し ます 。 複 製 し た ほう を BUS 
(発光 )] モー ド と し 、 最 初 の 十字 レイ ヤー 
より ずら し た 場所 に 置き ます | 
も う 1 枚 レ イヤ ー を 作成 し 、 こ ちら は [E 
い 焼 き (発光 )] モー ド に し ます 。[ エ アブ 
シ ] で 十字 の 光 の 周囲 に さら に 薄く 光 
を 追加 し 、 画 面 全体 の 光 の 量 を 調整 し て 
薄く 色 を 戴 せる よう な 印象 に し ます 国 。 
最後 に 刃 か ら 散 る 光 の 羽 と 周 団 の サー ク 
ル 状 の 光 で す 。 そ れ ぞ れ [加算 (発光 )] 
レイ ヤー を 作成 し て 描き 込み ます 國 。 
それ ぞ れ を 別々 の レイ ヤー に 描い て いる 
の は あと で 配置 を 調整 する 可能 性 を 考え 
て いる た めで す 。 
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Ld 
= 


2] ぼかし を 入れ る 


最後 に 遠近 感 を 出す た め 画 面 全体 に ぼ か 
し を 入れ ます 。 

まず エフ ェクト の レイ ヤー フォ ル ダ ー と カラ 
ス の レイ ヤー フォ ル ダ ー を 非 表 示 に し た 状 
HET JPEG 画像 を 作成 ・ 保 存 し ます 園 。 
この 画像 を CLIP STUIDO PAINT で 開い 
て 、 メ ニュ ー [フィ ルター] 一 [ぼかし ] 一 [ ガ 
ウス ぽか し] を 選択 し 、 画 像 を か し ます 
GL 数 値 が 高い ほど ぼや け ま す 。 ぼ か し 
た イラ スト の 画像 を 、 カ ラス の レイ ヤー フォ 
ル ダ ー と エフ ェクト の レイ ヤー フォ ル ダ ー 
の 下 に ぼかし 画像 レイ ヤー と し て 入れ る と 
Bnksernysr, COSTED 


ぼかし 加工 を カラ ス に も 行い ます 。 カ ラス 
の レイ ヤー フォ ル ダ ー を 複製 し 、 複 製 し た 
ほう の フォ ル ダ ー を 右 クリ ッ ク し て [選択 中 
の レイ ヤー を 結合 ] を 選び 1 枚 の レイ ヤー 
に まとめ ます 。 こ の レイ ヤー に 先ほど と 同 
じ よ うに 【[ ガ ウス ぼかし] を 入れ 、 レ イヤ ー 
マス ク を 作成 し て か ら 画 面 の 端 に ぽか し が 
残る よう に [消し ゴム ] ツ ー ル の [軟らか め ] 
で 必要 な 箇所 を 消し て いき ます (先ほど は 
レイ ヤー マス ク を 作成 せ ず に 直接 [消し ゴ 
L] で 消し まし た 。 直接 [消し ゴム ] 
し て も 、 レ イヤ ー マ ス ク で 消し て も 、 ど ちら 
で も よい と 思い ます )。 今 回 は 複製 元 の カ 
ラス の レイ ヤー フォ ル ダ ー に も 加工 を 行い 
ます 。 カ ラス の レイ ヤー フォ ル ダ ー に レイ 
ヤー マス ク を 作成 し 、 さ き ほ ど 複製 ・ 結 合 
し た レイ ヤー で ぼかし を 残し た 箇所 と 重 な 
る 部 分 を [消し ゴム ] ツー ル の [軟らか め ] 
で 消し て いき ます 。 

これ で 画面 の 端 は 記 く ぼや け て いる 状態 、 
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ぼかし を 強調 する 

シャ ー プ な バー ツ の 上 に 
どう し て も ぼかし が 甘く な り ま す 。 ぼ か し の 下 の シ ャ ー プ な 
[消し ゴム ] で 消し て 、 よ り ば か し が 強調 され る よう に し て いま す 。 


か し レイ ヤー を 載せ る と 下 が 授 ける た め 、 


ッ を 


22 調整 し て 仕上 げ る 


イラ スト 全体 の 最終 確認 で す 。 エ フェ クト 
が 少し 足り な いよ う の で 、 前 に 作 
成 し た エフ ェクト 用 の レイ ヤー フォ ル ダ ー 
の 中 に Be (発光 )] レイ ヤー を 1 
枚 作成 し 、 キ ャ ラ の 体 に 当たる 光 の 効果 
を 強め に 追加 し まし た 還 。 

さら に 質感 を 少し 上 げ る た め に テク スチ ャ 
を 追加 し ます 。 今回 使用 し た の は 家 の 自 
転 車 置場 の 床 を 撮影 し た 写真 で す 回 。 
床や 外壁 や 石ころ の 写真 な ど 、 使え る も の 
は 何で も 使い ます 。 デ クス チャ の レイ ヤー 
を [オー パー レイ ] モー ド に 設定 する と 、 
床 の ザラ っ と し た 質感 が イラスト に 追加 さ 
等 E た 。 こ れ で イラ スト は 完成 で す 回 。 


SA 


Technique 


RMR WHA 


CLIP STUDIO PAINT の 境界 効果 に は 「 フ チ 」 と 「 水 彩 境 界 」 の 機能 が あり ます 。 フチ を 設定 する と 塗っ た 場 
所 の 外側 に 線画 の よう な 輪郭 線 が で きま す 。 こ れ を うま く 使 うと イラ スト を 効率 的 に 描け ます 。 


境界 効果 の [フチ] を 活用 する 
境界 効果 の [7F] th TIRE 
た 部 分 に フチ の よう な 境界 線 を 自動 的 に 
TATIMET. ROR DEB 
界 ] は 、 ア ナ ロ グ で 水彩 絵の具 を 使用 し 
た 際 に で きる 、 ぼ ん や り と し た 輪郭 が 表現 
CEES, レイヤー 単体 に 設定 する 以外 に 
も 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー に 設定 する こと も 
で きま す 。 輸 郭 線 の 太 さ と 色 は [レイ ヤー 
プロ パテ ィ ] バレット か ら 変 更 可 能 で す 。 
ここ で は 、[ フ チ ] の 機能 を 使っ て 、 効 率 
的 に 描く テク ニッ ク を 紹介 し ます 。 


ANDR フチ 
(レイ ヤー プロ パティ] パレット が 表示 され 
て いな い 場 合 は 、 メ ニュ ー [ウィ ンド ウ ] 
ー [レイ ヤー プロ パチ ィ ] を 肖 所 する 


線画 を 描か ず に 輪郭 線 が で きる 
HIDES ERE, ne 
RO [7 FI で 自動 的 に 描く よう に すれ ば 、 
線画 を 描く 手間 が 省け て 作業 の 効率 が 上 
が り ま すず 。 こ こ で は 菊花 で 解説 し ます 。 


ラフ も 必要 な い の で 、 慣 れる と 短 時 
間 で 仕上 げ る こと が 可能 に な る 


8 


菊 の 花 の アタ リ を 描き ます 。 菊 は 、 花 
者 が 固まっ て いる 上 部 と 花弁 が 垂れ 
下がっ て いる 下部 に 分 け て 考え られ 
ます 。 上 部 と 下部 の アタ リ を 描い て 、 
パラ ンス を 考え て お きま す 。 
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ラフ は 描か ず 、 本 画 で 描き ます 。 レ イ 
ヤー を 右 ク リッ ク し [新規 レイ ヤー フォ 
ル ダ ー] を 作成 し 、「 下 部 」 と 名 づけ 
ます 。 そ の 中 に 新規 レイ ヤー を 1 枚 
作成 し [レイ ヤー プロ パテ ィ ] パレ ッ 
ト か ら 境 界 効 果 [フチ ] を 設定 し ます 。 
[フチ の 太 さ ] は 3、[ フ チ の 色 ] は 
茶色 で す 。 下 部 の 垂れ 下がる 花弁 か 
ら 、 パ ラン ス を 考え な が ら 黄 色 で 描き 
まれ 


最初 に 作成 し た レイ ヤー と 同じ 設定 
の レイ ヤー を 作成 し 、 花 弁 を 描き 込ん 
で いき ます 。 花弁 と 花弁 が 重なる 部 
分 は レイ ヤー を 分 け て 描き 込む た め 、 
重なる 部 分 が 多けれ ば 多い ほど レイ 
ヤー の 数 が 増え ます 。 ポ イン ト は 、 同 
じ よ うに 下部 に 向かっ て 広がっ て いる 
よう に 描い て 、 密 度 や 方 向 を ラン ダム 
に する こと で す 。 そ の ほう が 自然 な 花 
に で きま す 。 


者 の 番外 人 to 


4 
BOA BAW, RL 
殻 と な る 花弁 を 描き ます 。 こ こ で 上 部 
の 花弁 の 固まり の ポリ ュー ム が 決ま り 
ます 。 


7 

奥 側 の 花弁 を つけ 加え て ポリ ュー ム を 
調整 し 、 花 の 部 分 の ペー ス が で きま 
し た 。 


10 

各 レ イヤ ー フ ォ ル ダー に 直接 新規 レイ 
ヤー を クリ ッ ピ ング し 、 [オー バー レイ ] 
や [焼き 込み (リニア )]、[ 乗 算 ] の 
合成 モー ド で 色 の グラ デー ショ ン や 影 
を 追加 し て 立体 感 を 表現 し ます 。 


Beana 


「 下 部 」 フォ ル ダ ー の 上 に 新規 レイ 
ヤー フォ ル ダ ー「 中 間 」 を 作成 し 、 
今 ま で と 同じ 境界 設定 の レイ ヤー を 
作成 し ます 。 こ こ で も 花弁 が 重なる 部 
分 は レイ ヤー を 分 け て 描き 込み ます 。 


anors 


ea 


RER ELEMOMMLAT- 
を 作成 し て 描き ます 。 こ ちら も 境界 効 
R [フチ ] で 描き 込み まし た 。 


Tl 
BECMOCMBRETL RE 
茎 に も 影 や テク スチ ャ を 入れ て 終了 
で まれ 


ZOMOROVA YHA, レイ ヤー が を 
く な る が HAP AEE SERRE 
拉 き 方 で 強く こと が で きる 。 宙 身 を 表示 
せ て いな い フォ ル ダ ー の 中 に 、 ERO | 
イヤ ー が 大 重 に 格納 きれ て いる l 
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「 中 間 」 フ ォ ル ダ ー と 「 下 部 」 フ ォ ル ダ ー 
の 間 に 新 規 レ イヤ ー フ ォ ル ダー [A 
側 」 を 作成 し 、 内 側 の 隙間 が な く な 
る よう レイ ヤー を 追加 し な が ら ひ た す 
花弁 を 描き ます 。 


細部 を 描い て 整え ます 。 同 じ レ イヤ ー 
内 に 描い た 花弁 の 重なり に は 境界 線 
が あり ませ ん 。 該 当 す る レイ ヤー の [ 遂 
明 ピ クセ ル を ロッ ク ] し 、 直 接 境界 線 
を 描き 足し ます 。 使 用 する 色 は 輸 部 
線 で 設定 し た 色 で す 。 そ の ほか 、 花 
弁 の シワ の 線 や 細部 の 線 も ここ で 描 
きま す 。 


SSA 


+e 


SS 


衣装 の 装飾 を 効率 的 に 描く 
表装 に つけ る 細か いひ も な どの 装飾 は 、 線 画 の 際 は 描き 込ま ず 、 イ ラス ト 全 体 の 若 形 が 完成 し た 後に 上 か ら つけ 足 
す よ うに し て 描き 込ん で いま す 。 そ の 際 に 、 境 界 効 果 を 利用 し ます 。 


o X ye 


同じ 境界 効果 設定 の 新規 レイ ヤー を 次 に 同じ 境界 効果 設定 の 新規 レイ 
設定 し 、 任 意 の 色 を 決め て か ら 交 差 上 か ら 作 成 し 、 リ ボン の 部 分 を 描き ま 。 ヤー を 上 か ら 作成 し 、 り ポン と な っ て 


する 線 を 描き ます 。 + いる 部 分 を 描き ます 。 
Xe Ke x“ 

4 5 6 

房 な どの アク セ サ リ ー 用 新規 レイ ヤー すべ て の レイ ヤー の (BEG さら に 、 新 規 レ イヤ ー を 作成 し URR] 

を 作成 し 、 そ れ ぞ れ 描き 込み ます 。 を ロッ ク ] し て は み 出 し を 防ぎ 、 直 接 モード に 設定 。[ ク リッ ピン グ ] を し て 、 


各 パ バー ツ に ひも の 模様 や 光 が 差 す 部 影 や 色 の 濃淡 を つけ 加え て 細部 を 調 
分 を 描き 込み ます 。 ひ も の 編み 込み EL, RETH 
BHONBERÄLTLERTILF 

つ 削 る よう に 消し て いき ます 。 


oo 
—> > > ーー > 


髪 を 効率 よく 修正 する 

キャ ラ を すべ て 描き 終え た あと で 、 上 か 

らち レイ ヤー を 追加 し て 複雑 な 胡 の 流れ を 

描き 加え て いく 方 法 を 紹介 し ます 。 BEY 

の 段階 か ら す べ て の 髪 を 線画 と し て 描き 完成 し た キャ ラ の 上 に 新規 レイ ヤー を 
込む と 時 間 が か か っ て し まう の で 、 こ の PRL ARAR [フチ ] を 設定 し 
方 法 で 時 間 短縮 を 図り ます 。 TROMERMLET. 
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BELOBMORIMUEWIBHM, [REA] レイ 
Y-t [RRA LAV Fe FORLET, 境界 線 
ORE IDBMOS, MEDAL GMHOROLE 
[スポ イト ] ツー ル で 取り な が ら 選 ん で いま す 。 風 の 流 
れ を 意識 し て ペン の 勢い を 重視 し 、 手 早く 線 を 引き ます 。 


ルター] 一 [ぼかし] 一 [ガウス ぼかし ] を 選び 、[ ぼ 
か す 範 囲 ] を 最小 数 値 「2.0] に 設定 し [OK] を クリ ッ 
ク し ます 。 これ で STEP2 に 比べ て 、 境 界 線 が 柔らか く 
な り 、 キ ャ ラ の 線画 に 合っ た 追加 用 の 回 が で きま し た 。 


だ け の レイ ヤー は この よう な 状態 で す 。 境 
界 線 が くっ きり し て いる の で 、 キ ャ ラ の 線画 に 合わ せ て 少 
し 境界 線 を ぼかし ます 。 た だ 、 境 界 効 果 の 境界 線 に は [ ぼ 
か し ] フィ ルター が 使え な い の で 、 境 界 効 果 で 描い た 線 
を [ラス タラ イズ ] し て 画像 化し ます 。「 融 右 用 ] E TE 
左用 ] レ イヤ ー を それ ぞ れ を 選択 し た 状態 で 右 ク リッ ク し 、 
[ラス タラ イズ ] を 選択 し ます 。 こ れ で 境界 線 は 画像 化 
され ます 。 


追加 し た 右 の 根本 と 毛 先 を キャ ラ に な じ ま せま す 。 最 上 
部 に 新規 レイ ヤー を 1 枚 作成 し ます 。 こ の レイ ヤー に は 
境界 効果 は 必要 あり ませ ん 。 追 加 し た 髪 の 根本 の 境界 
板 を 消し て 笹 の 来 が 自 狼 に 分 か れ て 見 える よう に し ます 。 
BORE [スポ イト ] ツー ル で 取り 、 先 ほど 作成 し た 新 
規 レ イヤ ー に [鉛筆] ツー ル な ど で 塗り 足し て いき ます 。 


追加 し た 回 が 自然 に 生え て いる よう に 見 えて きま し た 。 さ 
ら に 最上 部 に 新規 レイ ヤー を 1 枚 追加 し (こち ら も 境界 
効果 は 必要 あり ませ ん ) SLM TSR 
を 1 本 1 本 ラン ダム に [鉛筆 ] ツ ー ル な ど で 描き 込み ます 。 


最後 に 、 追加 し た 胡 の 色調 調整 や 影 の 描き 足し を [オー 
パー レイ ] や [ 隊 算 ] モー ド の レイ ヤー で 行い 、 背 後に 
透け る 轄 の シル エッ ト を 描き 加え て 完成 で す 。 


SSAA 


HE 


Making Overview 


Making!) アイ デア スケ ッ チ Making?) シル エッ ト + 閑 画 (キャ ラ アタ リ ) 


Makings) キャ ラベ ー ス 配色 Making4 24877 


Makings) ain Makinge) AN + BSE, sen 
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Making 


メイ キン グ 


01 獣 人 の 設定 を 考え る 


いき な り 獣 人 が いる 場面 を 描き 始め る の 
BHLULRUET, LORFRMAIT 
る の か が 、 只 体 的 に 設定 を 考え て か ら ア イデ 
アス ケッ チ を し て いく と スム ー ズ で す 。 
細か いと ころ まで ガチ ガチ て し まう 
必要 は あり ませ ん が 、 

・ ど の 生き 物 を モチ ー フ と する か 

・ ど の よう な 性 格 か 

・ ど の よう な 環境 で 暮らし て いる か 

・ 言 葉 は 話す の か 

・ 職 業 は 何 か 
な ど を 決め て お く と ラフ を 描き 出し ゃ すく 
で きま す 


今回 は 、 馴 の よう に オオ カミ を モチ ー 
し た 荒く れ も の の 獣 人 に 決め まし た 。 


POINT 
獣 人 の モチ ー フ の 違 び 方 

人 聞 の 体 を ペー ス に し て 頭 を 別 の 生き 物 に 差し 替え る デザ イン は 、 獣 人 の 定番 で す 。 大 の よう に 頭 と 普 が 有 体 と 明確 に 分 か 
逆 に 、 首 と 頭 と 胴体 の 境目 が わか り に くい 生き 物 
『 は 掛け 合わ せ や すい モチ ー フ と し て オオ カミ を 選ん で いま す 。 


ほど 掛け 合わ せ に くく な り ます 。 


R HAE tek カエ ル RHE kkr A BER kkk 
A 


・ 頭 の 横 か ら 首 が 伸び て いる ・ 頭 の 横 か ら 首 が 伸び て いる ・ 首 が な く 、 頭 に 山 が 直結 し て いる 
BRIAR ・ 頭 の 中 心から 背骨 が 伸び て いる 
・ 頭 だ け を 単独 で 動か せな い 
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次 人 の プロ ポー ショ ン と 衣装 の イメ ー ジ を 
ざっ くり と 決め る た め に スケ ッ チ を 描き ま 
す 。 今 回 の 設定 は 以下 に し ます 。 

・ オ オカ ミ の 無人 

・ 荒っぽい 性 格 

-P は ス ) 

・ 礎 近く の 状 に 住ん で いる 
人 の よう に 生活 を し つつ 欠 ら し きも 濃く 出 
し た いと 思っ た の で 、 円 らし いや や 前 休 
な る 姿勢 回 と 、 人 の よう に まっ すぐ 直立 
する 姿勢 調 の 、 中 間 の 姿勢 に 決め まし た 。 
プロ ポー ショ ン が 決ま っ た ら 上 に 新規 レイ 
ヤー を 作り 、 ど ん な 形 か わか る 程度 に 大 ま 
か な 衣装 ラフ を 、 見 や すく 赤い 線 な ど で 
描い て いき ます 回 。 今 回 は 野性 味 を 出す 
た め に 、 上 半身 は 獣 の 体 む き 出し で 、 腰 
布 の よう な も の と ペル ト 、 追 具 を 少し だ け 
身 に 着け させ まし た 。 


アイ デア スケ ッ チ は レイ ヤー で 保存 し て お こう 
B 最初 の イメ ー ジ を 振り 返 れる よう に 、 決 定 し た スケ ッ チ は 消さ ず に と っ 
て お く と 便利 で す 。 最初 の イメ ー ジ を 別 レイ ヤー ド 

進め る と き に 並べ て 比べ て み ま す 。 最初 の イメ 
設定 と か け 離 れず に 描く こと が で きま す 。 


7 PONT 


V 古来 の デザ イン を 


えば 、 エ ジ プ ト 神話 で は アヌ 
ビス (ジャ ッ カル )、 ホ ルス ( ハ 
ヤブ サ )、 パ ステ ト (ネコ )、 
セク メト (ライオン) BEM 
名 で す 。 さ ら に は 、 イ ンド 神話 
の ガネーシャ (ゾウ ) や ギリ シャ 
神話 の ミノ タウ ロス (ウシ ) な 
ど 、 世 界 中 に 多数 存在 し ます 。 


題材 に 選ん だ 生き 物 が 古来 よ = ra p A 
ae E T mop ohne gaa 
調べ て みる と アイ デア が 広 が YS i 


a 
る か も し れ ませ ん 。 


シル エッ トラ フ を 
03 描く 
アイ デア スケ ッ チ に よっ て 獣 人 の 容姿 が 決 
まっ た の で 、 新 規 レ イヤ ー を 作成 し て シル 
エッ トラ フ を 描き ます 。 縄 張り に 入っ て き 
た 敵 を 追い か け て 、 森 の 中 を 走っ て いる 
シー ン に し ます 。 


果 な どの 濃い 色 を 使い 、 大 きい サイ ズ の | 
プラ シ で ざっ くり と メイ ン の シル エッ ト を 描 
きま す 回 。 こ の 段階 で 、 キ ャ ラ の 大 き さ や 
配置 を 検討 し ます 。 


04 キャ ラ の 線画 を 描く 


シル エッ トラ フ の レイ ヤー の 不透明 度 を 下 
げ て 薄く し ます 。 そ の 上 に 新規 レイ ヤー を 
作成 し 、 キ ャ ラ の 線画 を 描い て いき ます 皿 。 
今回 は この 獣 人 が 給 の メイ ン で す 。 BE 


fHOMELSORNeBAL 
TRETATEC 


Sy PONT 

"一 和 見 て ほし い ポ イン ト を 決め る 

キャ ラ が メイ ン と な る イラ スト の 背景 を 描く と き は 、 キ ャ ラ の どこ を 一 番 見 せ 
た い の か を 決め て か ら 光 源 や 配色 を 考え る と 、 よ り よ く キ ャ ラ を 見 せる こと 
が で きま す 。 


05 キャ ラ の 
配色 を 決め る 
キャ ラ に ペー ス の 色 を 載せ ます 回 。 線画 
の 下 に ペー ス の 色 用 の レイ ヤー を 作成 し ま 
すす ペー ス の 色 と は 、 光 や 影 が 当たっ て 
いな い 、 こ の 獣 人 本 来 の 色 味 で す 。 清 混 
感 の ある 騎士 風 の 獣 人 で は な く 、 肢 性 味 


で いま す 。 さ ら に 、 階 め の 組 色 を 背中 ・ 肘 ・ 
耳 先 に 使う こと で 引き 締め て いま す 。 ま た 
HEMEL TEEDLO TC. Ehe, 
FIRYHELTERROBIKLELR, 


光源 を 設定 し 、 背 


絵 全体 の イメ ー ジ を 決め る た め 、 背 景 に 
も 人 色 を 塗り ます 回 。 BRERA 
は 分 け て お く と 、 あ と で 調整 が し や すい で 
+ 

今回 は キャ ラ を 左向き に 描い た の で 、 光 
MEAMICHOTSELA, MEHUEN 
る くす る こと で 、 一 番 見 せ た い 表情 に 月 
を いき や ずく する 、 と いう 狙い が あり ます 。 
画面 左上 の 奥 に 太陽 (光源 ) が あっ て 、 
FRA HELL TL BIRDS ARABI 
が 落ち て いる と いう イメ ー ジ で す 。 

また 、 疾 走 感 を 演出 する た め 、 進 行方 向 
に 地面 を 候 け 斜面 に し て いま す 。 


+ POINT 
レイ ヤー 分 け を し て お こう 
方 向 性 が 決ま る まで は 、 あ る 程度 レイ ヤー を 分 け て お く 


アイ デア スケ ッ チ (FRR) 


の が お すす めで す 。 ア イデ アス ケッ チ の 見 直 じ や 修正 が 換 画 シル エッ トラ フ 
し や すい だ け で な く 、 配 色 の 検討 も し や すく な り ます 。 

例え ば 右 の 構造 の 場合 は 、「 色 調整 ] レイ ヤー の 下 に 作っ BA enre 

た 「 ペ ベー ス の 色 」 レイ ヤー を [クリ ッ ピン グ ] に し て お け ば 、 (に クリ ッ ピン ダグ ) 
塗っ た あと に 調整 する こと が 可能 で す 。 ューー ペー ス の 名 


sr 


07 木漏れ日 の ラフ を 描く 


キャ ラ の 配色 レイ ヤー の 上 に [覆い 焼き カ 
ラー] モー ド の レイ ヤー を 作っ て 、 暗 い オ 
レン ジ 系 の 色 を 使っ て 、 木 漏れ 日 の 光 の 
アタ リ を 描き ます 調 。 


08 キャ ラ の 影 を 描く 


STEP 07 の 木漏れ日 の 光 の アタ リ を 描い 
た レイ ヤー の 下 、 キ ャ ラ の 配色 レイ ヤー の | 
bt [RA] レイ ヤー を 作り 、 ク リッ ピン 
グ し ます 陣 。 体 の 凹凸 が わか る よう 、 浪 
REO TRAM TH SETEL CO 
キャ ラ は 暖色 ベー ス な の で 、 オ レン ジ が 
か っ た 濃い グレ ー を 使い まし た 。 


OO o 
影 に は ペー ス の 色 を 混ぜ る 
彩 度 が 高い 物体 に 対し て 、 無 肥 色 で ある 


黒 や グレ ー で 影 を 描く と 沿っ て 見 えま す 。 
特に 暖色 の 場合 に 当り が 目立ち ます 。 賠 


09 毛並み を 描き 込む 


BSBEI7 ERAS EUA LM EDA 
ます 。 そ れ ぞ れ の ディ テー ル を 描い て いき 
&TR. STEP 07 で 描い た 光 の レイ ヤー 
は 、 毛並み を 描き づら く な る の で オフ に し 
ます 。 毛 並み は 、 全体 に 中 ぐら い の LH) 


今回 は 光 が 当 た っ て いる 箇所 が 少な い の 
で 全体 の コン トラ スト は 低め で す が 、 描 い 
た 影 は 残す よう に 気 を つけ て 、 フ ラッ ト に | 
な りす ぎ な いよ うに 塗っ て いき ます 。 
ペー ス が ある 程度 塗り 分 けら れ 
並み を 描き 込ん で いき ます 。 


ey Pont 
筐 の 流れ に 治っ て 描く 
才 に は 生え る 向き が あり ます 回 。 実 物 の 写真 を 色々 な 角度 か ら 見 て 観察 し 、 流 : っ て タッ チ を 入れ る と よい で す 。 鞭 本 


L 青 中 の 半分 だ けい き な り 逆 向 


き に 生え て いる 、 な ど と いう こと は あり ませ ん 。 


RIVERO ZORN, KUPSHERRL, 7 
DAF YFELTASE, SORDHODADT LD 


AY PONT 
Q 毛並み の 描き 分 け 

・ 境 で 描く 

毛 は 一 本 一 本 で は な く 大 き な 塊 で 考え まし ょ 
3. 同じ 大 き さ の 塊 ば か り に な ら な いよ うに 、 
ラン ダム に 描い て いき ます 。 


REES 

た て が みや 尻尾 な ど は 長 考 で す 。 ブ プラ シ の 
スト ロー ク を 長く し て 線 を 入れ る こと で 描き ま 
Eg 


・ 短 毛 を 描く 

顔 や 耳 の 外側 、 手 足 先 な ど は 短 毛 で す 。 筋 
肉 の 形 を つる っ と 描い て 、 そ の 上 に 名 の 流 
れ に 沿っ て 短い タッ チ で 株 を 入れ ます 。 


・ 志 の 密度 を 変え る 

体 中 すべ て に びっしり と 万 を 描く 必要 は あり 
ませ ん 。 光 が 当たっ て 目立つ と ころ や 、 顔 、 
特徴 的 な 長短 な ど を し っ か り 描 き 込 め ば OK 
で す 。 特 に 凍 は 一 番目 線 が 集まり ます 。 ゲ ー 
ム な ど で は アイ コン に され た り ア ッ プ に な る 
こと も 多く あり ます 。 よ りき れい に 、 デ ィ テ ー 
ル を 細か く 描い て 仕上 げ ます 。 


反対 に 体 の 奥 の パ ペー ツ や 影 で まく 見 えな い 
BATE. 細か く 描き 込ま な く て も 大 丈夫 で す 。 
しろ 描き すぎ て し まう と 、 せ っ か く の 見 せ 
た い ボ ポイント が 埋もれ 、 遠 近 も わか り ず らく 
な っ て し まい ます 。 適度 に 抜く こと が 大 切 で 
% 


-ERTHSUKUBSLTESEH ENGER 


H h f 


aneamLtazvma 
込ま な い の が ポイ ント 
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10 鼻 を 描く 


毛 と は 違う 質感 を 意識 し て 、 鼻 を 描き 込み 
ます 固 。 イ ヌ 科 の 具 は 、 正 面 に た だ 穴 か 
開い て いる の で は な く 、 外 側 か ら 内 側 に 巻 
く よ う に し て 穴 が で き て いて 、 横 か ら 見 る と 
切れ 込み が 入っ て いる よう に 見 えま す | 
また 、 鼻 は し っ と り と 濡れ て いる の で ハイ 
FARERMNET M71 bowls [2 
ポイ ト ] ツー ル で 中 の 色 を 拾い 、 描 画 色 
を 設定 し ます 。 も し く は 、 明 度 を 調整 し て 
明る くし た も の で 塗り ます 。 明 度 の 調整 は 
メニ ュー [イメ ー ジ ] > [BE]  [ 色 
1 EE] で で きま す 。 一 番 明る い 明 る さ 
と の 中 間 程 度 で 調整 し 、 新 規 レ イヤ ー を 
作成 し て [オー バー レイ ] モー ド に し 、 そ 
の 色 で ハイ ライ ト を 描き ます 。 ひ た ひ た に 
濡れ て つや つや 、 と いう わけ で は な い の 
で 、 白 の ハイ ライ ト で は な い の が ポイ ント 
th 


11 耳 を 描く 


次 に 厚み や 万 を 意識 し て 耳 を 描い て いき 
ます 。 耳 の 外側 に は 短い 季 並 み を 、 内 側 
に は ふさ ふさ と 柔らか く 長 い 毛 並み を 描き 
DASTH 


Bek MRLTHES 
実際 の 写真 で 耳 を 見 る と 、 そ れ 
な り に 厚み が あり 、 耳 の 中 の 毛 
は 長め で フワ フワ し て いる こと が 
よく わか り ます 。 


込み が 入っ て いる 


‘PONT 
生き 物 らし い 耳 の 描き 方 


耳 の 形 の 例 を 2 種類 用 意 し まし た 。 ど うい うと ころ に 気 を つけ る と 生き 物 の 芽 ら し く 見 える か 比較 し て み ま し ょ う 。 


A 


この 表現 が NG と いう わけ で は な いで す が 、 耳 の 厚み 
が 低 の よう に 薄く 、 耳 の 先 が 笑 り 過 ぎ て いて 、 硬 い 人 工 
えて し まっ て いま す 。 ま た 、 耳 の 付け 根 も 
は 輪郭 の 後ろ に 、 平 面 


的 に 張り つけ た よう に な っ て いて 少々 不 自然 で す 。 


FL つけ 根 も は っ きり し で い ます 。 生き 物 ら し さ を 感 じ 
る 耳 を 描き た いと まき は こち ら の 表現 が お すす めで す 。 


12 目 を 描く 


目 は 人 の 注目 を 集め や すく 、 キ ャ ラ の 特 
徴 に も な り ま す 。 顔 の 中 で も 最 重要 な パー 
Ct. 

動物 に よっ て も 違い が 大 きく 、 人 間 と の 四 
い を 出 じ や すい 箇所 で も あり ます 。 モ チー 
フ の 動物 の 目 が どう な っ て いる か 、 ど う 人 
間 と 違う の か よく 見 て 描い て いき まし ょ う 。 
今回 は 動物 らし くし た い の で 白目 は な くし 
TORT, HORE CRAMER LE 
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POINT 


DI Ate thomino aoe. 


入 の よう に 自 目 が 常に 見 えて いて 、 ア イコ ンタ クト で 感情 を 伝え られ る 生き 物 は 少数 派 で す 。 た いて い の 野 生 動物 は 普段 氏 
ELEN) し か 見 えま せん 。 視線 を 読ま れ な いた め や 目 の 位置 を 合 ら れ な いよ うに する た め 、 光 を 取り 込み や すく する た 
な ど と 言わ れ て いま す 。 


ずつ 


ッッ 
入間 以外 の 動物 らし くす る な ら 黒 目 が ち に し て 、 障 孔 の 大 き さ や 形 を 動物 の 特徴 に 合わ せま す 。 例 えば ヤギ 、 タ コ な ど は 実 
物 に 合わ せ て 睦 孔 を 横長 に し た り 、 ヤ モリ な ら 目 を 大 きく 、 睦 孔 を 小さ くす る な ど で す 。 剛 と じ で 目 の 動 き で 表情 を わかり 
や すく し た いな ら 、 人 間 の よう に 自 目 を 見 せる よう に する と 表情 が 登 か に 表現 で きま す 。 


ront 
目 の ま わり の 筋肉 を 利用 し て 、 感 情 を 表現 する 

自 目 を 塔 か ず に 感情 を 表現 し た いと き は 、 眉 や 類 の 動き で 表情 を 作り ます 。 例え ば オオ カミ の 場合 、 目 の まわ り の 筋 の 橋 成 は 、 
目 の 見 せ 方 や 表情 を デフ ォ ル メ し て も 変わ り ま せん 。 眉 を 上 げ れ ば 困っ た よう な 表情 に な り 、 層 を 下げ て 類 を 上 げ れ ば 怒っ た よ 
うな 表情 に な り ま す 。 


ミ の 目 の ま わり の 筋肉 (RH 


IN AN 


E 
> 
> J a 
wu 


きしみ 


147 


x 
A 


13 手 脚 を 描く 


右手 の 形 回 が 、 動 さき の ある ポー ズ に は 不 
自然 だ っ た の で 修正 し な が ら 描き 込み ま 
す 園 。 左 手 も 手のひら が 下 を 向い て いた 
の を 少し 横向 き を に 修正 し て いま す 園 。 


また 、 両 手 と も 指 を 少し ば ら す こと で より 
自然 な 動き に 見 せ て いま すず 。 修正 前 の 手 
と 比べ て みる と 、 修 正 後 の ほ う が 手 に カ 
が 入り 、 ポ ー ズ に 合っ て いま す 。 


ront 
モチ ー フ の 動物 らし く 描く コツ 
動物 を モチ ー フ に し た キャ ラ を 抽 い た と き に 、 モ チー 
と は 別 の 生き 物 に 関 違わ れ た こと は あり ませ ん か ? そ 
の 原因 は 、 絵 の 上 手 い 下手 で は な く て 、 構造 を 理解 で 
いる か どう か だ と 思い ます 。 

私 も 頭 料 も 見 ず に 描い た ネコ の クリ ー チ ャ ー が 、「 イ ヌ っ 
ぽく て いい ね !」 と 言わ れ た こと が あり ます 。 イ ズ は 飼っ 
て いる の で 普段 か ら よく 見 て 知っ て いた の で す が 、 ネ コ 
の こと は あま り 知 ら な か っ た か ら だ と 思い ます 。 

細か いこ と だ と 思う か も し れ ま せん が 、 構造 を 理解 し て 
描く の と 、 イ メー ジ で 描く の と で は 、 で き あ が り の 説得 
カ が 違っ て きま す 。 知 識 が あれ ば 、 モチ ー フ その も の を 


描く と き は も ちろ ん の こと 、 デ フォ ル メ や アレ ンジ を し て 
オリ ジ ナ ル の クリ ー チ ャ ー に する と き に も 、 ど こ を 残し た 
らち その モチ ー プ らしさ が 出る の か 考え る こと が で きま す 。 
も ちろ ん 、 完 璧 に 暗記 し な く て も 大 丈夫 で す 。 描く 前 に 
その モチ ー フ を 検索 し て 、 足 の 長 さ は どれ くら いか 、 芽 


の 位置 は どこ か 、 な ど 観 察し て 知っ て お く こと で 、 狙 い 
通り の 生き 物 ら し さ が 描 ける よう に な る で し ょ う 、 


MPDMELARBOLSD 
AL BLASER TEE 
ELAS. BYR 
だ け で 、 新た な 生物 に 見 え 
る 
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14 キャ ラ を 描き 込む 


道具 や 装飾 な ど を 描き 込ん で 、 全 体 に 手 
が 入っ た と ころ で 縮小 し て みた り 、 左 右 反 
転 し て みた り し て 、 お か し な 部 分 が な いか 
確認 し ます 。 こ こ で は 上 の 小さ い ほう の 前 
歯 (MA) が 正面 を 向き すぎ て いる と 思っ 
た の で 、 画 像 を 統合 し て [Eh 
ル で 奥 の ほ う を つぶ し まし た 園 。 


EA. 


MEMO 全体 の 見 直し を し な が ら 進 め る 
STEP 10 12 で は パー ツ ご と の 
仕上 げ を 解説 し まし た が 、 一 か 所 
だ け 見 て 作業 を し て いる と 、 ず れ て 
いた こと に あと に な っ て 気がつい て 
せ か っ く 描い た と ころ を 再 修正 、 と 
いう 3 こと に な り が ち で す 。 三 点 人 中 
し すぎ ず 、 何 度 か 手 を 止め て 全体 を 


15 背景 を 描き 込む 


今回 の 背景 の 目的 は 、 メ イン で ある キャ ラ が どん な 場所 


に いる の か を 伝え る こと で す 。 
特に 
フ を 整え る 程度 の 描き 込み に し まし た | 


景 の 木々 は あと で ぼかし の 調 堂 を か ける の で 、 ラ 
キャ ラ の 顔 ま わ 


り は 明度 を 高く し 、 コ ント ラス ト を 下げ る こと で 、 背 景 が 
目立ち すぎ な いよ う 意 識 し な が ら 描 いて いき ます 固 。 キャ 
ラ の 影 は 新規 作成 し た レイ ヤー を [乗算 ] モード に し て 、 
その レイ ヤー に 描い て いま す 。 
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16 光 を 調整 する 


STEP 07 で ラフ と し て 描い た 木漏れ日 の レ 
イヤ ー を 整え ます 。 ラ フ で は 全体 に 光 を 散り 
り ば めす ぎ て いた の で 強 至 を つけ ます 。 昌 


光 の 量 を 抑え 、 キ ャ ラ に 多め 
に あたる よう に も 調整 し て いま す 。 


17 疾走 感 を 演出 する 


敵 を 追い か ける 疾走 感 を 出す た め に 背景 を 
ぼかし て 仕上 げ ま す 。 

まず 背景 レイ ヤー を まとめ て 複製 し 、 複 製 し 
た レイ ヤー を 1 枚 に 統合 し ます 。 次 に 統合 し 
た レイ ヤー を 選択 し て 、 メ ニュ ー [フィ ルター] 
ー [ぼかし ] 一 [ぼかし (移動 )] を 選び ます 。 
[ぼかし (移動 )] ウィ ンド ウ が 開い た ら ば ぽか 
LORELBMERELET. SE, BE 
の 設定 は 走る 方 向 に 合わ せ て IS に し まし た 
圏 、 ぼかし の 距離 は プレ ビュ ー を 見 て 決め 
て いま す 。 あ と は [レイ ヤー に マス ク を 追加 ] 
LCE, FoF OMDB LAS ART 
RTH 最後 に 一 番 上 に 通常 レイ ヤー を 1 
枚 作り 、 小 さ な 葉 を 散ら し まし た 。 こ れ で イ 
ラス ト の 完成 で す 囲 。 
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y PONT 
ひ エフ ェクト を 追加 し て 動き を 出す 

小さ な 葉 を 散ら すこ と で 、 獣 人 の 走る 勢い で 枝 か ら 葉 が 飛び 、 地 面 を 詳 る 
と き に 落ち 葉 を 拘 い 上 上 げ で いる 科 子 を 演出 じ で いま す 。 こ うい うち ょ っ と し 


た エフ ェクト を 加え る こと で 、 よ り 状 況 を 伝え や すく な り ます 。 


MEMO 仕上 げ る 前 に チェ ッ ク し よう 
全体 に 手 が 入っ た 状態 に な っ た ら 、 も う 一 度 陳 々 まで 確認 し まし ょ う 。 例え ば 、 以 下 の よ 


し て み ま し ょ う 。 


・ 薄目 で 見 た と き に 一 番 見 て ほし い 部 分 が ちゃ ん と 目立っ て いる か ? 
・ 効 果 的 で は な い 目 に つく プラ シ 跡 が な いか 2 
・ モ チー フ の 生物 の 写真 と 比べ て 、 明 ら か に 意図 し て いな い 、 ら し く な い パ バーツ が な いか ? 


ずっ と 持 い て いる と 新鮮 な 目 で 見 られ な く な っ て いる こと が 多い の で 、 人 に 見 せ て 感想 を も ら っ た り 、 一 日 置い て 改め て 
チェ ッ ク す る の も いい か も し れ ま せん 。 
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獣 人 デザ イン の 作り 方 


メイ キン グ で は 絵 を 描く 流れ を 中 心 に パー ツ の 解説 を し まし た が 、 こ こ で は アイ デア スケ ッ 
チ 部 分 を 掘り 下げ 、 獣 人 を デザ イン する 際 の ポイ ント を 紹介 し ます 。 


1. 人 間 と 混ぜ る 生き 物 を 決め る 
メイ キン グ で も 書い た 通り 、 ど の 生き 物 を 選ん で も も ちろ ん 構い ませ ん 。 好 き な 生 き 物 を 選ん で 、 資料 を 集め ます 。 
今回 は 例 と し て 、 体 の ベース は ほぼ 人 間 で 、 頭 は 完全 に 獣 祥 な タイ プ の 獣 人 で 進め て いき ます 。 


2. 人間 の 体 を ペー ス に 、 頭 を 動物 に つけ か える 


AM EDMOBOKE 8385 OC. DUPAABERMCACLESERE LET. HIOB CORES 
せ て 、 首 の 後ろ の 第 肉 は 背中 に つく まで の ば し て くっ つけ ます 。 


人 間 と ライ オン の 首 の 幅 首 か ら 上 を ライ オン に する 


BORROMALAMES 4 CERES, KUKI 2 OF 
STAAN, MEM CUSMERR SAW, 3447 
DHOWNEALIAWBEADS 


AMOMED 1 OBE BE 
War, Kae BITS 


3. 手 首 か ら 先 、 足 首 か ら 下 | 
指 に メリ ハリ を つけ て 、 


に 動物 の 特徴 を つけ る 
指先 に 落っ すら 肉 球 を つけ て 、 獣 らし く 爪 を 伸ばし ます 。 


爪 を 便 っ て 放り を する 肉食 誤 の た め 、 手 を つ 大 や チー ター な ど 、 ROKOOA MOBS 
いた と き に 反面 に つか な いよ うに する rona 
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SSA 


4. 尻尾 を 生やす 


然 腰 の 上 あたり か ら 生 えて いる と ちょ っ と 不 自然 な の で 、 気 を つけ た いと こ 


ろ で す 。 


RROwY SeRALHoT 


BCE 
AROERLEREME RR MEO ran 
えて いる る の は 不 自 然 に 見 える 
5. BEEF 


全体 に 短い 毛 を 生やし 、 好 き な 箇 所 に 長い 毛 を 生やし 
で 完成 で す 。 今 回 は リア ル な 頭 身 で し た が 、 体 型 を も っ 
EMAL TFT AX LAY, BREPL YS 
し た り し て も いい で すね 。 

BEVBORNTET KE, KLCAUFHLDRATY 
イン を 考え まし ょ う 。 


>% 


クジ ジジ ジジ ジジ ジジ ジジ ジジ ジジ ジジ 


Technique 


獣 人 の モチ ー フ を 知る 


獣 人 を 描く と き に モチ ー フ に する 動物 の 知識 が あれ ば 、 動 物 ら し い デ ザイ ン も 、 人 に 近い デザ イン も 考え や す 
く な り ま す 。 こ こ で は 、 動 物 の 体 の 構造 を 考え る 際 の ポイ ント と 作例 を 紹介 し ます 。 


動物 の ポー ズ を まね し て 理解 する 

動物 の 体 の 本 造 を 理解 する 近道 は 、 自 分 も 勤 物 と 同じ に ポー ズ を と る こと で す 。 実は 他 の 疹 動物 と 管 や 筋肉 の 生類 
ほほ どん ど 同 じ で す 』』 ほ と ん どの 動物 の ポー ズ は 自分 で 再現 で きる の で 、 ポ ボーズ を と っ て 体 の パー ツ の 位置 を 比べ 
て み ま し ょ う 。 こ こ で は 、 犬 、 鳥 、 海 銘 の ポー ズ を まね た 例 を 紹介 し ます 。 


通常 の 立ち 姿 


MEMO 動物 の 肉 球 は 人 間 の ど 
ROWGLORIRIE, AM 


犬 の ポー ズ 


To も 


地面 に つく 手足 の 部 位 に 多少 違い は あり ます が 、4 足 で 上 < 中 天 は 革 本 的 に は これ を 参考 に で きま す 。 
例え ば 舞 な ら 手のひら と 足 の 斉 を つけ 、 且 な ら 中 手 だ け を つけ 、 ソ ゾウ な ら 5 の 指先 を っ け ます 。 


鳥 の ポー ズ 海獣 の ポー ズ 


X= 


SAA 


いろ いろ な 種類 の 獣 人 を 作る 
人 人間 と 動物 の 違い が わか れ ば 、 パ ー ツ を 入れ 替え て いろ いろ な 動物 モチ ー フ の 歌 人 を 描く こと が で きま す 。 動 物 に 
と て も 近い 獣 人 で は あり ます が 、 私 が 以前 描い た 獣 人 の 入れ 替え ボイン ト を まとめ て み ま し た 。 ぜ の ひ 参 考 に し て み 
て くだ さい 。 各 ポイ ント に も ある よう に 、 


コウ モリ 
を 人 に 合わ せる | 
BEAOWORE 
konsnenmsnut. 
MEO か る ESE 

へ ヘビ クイ ワシ 


Wie Acebes 
・ 省 か ら 上 と 用 か ら 下 を へ ピク イワ シ に 
・ 手 痛 か ら 先 を 人 の 手 の ま うな 形 に 

・ 層 は 手先 分 ける 


シロ クマ 

・ 六 を 人 に 合わ せる 
HPS READE IIE 
・ 指 を 長く し て 人 の 手 の よ う 


ヘラ 
・ 革 導 を 人 に 合わ せる 

・ 首 か ら 上 と 陳 か ら 下 を へ ラジ カ に 
・ 上 上 半身 を 和信 の よう な 株 に 

・ 物 を っ か め る 人 の よう な 手 に 


= 


A 


ファ ンタ ジー で で も 央 気 の ある モン スタ ニキ ヤラ 


架空 の 生き 物 を 考え る と き の 基本 か ら 、 一 般 的 な ドラ ゴン の 描き 方 まで 
生息 地 の 海 辺 に 横 の 構図 で 大 きく 胡 を 広げ て 叫 える ドラ ゴン を 措 く こと 


D HREBENE 


GEN Sot Adobe Photoshop 9 Tine 120 


MAR + BE, EAR 


Making 


メイ キン グ 


アイ デア 
01 スケ ッ チ を 描く 
お お ま か な 体 型 を つか むために ドラ ゴン 
の アイ デア スケ ッ チ を 描き ます 顧 。 今 回 は 
思い つく まま に 何 体 も スケ ッ チ を し て 気 に 
入っ た 体型 を 選び 、 そ れ を ペー ス と し て 形 
か ら 起 像 を 膨らませ て 設定 作り を し て いき 
ます 。 


peepee 
Q- Kyammenss 
基本 の パー ツ 構 成 を 覚え て 、 そ れ を 大 きく し た り 小さ くし た り 、 伸 ば し た り 増 
や し た り 、 自 由 に 変形 させ て 自分 の 好き な 形 の ドラ ゴン の ベー ス を 作っ て み ま 
し ょ う 。「Technique ドラ ゴン の デザ イン ] (p.166) も 参考 に し て くだ さい 。 


02 設定 を 膨らませ る 


設定 を 計ら ませ な が ら ペ ー ス に 要素 を 追加 し て いき ます 。 どん な ドラ ゴン に する の か を 決め て 、 イ メニ ジ に 含 わせ で も っ 
と 自体 の 特徴 を より 強調 する よう な パー ツ を つけ ます 暮らし て いる 地域 な ど を 具体 的 に 考え て 、 そ れ に 合う パー ツ を 考 
えて も よい で し ょ う 。 こ こ で は 、3 種類 の ペー ス か ら 設定 を 考え て み ま す 。 


OMS TRIER, ROTH FIFTY 


RUMENLISEMEEI 


山の上 の ほう 、 高度 が 
ーー j 高い と ころ を 蛇 の よ う 
ERATEELTUS 


RUMEL ATR 
また め に 械 を た く 
ara 
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②③ が っ ち 


用 べ な い 代わ り に パワ フル ー ア ゴ の 
AM, BU ERE OT OSE 
RWERCERNS, TIERE 


り し た 体型 で 、 四 足 歩行 の ドラ ゴン 


Eon 


Dimreme sO CHRO ET 


③ 流 線型 の 体型 で 、 手 が ヒレ し の よう な ドラ ゴン 


LACE, AIMS, 
Meer fib vices 


魚の よう な ぼ し を 作 加 


連想 ゲー ム の よう に 設定 する 
EBF-LOHCRRERMLT 
いく と 、 Hoe eRe La 


< 要素 も まとまり や すい の で お す 
soe, 


Yuin a 


03 シル エッ トラ フ を 描く 


考え た ドラ ゴン の 設定 か ら 、 生 息 地 を 想像 し て 、 ど ん な 状況 の 
ドラ ゴン を 描く の か ざっ くり と 決め ます 。 今 回 は ③ の 海 の ド ラ ゴ 
VA 海辺 の 岩山 で 喘 え て いる 様子 を 描き ます 。 構 図 を 考え な 
が ら 、 メ イン に な る ドラ ゴン と 涯 の シル エッ トラ フ を 太め の プラ 
シ で 摘 き ます 較 。 今 回 、 ド ラゴン の 芋 か ら 尾 まで の 流れ と 、 算 
の 広がり を メイ ン に 見 せ た いと 思っ た た め 、 横 長 の 構図 で 真 に 
大 きく 空間 を 割り 当て て いま す 。 


04 背景 に 色 を 載せ る 


背景 の レイ ヤー に 人 色 を 温 せ 、 全 体 の 究 囲 
気 や 場所 を 決定 し ます 。 今回 は 海辺 に 住 
む ド ラゴン な の で 、 後 ろ に 海 を 見 せ 、 波 
で 削ら れ た よう な 笑っ た 岩 が 点 在 する 海岸 
を 描い て いま す | 


ドラ ゴン に 
05 色 を つけ る 
相 を た た ん で いる と き と 広 げた と き と で が 
ら っ と 印象 が 変わ る イメ ー: Ach 
色 の 、 明 度 と 色相 の 差 を つけ て 色 を 決め 
て いき ます 。 ま ず 地 上 に いる と き や 海 に 飛 
びび 込む と き は 、 翼 を た た ん で いる 想定 で 
す 。 そ の と き 見 えて いる 部 分 が 岩場 や 海 
の 中 で 目立ち すぎ な いよ うに 、 胃 以 外 の 
体 の 色 は 、 落 ち 着 いた 紺色 と 白 灰 色 と で 
まとめ まし た 。 そし て 選 を 広げ る と き に は 、 
RBA SET. RE (IED 
や ムササビ な ど に ある 飛ぶ た め の 薄 い 皮 
MOU) を 派手 で 目立つ オレ ンジ 色 に し 
まし た 。 こ の よう な 形 で 今回 は 、 記 の 生き 
物 が どう いう 行動 を する か を 考え な が ら 、 
色 を 決め で みみ まじ た 調 。 ま た この 役 階 で 、 
魚 竜 らし さ を 強 調 し 、 デ ザイ ン の パラ ンス 
を と る た め に 、 顔 まわ り と 尻 必 に も オレ ン 
ジ 色 の ヒレ を つけ て いま す 。 
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POINT 
“QD 所 の 生き 物 の 行動 や 形状 を 参考 に する 


の 生物 の デザ イン に 説得 旋 を 持た せ や すく な り ま す 。 ド ラゴン の イラ スト を 
見 て 自分 な り の ドラ ゴン を 描く と いう より も 、 実 際 の 生物 を 参考 に し な が ら 
アレ ンジ し て 、 ド ラゴン を 作っ て いく ほう が お すす めで す 。 


o ドラ ゴン の 強 さ や 

大 き さ を 伝え る 
ドラ ゴン の 強 さ や 大 き さ を 表現 する た め 
に 、 サ メ の よう な 保 空 の 生き 物 を 手 に 持 
た せま し た 訪 。 捕食 者 で ある 大 き な サメ を 
感じ させ る 生き 物 よ り も 、 さ ら に 上 の 生態 
系 ピラ ミッ ド に いる 生き 物 だ と 伝え る た め 
で す 。 
この 時 点 で は サメ の よう な 生き 物 の 大 き 
きも わか り に くい の で 、 描 き 込 み を する 
STEP 14 (p.165) の タイ ミン グ で 、 獲 物 
の そば に 海鳥 を 描き 加え る こと に し ます 。 
また 、 育 景 に 海 島 と 濾し ぶ き を 足し まし た 。 
要素 を 追加 する こと で 、 海 の 雰囲気 を より 
わか りや すく し つつ 、 ド ラゴン の 大 き さ を 
強調 し て いま す 。 


対比 で 大 き さ を 伝え る 


ご と が で きま す 。 例え ば 、 和 問 の 大 き 
さ は 誰 も が よく 知っ て いる の で 大 き さ 
の 基準 に な り 、 他 の 物 の 大 きき を 伝 
える こと が で きま す 。 


AZ vont 
ひ 対比 メインキャラ を 引き 立て る 


引き 立て 役 の サブ キャ ラ を 描く こと で 、 メ イン キャ ラ の 立ち 位置 を わか りや 
まぐ で きま す 。 例 えば 、 や られ 役 の モ プ キャ ラ で 主人 公 の 強 さ を 伝え た り 、 
雑魚 モン スタ ー と の 対比 で ボス モン スタ ー の 恐ろし さ を 強 調 し ます 。 サブ キャ 
ラ と の 対比 メイ ン キ ャ ラ の 立ち 位置 を 伝え る 演出 は 、 と て も 効果 的 で す 。 


07 各 パ ー ツ を 描く 


全体 の 構図 や 色 が ざっ と 決ま っ た ら 
ン の シル エッ ト を 描き 足し た り 、[ 消 し ゴム ] 
ツー ル で は み 出 し て いる と ころ を 消し な が 
ら 全 体 を を れい に 整え て 、 パ ー ツ を それ 
ぞ れ 描き 込ん で いき ます 許 
STEP 08-12 で 、 各 パー 
を 解説 し ます 。 
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ド 
ラ 
a 
> 


08 目 を 描く 


この ドラ ゴン の 目 と 目 の 周囲 を 図解 し ま 

す 。 基 本 的 に は 獣 人 の 目 と 同じ 構成 で す 。 

1 点 だ け 紫 色 の パー ツ 、 瞬 腹 を 増やし て い し 
2t, 


MEMO RREI 

BELA 3 の まぶた と も 言わ おれ 
で いる 、 水 平方 向 か ら 出 で き て 目 
を 保護 する 購 の と と で す 。 こ の ドラ 
ゴン は 独り の と き に 海港 っ て 高速 
で 泳ぐ の で 、 水 中 で 目 を 守る た め 
RMSE RECT, 
まで 細かく は 考え な く て も いい と 思 
いま す が 、 生き 物 ら し き を 替 す た め 
に 設定 し て いま す 。 


09 ロロ を 描く 


顔 の まわ り を 整え 、 口 に 歯 を 描き 入れ て い 
きま す 詳 。 こ の ドラ ゴン は 肉食 ( 魚 食 ) と 
いう 設定 な の で 、 生 き 物 の 肉 を 引き 腰 く こ 
と が で きる 、 鋭 い ナ イフ の よう な 牙 を つけ 
まし た 。 生 き 物 の 生態 を イメ ー ジ し て 、 用 
途 に 合っ た 口 の 構造 畔 を 意識 し て 描き ま 
+ 


ey. po 
O ロ の 形 は 用 途 で 異な る 

ドラ ゴン の 設定 に 合っ た 歯 や 口 の 形 に する 
と 、 説得 力 を 持た せら れる の は も ちろ ん 、 よ 
リオ リ ジ ナ リティ の ある 面白 い デ ザイ ン に で 
きま す 。 実 在 の 生き 物 の 例 を 見 な が ら 、 新 し 
い ドラ ゴン 作り に も 挑戦 し て みて くだ さい 。 
内 を か みち ぎっ て 食べ る (EKRI) 


ma CRE RUPE) 


BETYDET (BAVIADLIM, Hy 
チリ し た アゴ ) 


BERG RIAD (ALETU, 大 きく 開 
or) 
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10 ヒレ を 描く 


今回 の ドラ ゴン の 最大 の 特徴 は ヒレ の よう 
な 翼 で す 語調 。 表 は 魚の ヒレ 語 を 参考 に 
し つつ 、 魚 の ヒレ より も 少し 厚み の ある イ 
メー ジ で 描い て いま す 。 ド ラゴン の 翼 は 、 
光 を 通し て 血 が 透け た 様子 を 表現 する た 
め に 、 光 が 強く 当たっ て いる 部 分 の フチ 
は 彩 度 の 高い オレ ンジ を 入れ まし た 。 彩 
度 が 高い 色 を メイ ン の 誠 に 入れ る こと で 、 
そこ に 目 を 向け て も らい た いと いう 意 | 
あり ます 。 


昔 ピ し や 尾 ヒ し を 多才 に し て いる | 


POINT 
REST PIUCRES 


お 生活 感 が 演出 で きま す 。 き れい に し すぎ 
る と 人 工 物 の よう に 見 えて し まう こと も ある の 
で 、 注 意 が 必要 で す 。 逆 に 人 造 の ドラ ゴン 
BMELVO THA, BATHASTET 
作り 物 らし さ を 演出 する と よい で し ょ う 。 


BE AY CEL OM, MRL ERS ICL 
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vuus a 


11 ウロ コ を 描く 


この ドラ ゴン に は 、 水 中 で 動き や すい よう 
に 、 また 陸上 で 乾燥 し て も 大 丈夫 な よう に 、 
体 に びっ た り と し た ウロ コ が 生え て いま す 。 
音 の 紺色 の 部 分 に は 、 硬 い 華 っ ば ぱ の よう 
な ウロ コ を 描き 、 首 の 腹 側 の あたり に は 、 
へ ビ や ワニ の 腹 を 参考 に し た 横長 の ウロ 
コ を 描き ま 獲物 の サメ の よう な 生 
き 物 も 、 ド ラゴン と 合わ せ て 描き 込ん で お 
きま す 。 


12 手 を 描く 


獲物 側 に シワ を 入れ る こと で 、 獲 物 を が っ 
ちり 押さ えて いる 様子 を 表現 し ます 再 。 ま 
た 、 獲物 に 傷 を え 入れ て 爪 や 牙 の 鋭さ を 表 
爪 や 手 は 、Technique 
(p.168) を 参考 に し て くだ さい 。 


ドラ ゴン の 体型 を 
調整 する 

全体 を 見 て 、 価 型 を 少し 調整 し まし た 。 首 
が 噛み つく の に 心許ない 太 さ だ っ た の で 、 
少し 短く 太く し 斑 、 頭 の ヒレ か ら 尻 尾 ま 
背骨 に 沿っ て ヒレ を 追加 し て いま す 。 ED 
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PONT 
目立つ と ころ だ け 細 か く 描 く 
ウロ コ は 全部 を きち ん と 描く 必要 は あり ませ ん 。 目 立つ と ころ に 細か がく タラ 


WEF LI [Technique ドラ ゴン の デザ イン 」 の ウロ コ の 描き 方 (p 
168) を 参考 に し て くだ 


中 が 有 物 の 用 座 に め り 込 ん で いる 朱子 を 表現 する 


14 背景 を 描き 込む 


メイ ン は ドラ ゴン な の で 、 光 源 は 顔 の 右側 
に 配置 し ます 。 明 る い 色 の 翼 と コン トラ ス 
ト が 出る よう に 、 買 の 背面 は 暗め に し て い 
ます 。 小物 と し て 、 海 鳥 や 水しぶき を 追加 
し まし た 。 手前 側 の 目 に つく 箇所 を 描き 込 
ん で 、 育 景 自 体 は 完成 で す 記 。 


Spy. Pont 
Q 小物 の 描き 入れ 

ドラ ゴン の 牙 の 端 か ら 水しぶき を 飛ば し 、 表 
の 先 を (BARB) で 囲い 、 メ ニュ ーー [フィ 
wa] > [ぼかし ] 一 [ほか し (移動 ] 
ル で モー ショ ンプ ラー (動い た と き の ぶ れ ) 
を 入れ る こと で 、 表 を パッ と 開い た 動き の 表 
現 を 少し プラ ス し まし た 。 手前 に も サイ ズ 比 
較 の た め に 海鳥 を 描き 入れ て いま す 。 


15 空気 感 と 光 を 整え る 


RRORPROROLK, [R7U-7] レイ ヤー を 作り 、 空 の 色 を 載せ て コン トラ スト を 下げ 、 ド ラゴン の スケ ー ル 感 
を 表現 し ます 。 ま た 、 見 て ほし い 部 分 ( ドラ ゴン の 頭 、 翼 ) に より 目 を 向け て も ら 、 全 レ イヤ ー の 上 か ら 効 果 レ 
イヤ ー を 2 つ 追 加 し ます 。 右 側 か ら オ レン ジ 系 の グ : ョ ン を [オー バー レイ ] レイ ヤー で 、 左 下 か ら 彩 度 の 低い 青 
此 ダ グラデ ーション を [乗算]】 レイ ヤー で 入れ まし た 。 こ うす る こと で ドラ ゴン と 背景 が な じん で 画面 も まとまり 、 ド ラマ チッ 
ク な 雰囲気 を 演出 で きま す 。 こ の 2 つの レイ ヤー の 不透明 度 を 調整 し て 、 完 成 で す 庫 。 


NR | 


ドラ ゴン の デザ イン 


1. 体 の 構成 
ドラ ゴン 版 デ ッ サ ン 人 形 で す 。 全体 の バラ ンス の 参考 に し た り 、 ど ん な パー ツ が ある の か 把 所 する の に 役立て て く 
だ さい 。 


BOR EA RRORORN 


この 図 を 見 る と 、 二 本 足 で 立つ ドラ ゴン は 足 が が っ し り と 大 きく 、 前 の め り な 上 半身 で も 倒れ な いよ うに 、 長 い 尻 必 で 
パラ ンス を と っ て いる こと が わか り ま す 。 


確認 し な が ら 描い て みて くだ さい 。 


2. 顔 の 構造 

顔 を パー ツ 分 けし て 考え て みる 

再 と 筋肉 の ざっ くり と し た 凹凸 で ペー ツ 分 け 
し て み ま し た 。 こ の 構成 を 押さ えて お け ば 、 
どこ が どの 部 位 に 当たる の か や 、 思 凸 に 合わ 
せ た 線 の 入れ 方 、 応 用 の 仕方 な ど が わか りや 
すく な る と 思い ます 。 


-RE (伸び 縮み する ) 


RUHR 
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SA 


月 格 を 意識 し た 口 の 開き 方 を 
挫け ば 、 REDEN 


アゴ の 開き 方 
ドラ ゴン が アゴ を 開く と き は 赤丸 を 回 
転 軸 に し て 開き ます 。x の よう に 回 転 
軸 を 頭 状 年 の 途中 に する と 、 口 を 開く 
た び 骨 が 折れ る よう に 見 える の で 注意 
し て くだ さい 。 


歯 の 構造 
有 図 は 歯 の 生え た 骨 の 略図 で す 。 赤 が 
上 アゴ 、 青 が 下 アゴ に な っ て いま す 。 
歯 は 角 か ら 生 えて いる の で 、 骨 に め り 
込み ます 。 


ý- AT, アゴ の 描写 歯 の 描写 歯 の 生え 方 の 断面 較 
アゴ の フチ に 沿っ 
sores uD b 2 
BITLENET. FATAN «= アゴ の 合 の 上 に くっ つい て いる meer 6 切れ目 が で きる よう な 生え 方 
し て 描き まし ょ う 。 > ク 
アゴ の たがっ か り 埋まっ て いる Mi 


ROR 


3. Bo 

Roms MENO コウ モリ の 愛 

AOMEOHE 実在 の 生き 物 で 言う と 、 コ ウ モ リ の 
ドラ ゴン の 四 の 構造 は 、 人 の 腕 と 構成 が ほとん ど 同 じ で す 。 腕 が SBIR 


少し と 指 が も の すご く 伸び て 、 そ の 指 の 間 と 手 と 体 の 間 に 友 限 が 
張っ だ も の だ と 考え る と わか りや すい で す 。 


Yui a 
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4. ウロ コ の 構造 
ドラ ゴン と 言え ば 、 ウ ロコ に 違わ れ た 体 が 特徴 的 で す が 、 
ま 攻 。 体 の 部 位 に よっ て ウロ コ を 描き 分 け ま し ょ う 。 


大 き な ウ ロコ の 構造 と 描き 方 


特徴 
D ドラ ゴン の シル エッ ト を 作る 、 全 体 の デザ イン に 作用 する 重要 な ウロ コ で す 。 大 き な も の は 
省略 せ ず に 、 し っ か り と 描き まし ょ う 。 


よく 使わ れ て いる 部 人 
首 か ら 背中 、 尻 尾 、 曲 が ら な い 部 位 な ど 。 背 中 側 に 多い 。 


形状 
GE 余っ た 工 っ ぱ の よう な 形 が 多い 。 瓦 の よう に 立体 的 で 厚み が あり 、 ウ ロコ の つけ 根 と ウロ 


コ の 先 が 重なっ て 生え て いる 。 


OR PAISMATINS. 大き ④ 人 っ た ウロ コ の 先鞭 れ が 結 う と ウロ コ に 影 を つけ る っ た 部 分 の 中 央 に 、 
い ウ ロコ か ら 置い て 、 そ の 上 に 小さ きれ い に 見 える APA RENT RM 
い ウ ロコ を 重ね る 要件 で 


小さ い ウ ロコ の 構造 と 描き 方 


特徴 
全部 びっ し り 描か な く て いい ウロ コ で す 。 顔 まわ りや 、 光 が 当たっ て 目立つ と ころ は し っ か 


り 描き まし ょ う 。 
== よく 使わ れ て いる 部 位 
Zn BORDI, MERON, HOTEL OHA, SERIE. 
形状 
IE BROEIGH, ELENCESCAAEOULEIND, 厚み は ほとん ど な く 、 横 か ら 
見 た と き に 中 央 が や や 笑っ て いる 。 


ORMERN TH AERA, DL の 白い ウロ コ の 下 に は 新規 レイ ヤー ODROIAAMPRMSLL— 
ずつ 賠 間 を 開け な が ら 互 い 作 に 並 を 作り 9、 ウ ロコ の 隙間 を ぼかす よう TAFA EAR, RE 

る Mine, MOTAIOLE 

BEL, MoT OERETR SHY 

mas eC 


5. FORE 


ドラ ゴン の 手 の 形 は 、 
類 を 混ぜ た よう な イメ ー ジ で 描い て いき ます 。 
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7. PONT 
9 鳥 の 脚 の ウロ コ を 参考 に する 

ドラ ゴン の 指 の ウロ コ は 島 や 生 虫 類 を 、 腕 の ウロ コ は 島 

の 脚 を よく 参考 に し ます 。 MEROWICTSMA IS ME 

中 類 は ウロ コ が 細か すぎ る こと が 多い か ら で す 。 島 の 肢 

は 大 きい ウロ コ が 並ん で いて 、 そ の まわ り に 細か い ウ ロ 

絵 で 描く の に ちょ うど いい 密度 で す 。 Hoes 


ドラ ゴン の 足 は 、 飛 ば な い 烏 の 足 や 門 
童 の 化石 な ど を 参考 に 拍 い て いき ます 。 
鋭い 爪 を 地面 に つか な いよ うに つけ 、 歩 
く こ と も で き て か っ つ 攻撃 に も 使え る よう 
BRELE 


MEMO [ODE ATS 
人 の 爪 と 同じ よう に 指先 の 上 面 か ら 


7. 角 の 構造 


角 は ドラ ゴン の 個性 を 決め る パー ツ の 一 
つ で す 。1 本 角 、2 本 角 、 校 分 か れ し た 《② 
角 …。 カ ッ コ いい 形 を 模索 し て も いい で 


すし 、 用 途 を 考え て デザ イン し て も いい 
か も し れ ま せん 。 自 分 に 合っ た 作り 方 で 、 


B/S 
角 の デザ イン を 考え て みて くだ さい 。 \ 
J A EJ 
すく 3 ド 


大 き な プ ラ シ で シル エッ ト を 描い て いい 形 を 探す 


ラ 
3 
» 


Spy. ron 

I soin 

代物 な ど で な い 限 り 、 久 の 断面 が 売 全 な 円 と いう こと 

は あり ませ ん 。 絵 で 描く と きも 、 多 少 歪 ませ て 面 を 作る Ma 
の が お すす めで す 。 ほ と ん ど シ ル エッ ト を 変え な く て も 、 

振り の 訪 を 入れ る こと で 、 角 に 流れ が で き て 生き 物 ら し EN 


く な り ます 。 


SS 


8. オ リ ジ ナ ル の ドラ ゴン と は 
ドラ ゴン は 空想 の モン スタ ー な の で 、 ど ん な デザ イン を し 


て も ドラ ゴン だ と 言い 張れ ば ドラ ゴン で す 。 た だ 、 数 々 内 信 動 御 に 用 は な い 

a 実在 の 生き 物 の 角 は 、 爪 と 牙 が ある 肉食 動物 に は 
の 棄 存 の ドラ ゴン も 、 ゼ ロ か ら 自 分 で 考え て 作っ て いる Saudi FRE. aes 
わけ で は な く 、 ど こ か し ら 実在 の 生き 物 の まね を し て デ いい か ら 生やす の で も よい と 思い ます が 、 ド ラゴン 
ザイ ン し て いま す 。 ま ね する の は 負け で も な ん で も な いで に 生え て いる 角 は 、 何 の た め に 生え て いる の で し ょ 


うか 。 新 た な 攻撃 手 脆 か も し れ な いし 、 自 分 の 優 
秀 さ の アピ ー ル に 使う の か も し れ な いで すね 。 


すし 、 自 分 の オリ ジ ナ リティ が 失わ れる な ん て こと も あり 
ませ ん 。 実 在 の 生き 物 は 最高 の 教科 書 で す 。 恐 れず ど 
ん どん まね し て いき まし ょ う 。 ま ず は 基本 の パー ツ を 理解 
し て 、 そ れ か ら 応 用 で パー ツ の 大 き さ を 変え た り 、 増 や 
し た り 、 減 らし た り 、 差 し 替え た り し て 、 自 分 だ け の ドラ 
ゴン を 作っ て くだ さい 。 


スタ ンダ ー ド な ドラ ゴン — 
9. デ ザイ ン の まとめ 
知っ て お く と 役に立つ か も し れ な い 、 よ く 見 か ける ドラ ゴ 
ン の 形 と 個人 的 な イメ ー ジ を いく つか ビ ピックアップ し て ま 
ペー ス が 思い つか な いと き は 、 こ れ を 元 に 


し て みて くだ さい 。 
NETL, $< OMNI COBB K 
ラゴン 
8347 ワイ バー ンタ イブ 地 間 タイ プ 
RAOEROG, SRS, BE WRL ROOLAMTLEAN, MERK BETEL, ABM TOS 
mute し て いる 


多頭 タイ プ 海竜 タ 々 イプ ARREST 
各地 の 伝承 で よく 登場 する スタ イル の ドラ MCEBTS, ヒレ や 質 な ど オ リ ジ ナ ル の た くま し い 肝 と 独 い アゴ を 持っ 。 MEMA 
ョ ン BREARETO er 
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pixiv id=80673 twitter @tsuyomerula weis http://tsudctonlgri3wixste com/tsuyoshi24h 
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